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条 例  

 

 次 に 掲 げ る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。  

   令 和 ６ 年 ３ 月 29 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春   

１  横 浜 市  GREEN ×   EXPO 2027  推 進 基 金 条 例  

２  横 浜 市 事 務 分 掌 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

３  横 浜 市 職 員 定 数 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

４  横 浜 市 一 般 職 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例  

５  横 浜 市 地 域 療 育 セ ン タ ー 条 例 及 び 横 浜 市 総 合 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ

ン セ ン タ ー 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

６  横 浜 市 国 民 健 康 保 険 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

７  横 浜 市 介 護 保 険 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

８  横 浜 市 火 災 予 防 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

９  横 浜 市 病 院 事 業 の 経 営 す る 病 院 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

10  横 浜 市 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関 す る 条 例 等 の 一

部 を 改 正 す る 条 例  

11  横 浜 市 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の

基 準 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

12  横 浜 市 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 の 基 準 等 に

関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

13  横 浜 市 会 委 員 会 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

14  横 浜 市 情 報 通 信 技 術 を 活 用 し た 行 政 の 推 進 等 に 関 す る 条 例 の 一

部 を 改 正 す る 条 例  
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横 浜 市 条 例 第 12 号  

   横 浜 市  GREEN ×   EXPO 2027  推 進 基 金 条 例  

 （ 目 的 及 び 設 置 ）  

第 １ 条  旧 上 瀬 谷 通 信 施 設 に お い て 開 催 さ れ る  GREEN ×   EXPO 2027   

（ 令 和 九 年 に 開 催 さ れ る 国 際 園 芸 博 覧 会 の 準 備 及 び 運 営 の た め に

必 要 な 特 別 措 置 に 関 す る 法 律 （ 令 和 ４ 年 法 律 第 15 号 ） 第 １ 条 に 規

定 す る 令 和 ９ 年 に 開 催 さ れ る 国 際 園 芸 博 覧 会 を い う 。 ） に 関 す る

事 業 の 推 進 に 資 す る た め 、 横 浜 市  GREEN ×   EXPO 2027  推 進 基 金 （  

 以 下 「 基 金 」 と い う 。 ） を 設 置 す る 。  

 （ 積 立 て ）  

第 ２ 条  基 金 に 積 み 立 て る 額 は 、 歳 入 歳 出 予 算 を も っ て 定 め る 。  

 （ 管 理 ）  

第 ３ 条  基 金 に 属 す る 現 金 は 、 金 融 機 関 へ の 預 金 そ の 他 確 実 か つ 有

利 な 方 法 に よ り 保 管 し な け れ ば な ら な い 。  

２  市 長 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 基 金 に 属 す る 現 金 を 確 実

か つ 有 利 な 有 価 証 券 に 代 え る こ と が で き る 。  

 （ 運 用 益 金 の 処 理 ）  

第 ４ 条  基 金 の 運 用 か ら 生 ず る 収 益 は 、 歳 入 歳 出 予 算 に 計 上 し て 、

基 金 に 積 み 立 て る も の と す る 。  

 （ 処 分 ）  

第 ５ 条  基 金 は 、 そ の 設 置 の 目 的 を 達 成 す る た め 必 要 が あ る 場 合 に

限 り 、 そ の 全 部 又 は 一 部 を 処 分 す る こ と が で き る 。  

 （ 繰 替 運 用 ）  

第 ６ 条  市 長 は 、 財 政 上 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 基 金 に 属 す る

現 金 を 確 実 な 繰 戻 し の 方 法 、 期 間 及 び 利 率 を 定 め て 、 歳 計 現 金 に

繰 り 替 え て 運 用 す る こ と が で き る 。  

 （ 委 任 ）  

第 ７ 条  こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 市 長 が 定 め る 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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横 浜 市 条 例 第 13 号  

   横 浜 市 事 務 分 掌 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 横 浜 市 事 務 分 掌 条 例 （ 昭 和 26 年 10 月 横 浜 市 条 例 第 44 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 １ 条 中  

「  温 暖 化 対 策 統 括 本 部  

 (1)  地 球 温 暖 化 対 策 に 係 る 総 合 的 な 企 画 、 調 整 及 び 推 進 に 関 す  

  る 事 項  

  デ ジ タ ル 統 括 本 部  

 (1)  デ ジ タ ル 化 施 策 に 係 る 総 合 的 な 企 画 、 調 整 及 び 推 進 に 関 す  

  る 事 項  

  政 策 局                         」  

を  

「  脱 炭 素 ・  GREEN × EXPO 推 進 局  

 (1)  脱 炭 素 化 に 係 る 政 策 の 総 合 的 な 企 画 、 調 整 及 び 推 進 に 関 す  

  る 事 項  

 (2)   GREEN ×   EXPO 2027  及 び 旧 上 瀬 谷 通 信 施 設 地 区 に 関 す る 事  

  項  

  政 策 経 営 局                       」  

に 、  

「 (5)  他 の 局 の 主 管 に 属 し な い 事 項 」  

を  

「 (5)  他 の 局 の 主 管 に 属 し な い 事 項  

  デ ジ タ ル 統 括 本 部  

 (1)  デ ジ タ ル 化 施 策 に 係 る 総 合 的 な 企 画 、 調 整 及 び 推 進 に 関 す  

  る 事 項                         」  

に 、  

「  環 境 創 造 局  

 (1)  環 境 の 創 造 及 び 保 全 に 関 す る 総 合 的 な 企 画 、 調 整 及 び 実 施  

  に 関 す る 事 項                      」  

を  

「  み ど り 環 境 局  

 (1)  公 園 、 み ど り 及 び 農 に 関 す る 事 項  

 (2)  環 境 の 保 全 に 関 す る 事 項  

  下 水 道 河 川 局  

 (1)  下 水 道 及 び 河 川 に 関 す る 事 項   」  

に 改 め 、 「 (2)  河 川 に 関 す る 事 項 」 を 削 る 。  

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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 （ 横 浜 国 際 港 都 建 設 審 議 会 条 例 の 一 部 改 正 ）  

２  横 浜 国 際 港 都 建 設 審 議 会 条 例 （ 昭 和 39 年 ６ 月 横 浜 市 条 例 第 83 号

） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ７ 条 中 「 政 策 局 」 を 「 政 策 経 営 局 」 に 改 め る 。  

 （ 横 浜 市 環 境 創 造 審 議 会 条 例 の 一 部 改 正 ）  

３  横 浜 市 環 境 創 造 審 議 会 条 例 （ 平 成 ６ 年 ６ 月 横 浜 市 条 例 第 19 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 11 条 中 「 環 境 創 造 局 」 を 「 み ど り 環 境 局 」 に 改 め る 。   
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横 浜 市 条 例 第 14 号  

   横 浜 市 職 員 定 数 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 （ 横 浜 市 職 員 定 数 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 １ 条  横 浜 市 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 28 年 ４ 月 横 浜 市 条 例 第 13 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ２ 条 第 １ 項 第 １ 号 中 「  16,742 人 」 を 「  16,735 人 」 に 、 「 1,53  

 2 人 」 を 「  1,550 人 」 に 改 め 、 同 項 第 ２ 号 中 「 56 人 」 を 「 55 人 」  

 に 、 「 57 人 」 を 「 56 人 」 に 改 め 、 同 項 第 ３ 号 中 「  19,530 人 」 を 「  

  19,665 人 」 に 改 め 、 同 項 第 ８ 号 中 「  3,665 人 」 を 「  3,671 人 」 に  

 、 「  3,666 人 」 を 「  3,672 人 」 に 改 め る 。  

（ 地 方 公 務 員 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整

備 に 関 す る 条 例 附 則 第 30 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も

の と さ れ た 同 条 例 第 ６ 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 横 浜 市 職 員 定 数 条

例 の 一 部 改 正 ）  

第 ２ 条  地 方 公 務 員 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例

の 整 備 に 関 す る 条 例 （ 令 和 ４ 年 ９ 月 横 浜 市 条 例 第 26 号 ） 附 則 第 30

項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ た 同 条 例 第 ６ 条

の 規 定 に よ る 改 正 前 の 横 浜 市 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。  

  第 ２ 条 第 ２ 項 中 「  45,933 人 」 を 「  46,066 人 」 に 、 「  2,542 人 」  

 を 「  1,936 人 」 に 改 め る 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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横 浜 市 条 例 第 15 号  

   横 浜 市 一 般 職 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を  

   改 正 す る 条 例  

 横 浜 市 一 般 職 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （ 平 成 22 年 ３ 月 横

浜 市 条 例 第 10 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 ３ 条 第 ３ 項 第 ３ 号 中 「 （ 以 下 「 年 少 子 女 」 と い う 。 ） 」 を 削 り

、 「 法 第 15 条 の ２ 第 １ 項 の 規 定 に よ る 額 」 を 「 法 第 15 条 の ２ の 規 定

の 例 に よ り 算 定 し た 額 」 に 改 め 、 同 条 第 ４ 項 を 削 る 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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横 浜 市 条 例 第 16 号  

   横 浜 市 地 域 療 育 セ ン タ ー 条 例 及 び 横 浜 市 総 合 リ ハ ビ リ テ  

   ー シ ョ ン セ ン タ ー 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 （ 横 浜 市 地 域 療 育 セ ン タ ー 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 １ 条  横 浜 市 地 域 療 育 セ ン タ ー 条 例 （ 昭 和 60 年 ６ 月 横 浜 市 条 例 第

19 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 10 条 第 １ 号 を 次 の よ う に 改 め る 。  

  (1)  セ ン タ ー を 利 用 す る 場 合 （ 次 に 掲 げ る サ ー ビ ス を 利 用 す る

場 合 に 限 り 、 法 第 21 条 の ６ の 規 定 に よ り 利 用 す る 場 合 を 除 く

。 ） は 、 次 に 掲 げ る サ ー ビ ス の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 額  

   ア  法 第 ６ 条 の ２ の ２ 第 ２ 項 に 規 定 す る 児 童 発 達 支 援  法 第  

21 条 の ５ の ３ 第 ２ 項 第 １ 号 に 規 定 す る 費 用 の 額 、 同 条 第 １

項 に 規 定 す る 通 所 特 定 費 用 の 実 費 相 当 額 の 範 囲 内 で 指 定 管

理 者 が 市 長 の 承 認 を 得 て 定 め る 額 又 は 法 第 21 条 の ５ の 29 第

２ 項 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た 同 条 第 １ 項 に 規 定 す る 肢 体 不

自 由 児 通 所 医 療 に 係 る 算 定 し た 額  

   イ  法 第 ６ 条 の ２ の ２ 第 ５ 項 に 規 定 す る 保 育 所 等 訪 問 支 援   

    法 第 21 条 の ５ の ３ 第 ２ 項 第 １ 号 に 規 定 す る 費 用 の 額  

   ウ  法 第 ６ 条 の ２ の ２ 第 ６ 項 に 規 定 す る 障 害 児 相 談 支 援  法  

    第 24 条 の 26 第 ２ 項 に 規 定 す る 費 用 の 額  

  別 表 中 「 横 浜 市 磯 子 区 」 の 次 に 「 及 び 金 沢 区 」 を 加 え る 。  

 （ 横 浜 市 総 合 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 ２ 条  横 浜 市 総 合 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー 条 例 （ 昭 和 62 年 ３  

 月 横 浜 市 条 例 第 16 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ９ 条 第 １ 号 を 次 の よ う に 改 め る 。  

  (1)  リ ハ セ ン タ ー を 利 用 す る 場 合 （ 次 に 掲 げ る サ ー ビ ス を 利 用

す る 場 合 に 限 り 、 児 童 福 祉 法 第 21 条 の ６ の 規 定 に よ り 利 用 す

る 場 合 を 除 く 。 ） は 、 次 に 掲 げ る サ ー ビ ス の 区 分 に 応 じ 、 そ

れ ぞ れ 次 に 定 め る 額  

   ア  児 童 福 祉 法 第 ６ 条 の ２ の ２ 第 ２ 項 に 規 定 す る 児 童 発 達 支  

援  同 法 第 21 条 の ５ の ３ 第 ２ 項 第 １ 号 に 規 定 す る 費 用 の 額

、 同 条 第 １ 項 に 規 定 す る 通 所 特 定 費 用 の 実 費 相 当 額 の 範 囲

内 で 指 定 管 理 者 が 市 長 の 承 認 を 得 て 定 め る 額 又 は 同 法 第 21

条 の ５ の 29 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た 同 条 第 １ 項 に 規

定 す る 肢 体 不 自 由 児 通 所 医 療 に 係 る 算 定 し た 額  

   イ  児 童 福 祉 法 第 ６ 条 の ２ の ２ 第 ５ 項 に 規 定 す る 保 育 所 等 訪  

問 支 援  同 法 第 21 条 の ５ の ３ 第 ２ 項 第 １ 号 に 規 定 す る 費 用

の 額  

   ウ  児 童 福 祉 法 第 ６ 条 の ２ の ２ 第 ６ 項 に 規 定 す る 障 害 児 相 談  
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    支 援  同 法 第 24 条 の 26 第 ２ 項 に 規 定 す る 費 用 の 額  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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横 浜 市 条 例 第 17 号  

   横 浜 市 国 民 健 康 保 険 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 条 例 （ 昭 和 35 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 35 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 付 則 第 ２ 項 か ら 第 17 項 ま で を 削 る 。  

 付 則 第 18 項 中 「 付 則 第 ６ 項 及 び 前 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用

さ れ る 」 及 び 「 付 則 第 13 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 」 を

削 り 、 「 、 第 16 条 の ９ 、 付 則 第 ７ 項 並 び に 付 則 第 14 項 」 を 「 及 び 第

16 条 の ９ 」 に 改 め 、 同 項 を 付 則 第 ２ 項 と す る 。  

 付 則 第 19 項 中 「 付 則 第 ９ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 」

及 び 「 付 則 第 16 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 」 を 削 り 、 同

項 を 付 則 第 ３ 項 と す る 。  

 付 則 第 20 項 を 付 則 第 ４ 項 と す る 。  

 付 則 第 21 項 の 見 出 し 中 「 平 成 30 年 度 か ら 平 成 35 年 度 ま で の 各 年 度

に お け る 」 を 削 り 、 同 項 中 「 平 成 30 年 度 か ら 平 成 35 年 度 ま で の 各 年

度 に お け る 」 を 「 当 分 の 間 、 」 に 、 「 付 則 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 読 み

替 え て 適 用 さ れ る 第 13 条 及 び 付 則 第 10 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適

用 さ れ る 」 を 「 第 13 条 及 び 」 に 、 「 付 則 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替

え て 適 用 さ れ る 第 13 条 各 号 列 記 以 外 の 部 分 中 「 付 則 第 ３ 項 」 及 び 「  

同 項 」 と あ る の は 「 付 則 第 21 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 、 付 則

第 ３ 項 」 と 、 同 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 １ 号 イ  

」 を 「 第 13 条 第 １ 号 イ 」 に 、 「 附 則 第 22 条 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら

れ た 法 第 69 条 」 を 「 附 則 第 ７ 条 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 法 第 69

条 」 に 改 め 、 「 同 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 号 エ 中 「  

後 期 高 齢 者 支 援 金 等 及 び 」 と あ る の は 「 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 及 び 病

床 転 換 支 援 金 等 並 び に 」 と 、 同 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ

る 」 を 削 り 、 「 同 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 号 イ 中 「  

第 70 条 第 1 項 」 と あ る の は 「 附 則 第 22 条 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ

た 法 第 70 条 第 1 項 」 と 、 付 則 第 10 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ

れ る 第 16 条 の ２ 各 号 列 記 以 外 の 部 分 中 「 付 則 第 10 項 」 と あ る の は 「  

付 則 第 21 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 、 付 則 第 10 項 」 と 、 同 項 の

規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 １ 号 」 を 「 第 16 条 の ２ 第 １

号 」 に 改 め 、 同 項 を 付 則 第 ５ 項 と す る 。  

 付 則 第 22 項 を 付 則 第 ６ 項 と す る 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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横 浜 市 条 例 第 18 号  

   横 浜 市 介 護 保 険 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 横 浜 市 介 護 保 険 条 例 （ 平 成 12 年 ３ 月 横 浜 市 条 例 第 27 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 ３ 条 の ２ の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

 （ 保 健 福 祉 事 業 ）  

第 ３ 条 の ３  横 浜 市 は 、 保 健 福 祉 事 業 と し て 、 要 介 護 被 保 険 者 を 現  

 に 介 護 す る 者 の 支 援 の た め に 必 要 な 事 業 そ の 他 の 必 要 な 事 業 を 行  

 う 。  

２  前 項 の 事 業 に 関 し て 必 要 な 事 項 は 、 市 長 が 定 め る 。  

 第 ４ 条 中 「 令 和 ３ 年 度 か ら 令 和 ５ 年 度 ま で 」 を 「 令 和 ６ 年 度 か ら

令 和 ８ 年 度 ま で 」 に 改 め 、 同 条 第 １ 号 中 「  19,500 円 」 を 「  15,880 円  

」 に 改 め 、 同 条 第 ２ 号 中 「  27,300 円 」 を 「  27,000 円 」 に 改 め 、 同 条

第 ３ 号 中 「  46,800 円 」 を 「  46,470 円 」 に 改 め 、 同 条 第 ４ 号 中 「 70,2  

00 円 」 を 「  71,490 円 」 に 改 め 、 同 条 第 ５ 号 中 「  78,000 円 」 を 「 79,4  

40 円 」 に 改 め 、 同 条 第 ６ 号 中 「  83,460 円 」 を 「  85,000 円 」 に 改 め 、

同 号 ア 中 「 第 38 条 第 １ 項 第 １ 号 ハ 」 を 「 第 38 条 第 １ 項 第 ６ 号 イ 」 に

改 め 、 同 号 イ 中 「 又 は 第 14 号 イ 」 を 「 、 第 14 号 イ 、 第 15 号 イ 、 第 16

号 イ 又 は 第 17 号 イ 」 に 改 め 、 同 条 第 ７ 号 中 「  85,800 円 」 を 「  87,380  

円 」 に 改 め 、 同 号 イ 中 「 又 は 第 14 号 イ 」 を 「 、 第 14 号 イ 、 第 15 号 イ  

、 第 16 号 イ 又 は 第 17 号 イ 」 に 改 め 、 同 条 第 ８ 号 中 「  99,060 円 」 を 「  

  100,880  円 」 に 改 め 、 同 号 ア 中 「   2,500,000  円 」 を 「   2,100,000  円  

」 に 改 め 、 同 号 イ 中 「 又 は 第 14 号 イ 」 を 「 、 第 14 号 イ 、 第 15 号 イ 、

第 16 号 イ 又 は 第 17 号 イ 」 に 改 め 、 同 条 第 15 号 中 「   234,000  円 」 を 「  

  278,040  円 」 に 改 め 、 同 号 を 同 条 第 18 号 と し 、 同 条 第 14 号 中 「 218,  

400 円 」 を 「   258,180  円 」 に 改 め 、 同 号 ア 中 「   15,000,000  円 以 上 20  

,000,000  円 未 満 」 を 「   20,000,000  円 以 上   30,000,000  円 未 満 」 に 改 め  

、 同 号 を 同 条 第 17 号 と し 、 同 条 第 13 号 中 「   202,800  円 」 を 「  238,32  

0 円 」 に 改 め 、 同 号 ア 中 「   15,000,000  円 」 を 「   20,000,000  円 」 に 改  

め 、 同 号 を 同 条 第 16 号 と し 、 同 条 第 12 号 中 「   177,840  円 」 を 「 198,  

600 円 」 に 改 め 、 同 号 ア 中 「   7,000,000  円 」 を 「   7,200,000  円 」 に  

改 め 、 同 号 イ 中 「 第 14 号 イ 」 を 「 第 17 号 イ 」 に 改 め 、 同 号 を 同 条 第

15 号 と し 、 同 条 第 11 号 中 「   152,880  円 」 を 「   154,900  円 」 に 改 め 、  

同 号 ア 中 「   5,000,000  円 以 上   7,000,000  円 未 満 」 を 「   4,200,000  円  

以 上   5,200,000  円 未 満 」 に 改 め 、 同 号 イ 中 「 第 13 号 イ 又 は 第 14 号 イ  

」 を 「 第 14 号 イ 、 第 15 号 イ 、 第 16 号 イ 又 は 第 17 号 イ 」 に 改 め 、 同 号

を 同 条 第 12 号 と し 、 同 号 の 次 に 次 の ２ 号 を 加 え る 。  

 (13)  次 の い ず れ か に 該 当 す る 者    170,790  円  

  ア  当 該 保 険 料 の 賦 課 期 日 の 属 す る 年 の 前 年 の 合 計 所 得 金 額 が  

     5,200,000  円 以 上   6,200,000  円 未 満 で あ り 、 か つ 、 前 各 号 の  
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   い ず れ に も 該 当 し な い も の  

  イ  要 保 護 者 で あ っ て 、 そ の 者 が 課 さ れ る 保 険 料 額 に つ い て こ  

   の 号 の 区 分 に よ る 額 を 適 用 さ れ た な ら ば 保 護 を 必 要 と し な い  

   状 態 と な る も の （ 令 第 39 条 第 １ 項 第 １ 号 イ （ (1) に 係 る 部 分 を  

   除 く 。 ） 、 次 号 イ 、 第 15 号 イ 、 第 16 号 イ 又 は 第 17 号 イ に 該 当  

   す る 者 を 除 く 。 ）  

 (14)  次 の い ず れ か に 該 当 す る 者    186,680  円  

  ア  当 該 保 険 料 の 賦 課 期 日 の 属 す る 年 の 前 年 の 合 計 所 得 金 額 が  

     6,200,000  円 以 上   7,200,000  円 未 満 で あ り 、 か つ 、 前 各 号 の  

   い ず れ に も 該 当 し な い も の  

  イ  要 保 護 者 で あ っ て 、 そ の 者 が 課 さ れ る 保 険 料 額 に つ い て こ  

   の 号 の 区 分 に よ る 額 を 適 用 さ れ た な ら ば 保 護 を 必 要 と し な い  

   状 態 と な る も の （ 令 第 39 条 第 １ 項 第 １ 号 イ （ (1) に 係 る 部 分 を  

   除 く 。 ） 、 次 号 イ 、 第 16 号 イ 又 は 第 17 号 イ に 該 当 す る 者 を 除  

   く 。 ）  

 第 ４ 条 第 10 号 中 「   131,820  円 」 を 「   139,020  円 」 に 改 め 、 同 号 ア  

中 「   3,500,000  円 以 上   5,000,000  円 未 満 」 を 「   3,200,000  円 以 上 4,  

 200,000  円 未 満 」 に 改 め 、 同 号 イ 中 「 、 第 12 号 イ 」 を 削 り 、 「 又 は

第 14 号 イ 」 を 「 、 第 14 号 イ 、 第 15 号 イ 、 第 16 号 イ 又 は 第 17 号 イ 」 に  

改 め 、 同 号 を 同 条 第 11 号 と し 、 同 条 第 ９ 号 中 「   120,900  円 」 を 「 12  

3,130  円 」 に 改 め 、 同 号 ア 中 「   3,500,000  円 」 を 「   3,200,000  円 」  

に 改 め 、 同 号 イ 中 「 、 第 11 号 イ 」 を 削 り 、 「 又 は 第 14 号 イ 」 を 「 、

第 14 号 イ 、 第 15 号 イ 、 第 16 号 イ 又 は 第 17 号 イ 」 に 改 め 、 同 号 を 同 条

第 10 号 と し 、 同 条 第 ８ 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

 (9)  次 の い ず れ か に 該 当 す る 者    103,270  円  

  ア  当 該 保 険 料 の 賦 課 期 日 の 属 す る 年 の 前 年 の 合 計 所 得 金 額 が  

     2,100,000  円 以 上   2,500,000  円 未 満 で あ り 、 か つ 、 前 各 号 の  

   い ず れ に も 該 当 し な い も の  

  イ  要 保 護 者 で あ っ て 、 そ の 者 が 課 さ れ る 保 険 料 額 に つ い て こ  

   の 号 の 区 分 に よ る 額 を 適 用 さ れ た な ら ば 保 護 を 必 要 と し な い  

   状 態 と な る も の （ 令 第 39 条 第 １ 項 第 １ 号 イ （ (1) に 係 る 部 分 を  

   除 く 。 ） 、 次 号 イ 、 第 11 号 イ 、 第 12 号 イ 、 第 13 号 イ 、 第 14 号  

   イ 、 第 15 号 イ 、 第 16 号 イ 又 は 第 17 号 イ に 該 当 す る 者 を 除 く 。  

   ）  

 第 ６ 条 第 １ 項 の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。  

     ６月期の納付額     
    ７月期から３月     

    期までの納付額     

第４条第１号に該当する者    1,660円   1,580円  

第４条第２号に該当する者     2,700円   2,700円  
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第４条第３号に該当する者     4,710円   4,640円  

第４条第４号に該当する者     7,230円   7,140円  

第４条第５号に該当する者     7,980円   7,940円  

第４条第６号に該当する者     8,500円   8,500円  

第４条第７号に該当する者     8,810円   8,730円  

第４条第８号に該当する者    10,160円  10,080円  

第４条第９号に該当する者    10,390円  10,320円  

第４条第10号に該当する者    12,340円  12,310円  

第４条第11号に該当する者    13,920円  13,900円  

第４条第12号に該当する者    15,490円  15,490円  

第４条第13号に該当する者    17,160円  17,070円  

第４条第14号に該当する者    18,740円  18,660円  

第４条第15号に該当する者    19,860円  19,860円  

第４条第16号に該当する者    23,850円  23,830円  

第４条第17号に該当する者    25,890円  25,810円  

第４条第18号に該当する者    27,840円  27,800円  

 別 表 健 康 保 険 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 18 年 法 律 第 83 号 ）

附 則 第  130 条 の ２ 第 １ 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も の と

さ れ た 同 法 第 26 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 法 第  107 条 の ２ 第 ４ 項 に お

い て 準 用 す る 法 第  107 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ く 指 定 介 護 療 養 型 医 療

施 設 の 指 定 の 更 新 の 申 請 の 項 を 削 る 。  

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  令 和 ３ 年 度 か ら 令 和 ５ 年 度 ま で の 各 年 度 に お け る 保 険 料 率 及 び

各 納 期 ご と の 保 険 料 の 納 付 額 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  
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横 浜 市 条 例 第 19 号  

   横 浜 市 火 災 予 防 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 横 浜 市 火 災 予 防 条 例 （ 昭 和 48 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 70 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 47 条 第 １ 項 第 １ 号 中 「 主 要 構 造 部 」 を 「 特 定 主 要 構 造 部 」 に 改

め 、 同 項 第 ２ 号 中 「 主 要 構 造 部 」 を 「 特 定 主 要 構 造 部 」 に 改 め 、 「

、 若 し く は 」 の 次 に 「 主 要 構 造 部 が 」 を 加 え る 。  

 第 51 条 第 １ 項 第 １ 号 中 「 主 要 構 造 部 」 を 「 特 定 主 要 構 造 部 」 に 、

「 ま た は 」 を 「 又 は 」 に 、 「 も し く は 」 を 「 若 し く は 」 に 改 め 、 同

項 第 ２ 号 及 び 第 ３ 号 中 「 主 要 構 造 部 」 を 「 特 定 主 要 構 造 部 」 に 改 め

る 。  

 別 表 第 ８ 中  

「  

   5,000 円  

   3,500 円  

   4,000 円  

        」  

を  

「  

   5,800 円  

   3,800 円  

   4,400 円  

        」  

に 、  

「  

   3,500 円  

   3,000 円  

   6,000 円  

   3,500 円  

        」  

を  

「  

   4,300 円  
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   3,800 円  

   6,800 円  

   4,000 円  

        」  

に 改 め る 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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横 浜 市 条 例 第 20 号  

   横 浜 市 病 院 事 業 の 経 営 す る 病 院 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条  

   例  

 横 浜 市 病 院 事 業 の 経 営 す る 病 院 条 例 （ 平 成 12 年 ３ 月 横 浜 市 条 例 第  

29 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 ２ 条 第 １ 項 中 「 横 浜 市 立 市 民 病 院 に あ っ て は 第 ２ 号 、 」 及 び 「  

第 ２ 号 の ２ 」 を 削 り 、 同 項 第 ２ 号 中 「 と き 」 の 次 に 「 （ 次 号 に 規 定

す る 場 合 を 除 く 。 ） 」 を 加 え る 。  

 第 11 条 第 ２ 項 中 「 第 ２ 号 及 び 」 を 削 り 、 「 同 条 第 １ 項 第 ２ 号 の ２  

」 を 「 同 条 第 １ 項 第 ２ 号 中 「 企 業 管 理 規 程 （ 以 下 「 規 程 」 と い う 。  

） で 」 と あ り 、 並 び に 同 項 第 ２ 号 の ２ 」 に 改 め る 。  

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 横 浜 市 病 院 事 業 の 経 営 す る 病 院 条 例 の

規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 の 利 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て 適

用 し 、 同 日 前 の 利 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ

る 。  
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横 浜 市 条 例 第 21 号  

   横 浜 市 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関 す る 条 例  

   等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 （ 横 浜 市 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部  

 改 正 ）  

第 １ 条  横 浜 市 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関 す る 条 例 （

平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 60 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  目 次 中 「 福 祉 型 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 」 を 「 児 童 発 達 支 援 セ ン

タ ー 」 に 、 「 第 11 章  医 療 型 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー （ 第 90 条 ― 第

94 条 ） 」 を 「 第 11 章  削 除 」 に 改 め る 。  

  第 ３ 条 中 「 指 導 」 の 次 に 「 又 は 支 援 」 を 加 え る 。  

  第 41 条 中 「 婦 人 相 談 所 」 を 「 女 性 相 談 支 援 セ ン タ ー 」 に 改 め る  

 。  

  第 64 条 第 ３ 号 ア 及 び 第 ４ 号 中 「 訓 練 室 」 を 「 支 援 室 」 に 改 め 、

同 条 第 ５ 号 ア を 次 の よ う に 改 め る 。  

   ア  支 援 室 及 び 屋 外 遊 戯 場  

  第 65 条 第 13 項 中 「 心 理 指 導 を 」 を 「 心 理 支 援 を 」 に 、 「 心 理 指

導 担 当 職 員 」 を 「 心 理 担 当 職 員 」 に 改 め る 。  

  第 75 条 第 １ 号 中 「 訓 練 室 」 を 「 支 援 室 」 に 改 め 、 同 条 第 ３ 号 中

「 屋 外 訓 練 場 」 を 「 屋 外 遊 戯 場 」 に 、 「 指 導 す る 」 を 「 支 援 す る

」 に 改 め る 。  

  第 76 条 第 ６ 項 中 「 心 理 指 導 担 当 職 員 」 を 「 心 理 担 当 職 員 」 に 改

め る 。  

  第 10 章 の 章 名 を 次 の よ う に 改 め る 。  

    第 10 章  児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー  

  第 83 条 を 次 の よ う に 改 め る 。  

  （ 設 備 の 基 準 ）  

 第 83 条  児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー の 設 備 の 基 準 は 、 発 達 支 援 室 、 遊

戯 室 、 屋 外 遊 戯 場 （ 当 該 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー の 付 近 に あ る 屋

外 遊 戯 場 に 代 わ る べ き 場 所 を 含 む 。 ） 、 医 務 室 、 相 談 室 、 調 理

室 、 便 所 、 静 養 室 並 び に 児 童 発 達 支 援 の 提 供 に 必 要 な 設 備 及 び

備 品 等 を 設 け る こ と と す る 。  

 ２  児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー に お い て 肢 体 不 自 由 の あ る 児 童 に 対 し

て 治 療 を 行 う 場 合 に は 、 前 項 に 規 定 す る 設 備 （ 医 務 室 を 除 く 。  

） に 加 え て 、 医 療 法 に 規 定 す る 診 療 所 と し て 必 要 な 設 備 を 設 け

る こ と と す る 。  

 ３  第 １ 項 の 発 達 支 援 室 及 び 遊 戯 室 は 、 次 に 掲 げ る 基 準 に 適 合 す

る も の で な け れ ば な ら な い 。  

  (1)  発 達 支 援 室 の １ 室 の 定 員 は お お む ね 10 人 と し 、 そ の 面 積 は

児 童 １ 人 に つ き 2.47 平 方 メ ー ト ル 以 上 と す る こ と 。  
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  (2)  遊 戯 室 の 面 積 は 、 児 童 １ 人 に つ き 1.65 平 方 メ ー ト ル 以 上 と

す る こ と 。  

  第 84 条 第 １ 項 中 「 福 祉 型 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー （ 主 と し て 難 聴

児 を 通 わ せ る も の 及 び 主 と し て 重 症 心 身 障 害 児 を 通 わ せ る も の を

除 く 。 ） 」 を 「 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 」 に 改 め 、 同 項 第 ３ 号 か ら

第 ５ 号 ま で の 規 定 中 「 福 祉 型 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 」 を 「 児 童 発

達 支 援 セ ン タ ー 」 に 改 め 、 同 条 第 ４ 項 か ら 第 ９ 項 ま で を 削 り 、 同

条 第 ３ 項 中 「 主 と し て 知 的 障 害 の あ る 児 童 を 通 わ せ る 福 祉 型 児 童

発 達 支 援 セ ン タ ー 」 を 「 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 」 に 改 め 、 同 項 を

同 条 第 ４ 項 と し 、 同 条 第 ２ 項 中 「 前 項 の 福 祉 型 児 童 発 達 支 援 セ ン

タ ー 」 を 「 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ３ 項 と

し 、 同 条 第 １ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ２  児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー に お い て 肢 体 不 自 由 の あ る 児 童 に 対 し

て 治 療 を 行 う 場 合 に は 、 前 項 に 規 定 す る 職 員 （ 嘱 託 医 を 除 く 。

） に 加 え て 、 医 療 法 に 規 定 す る 診 療 所 と し て 必 要 な 人 員 を 置 か

な け れ ば な ら な い 。  

  第 84 条 第 10 項 中 「 。 以 下 同 じ 」 を 削 り 、 「 福 祉 型 児 童 発 達 支 援

セ ン タ ー 」 を 「 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ５

項 と す る 。  

  第 85 条 （ 見 出 し を 含 む 。 ） 中 「 福 祉 型 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 」

を 「 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 」 に 改 め る 。  

  第 86 条 中 「 福 祉 型 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 」 を 「 児 童 発 達 支 援 セ

ン タ ー 」 に 改 め 、 「 。 第 93 条 に お い て 同 じ 」 を 削 る 。  

  第 87 条 中 「 福 祉 型 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 」 を 「 児 童 発 達 支 援 セ

ン タ ー 」 に 改 め る 。  

  第 88 条 を 次 の よ う に 改 め る 。  

  （ 心 理 学 的 及 び 精 神 医 学 的 診 査 ）  

 第 88 条  児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー に お い て 障 害 児 に 対 し て 行 う 心 理

学 的 及 び 精 神 医 学 的 診 査 は 、 児 童 の 福 祉 に 有 害 な 実 験 で あ っ て

は な ら な い 。  

  第 89 条 を 次 の よ う に 改 め る 。  

 第 89 条  削 除  

  第 11 章 を 次 の よ う に 改 め る 。  

    第 11 章  削 除  

 第 90 条 か ら 第 94 条 ま で  削 除  

  第  113 条 第 ２ 項 中 「 婦 人 相 談 員 」 を 「 女 性 相 談 支 援 員 」 に 改 め  

 る 。  

 （ 横 浜 市 指 定 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基 準 に 関  

 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 ２ 条  横 浜 市 指 定 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基 準
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に 関 す る 条 例 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 61 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。  

  目 次 中  

 「 第 ４ 章  医 療 型 児 童 発 達 支 援  

   第 １ 節  基 本 方 針 （ 第 62 条 ）  

   第 ２ 節  人 員 に 関 す る 基 準 （ 第 63 条 ・ 第 64 条 ）  

   第 ３ 節  設 備 に 関 す る 基 準 （ 第 65 条 ）  

   第 ４ 節  運 営 に 関 す る 基 準 （ 第 66 条 ― 第 71 条 ） 」  

 を  

 「 第 ４ 章  削 除                 」  

 に 改 め る 。  

  第 ２ 条 第 ３ 号 中 「 指 定 障 害 児 通 所 支 援 事 業 者 等 」 を 「 指 定 障 害

児 通 所 支 援 事 業 者 」 に 改 め 、 同 条 第 ５ 号 中 「 、 第 62 条 の 指 定 医 療

型 児 童 発 達 支 援 の 事 業 」 を 削 る 。  

  第 ３ 条 （ 見 出 し を 含 む 。 ） 中 「 指 定 障 害 児 通 所 支 援 事 業 者 等 」

を 「 指 定 障 害 児 通 所 支 援 事 業 者 」 に 改 め る 。  

  第 ４ 条 第 １ 項 た だ し 書 中 「 医 療 型 児 童 発 達 支 援 」 を 「 児 童 発 達

支 援 」 に 改 め る 。  

  第 ５ 条 中 「 指 導 及 び 訓 練 」 を 「 支 援 を し 、 又 は こ れ に 併 せ て 治

療 （ 肢 体 不 自 由 の あ る 児 童 に 対 し て 行 わ れ る も の に 限 る 。 以 下 同

じ 。 ） 」 に 改 め る 。  

  第 ７ 条 第 ４ 項 を 削 り 、 同 条 第 ３ 項 中 「 前 項 」 を 「 第 ２ 項 」 に 改

め 、 同 項 を 同 条 第 ４ 項 と し 、 同 条 第 ２ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る

。  

 ３  前 ２ 項 に 掲 げ る 従 業 者 の ほ か 、 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 に お

い て 治 療 を 行 う 場 合 に は 、 医 療 法 （ 昭 和 23 年 法 律 第  205 号 ） に

規 定 す る 診 療 所 と し て 必 要 と さ れ る 数 の 従 業 者 を 置 か な け れ ば

な ら な い 。  

  第 ７ 条 第 ５ 項 を 削 り 、 同 条 第 ６ 項 中 「 、 第 ４ 項 第 １ 号 及 び 第 ８

項 」 を 「 及 び 第 ７ 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ５ 項 と し 、 同 条 第 ７

項 中 「 第 ３ 項 」 を 「 第 ４ 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ６ 項 と し 、 同

条 第 ８ 項 中 「 、 第 ４ 項 及 び 第 ５ 項 」 を 「 及 び 第 ４ 項 」 に 改 め 、 同

項 を 同 条 第 ７ 項 と し 、 同 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ８  第 ３ 項 に 規 定 す る 従 業 者 は 、 専 ら 当 該 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業

所 の 職 務 に 従 事 す る 者 で な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 障 害 児 の

支 援 に 支 障 が な い 場 合 は 、 障 害 児 の 保 護 に 直 接 従 事 す る 従 業 者

を 除 き 、 併 せ て 設 置 す る 他 の 社 会 福 祉 施 設 の 職 務 に 従 事 さ せ る

こ と が で き る 。  

  第 ７ 条 第 ９ 項 中 「 前 項 本 文 」 を 「 第 ７ 項 本 文 及 び 前 項 本 文 」 に

改 め る 。  
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  第 ８ 条 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 他 の 」 を 「 当 該 指 定 児 童

発 達 支 援 事 業 所 以 外 の 」 に 改 め る 。  

  第 10 条 第 １ 項 中 「 指 導 訓 練 室 」 を 「 発 達 支 援 室 」 に 改 め 、 同 条

第 ２ 項 中 「 指 導 訓 練 室 は 、 訓 練 」 を 「 発 達 支 援 室 は 、 支 援 」 に 改

め る 。  

  第 11 条 第 １ 項 中 「 指 導 訓 練 室 」 を 「 発 達 支 援 室 」 に 改 め 、 「 。

以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 」 を 削 り 、 「 便 所 」 の 次 に 「 、 静 養 室 」

を 加 え 、 同 項 た だ し 書 及 び 同 条 第 ３ 項 を 削 り 、 同 条 第 ２ 項 中 「 前

項 」 を 「 第 １ 項 」 に 改 め 、 同 項 た だ し 書 を 削 り 、 同 項 第 １ 号 中 「

指 導 訓 練 室 」 を 「 発 達 支 援 室 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ３ 項 と し 、

同 条 第 １ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ２  指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 に お い て 治 療 を 行 う 場 合 に は 、 前 項

に 規 定 す る 設 備 （ 医 務 室 を 除 く 。 ） に 加 え て 、 医 療 法 に 規 定 す

る 診 療 所 と し て 必 要 な 設 備 を 設 け な け れ ば な ら な い 。  

  第 11 条 第 ４ 項 中 「 前 項 」 を 「 第 ２ 項 」 に 改 め 、 同 項 た だ し 書 中

「 場 合 は 」 の 次 に 「 、 同 項 に 掲 げ る 設 備 を 除 き 」 を 加 え る 。  

  第 12 条 た だ し 書 中 「 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 」 の 次 に 「 （ 児 童

発 達 支 援 セ ン タ ー で あ る も の を 除 く 。 ） 」 を 加 え る 。  

  第 24 条 第 ２ 項 中 「 当 該 指 定 児 童 発 達 支 援 に 係 る 指 定 通 所 支 援 費

用 基 準 額 」 を 「 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号

に 定 め る 額 」 に 改 め 、 同 項 に 次 の 各 号 を 加 え る 。  

  (1)  次 号 に 掲 げ る 場 合 以 外 の 場 合  当 該 指 定 児 童 発 達 支 援 に 係

る 指 定 通 所 支 援 費 用 基 準 額  

  (2)  治 療 を 行 う 場 合  前 号 に 掲 げ る 額 の ほ か 、 当 該 指 定 児 童 発

達 支 援 の う ち 肢 体 不 自 由 児 通 所 医 療 （ 食 事 療 養 （ 健 康 保 険 法

（ 大 正 11 年 法 律 第 70 号 ） 第 63 条 第 ２ 項 第 １ 号 の 食 事 療 養 を い

う 。 ） を 除 く 。 ） に 係 る も の に つ き 健 康 保 険 の 療 養 に 要 す る

費 用 の 額 の 算 定 方 法 の 例 に よ り 算 定 し た 費 用 の 額  

  第 25 条 中 「 指 定 障 害 児 通 所 支 援 事 業 者 等 」 を 「 指 定 障 害 児 通 所

支 援 事 業 者 」 に 改 め る 。  

  第 26 条 第 １ 項 中 「 の 支 給 」 を 「 又 は 肢 体 不 自 由 児 通 所 医 療 費 の

支 給 」 に 、 「 の 額 」 を 「 及 び 肢 体 不 自 由 児 通 所 医 療 費 の 額 」 に 改

め る 。  

  第 27 条 第 １ 項 中 「 次 条 第 １ 項 」 を 「 第 28 条 第 １ 項 」 に 改 め 、 同

条 第 ５ 項 中 「 前 項 の 評 価 及 び 改 善 の 内 容 を 」 を 「 自 己 評 価 及 び 保

護 者 評 価 並 び に 前 項 の 改 善 の 内 容 を 保 護 者 に 示 す と と も に 、 」 に

改 め 、 同 項 を 同 条 第 ７ 項 と し 、 同 条 第 ４ 項 中 「 自 ら 評 価 」 を 「 指

定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 の 従 業 者 に よ る 評 価 を 受 け た 上 で 、 自 ら 評

価 （ 次 項 に お い て 「 自 己 評 価 」 と い う 。 ） 」 に 、 「 保 護 者 に よ る

評 価 」 を 「 通 所 給 付 決 定 保 護 者 （ 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 「
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保 護 者 」 と い う 。 ） に よ る 評 価 （ 次 項 に お い て 「 保 護 者 評 価 」 と

い う 。 ） 」 に 改 め 、 同 項 第 １ 号 及 び 第 ５ 号 中 「 そ の 保 護 者 」 を 「

保 護 者 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ６ 項 と し 、 同 条 中 第 ３ 項 を 第 ５ 項

と し 、 同 項 の 前 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ４  指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 は 、 障 害 児 の 適 性 、 障 害 の 特 性 そ の

他 の 事 情 を 踏 ま え た 指 定 児 童 発 達 支 援 （ 治 療 に 係 る 部 分 を 除 く

。 以 下 こ の 条 及 び 次 条 に お い て 同 じ 。 ） の 確 保 並 び に 次 項 の 指

定 児 童 発 達 支 援 の 質 の 評 価 及 び そ の 改 善 の 適 切 な 実 施 の 観 点 か

ら 、 指 定 児 童 発 達 支 援 の 提 供 に 当 た っ て は 、 心 身 の 健 康 等 に 関

す る 領 域 を 含 む 総 合 的 な 支 援 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

  第 27 条 中 第 ２ 項 を 第 ３ 項 と し 、 第 １ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る  

 。  

 ２  指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 は 、 障 害 児 が 自 立 し た 日 常 生 活 又 は

社 会 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 、 障 害 児 及 び 通 所 給 付 決 定 保

護 者 の 意 思 を で き る 限 り 尊 重 す る た め の 配 慮 を し な け れ ば な ら

な い 。  

  第 27 条 の 次 に 次 の ２ 条 を 加 え る 。  

 第 27 条 の ２   指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 は 、 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業

所 ご と に 指 定 児 童 発 達 支 援 プ ロ グ ラ ム （ 前 条 第 ４ 項 の 領 域 と の

関 連 性 を 明 確 に し た 指 定 児 童 発 達 支 援 の 実 施 に 関 す る 計 画 を い

う 。 ） を 策 定 し 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 そ の 他 の 方 法 に よ り 公

表 し な け れ ば な ら な い 。  

  （ 障 害 児 の 地 域 社 会 へ の 参 加 及 び 包 摂 の 推 進 ）  

 第 27 条 の ３  指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 は 、 障 害 児 が 指 定 児 童 発 達

支 援 を 利 用 す る こ と に よ り 、 地 域 の 保 育 、 教 育 等 の 支 援 を 受 け

る こ と が で き る よ う に す る こ と で 、 障 害 の 有 無 に か か わ ら ず 、

全 て の 児 童 が 共 に 成 長 で き る よ う 、 障 害 児 の 地 域 社 会 へ の 参 加

及 び 包 摂 （ 次 条 第 ４ 項 に お い て 「 イ ン ク ル ー ジ ョ ン 」 と い う 。

） の 推 進 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  第 28 条 第 ２ 項 中 「 行 い 、 」 を 「 行 う と と も に 、 障 害 児 の 年 齢 及

び 発 達 の 程 度 に 応 じ て 、 そ の 意 見 が 尊 重 さ れ 、 そ の 最 善 の 利 益 が

優 先 し て 考 慮 さ れ 、 心 身 と も に 健 や か に 育 成 さ れ る よ う 」 に 改 め

、 同 条 第 ４ 項 中 「 課 題 、 」 の 次 に 「 第 27 条 第 ４ 項 の 領 域 と の 関 連

性 及 び イ ン ク ル ー ジ ョ ン の 観 点 を 踏 ま え た 」 を 加 え 、 同 条 第 ５ 項

中 「 当 た っ て は 」 の 次 に 「 、 障 害 児 の 意 見 が 尊 重 さ れ 、 そ の 最 善

の 利 益 が 優 先 し て 考 慮 さ れ る 体 制 を 確 保 し た 上 で 」 を 加 え 、 同 条

第 ７ 項 中 「 通 所 給 付 決 定 保 護 者 」 の 次 に 「 及 び 当 該 通 所 給 付 決 定

保 護 者 に 対 し て 指 定 障 害 児 相 談 支 援 を 提 供 す る 者 」 を 加 え る 。  

  第 29 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ２  児 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 は 、 業 務 を 行 う に 当 た っ て は 、 障 害
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児 が 自 立 し た 日 常 生 活 又 は 社 会 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 、

障 害 児 及 び 通 所 給 付 決 定 保 護 者 の 意 思 を で き る 限 り 尊 重 す る よ

う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  第 31 条 の 見 出 し を 「 （ 支 援 ） 」 に 改 め 、 同 条 中 「 指 導 、 訓 練 等

」 を 「 支 援 」 に 改 め る 。  

  第 36 条 中 「 又 は 特 例 障 害 児 通 所 給 付 費 」 を 「 若 し く は 特 例 障 害

児 通 所 給 付 費 又 は 肢 体 不 自 由 児 通 所 医 療 費 」 に 改 め る 。  

  第 40 条 中 「 指 導 訓 練 室 」 を 「 発 達 支 援 室 」 に 改 め る 。  

  第 41 条 の ２ 第 ３ 項 中 「 保 護 者 」 を 「 通 所 給 付 決 定 保 護 者 」 に 改

め る 。  

  第 43 条 中 「 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 」 の 次 に 「 （ 治 療 を 行 う 者

を 除 く 。 ） 」 を 加 え る 。  

  第 50 条 第 １ 項 中 「 第 ５ 条 第 18 項 」 を 「 第 ５ 条 第 19 項 」 に 改 め る  

 。  

  第 55 条 の ６ 中 「 指 導 訓 練 室 」 を 「 発 達 支 援 室 」 に 改 め る 。  

  第 57 条 第 １ 項 中 「 指 導 訓 練 」 を 「 発 達 支 援 」 に 改 め 、 同 条 第 ２

項 中 「 指 導 訓 練 」 を 「 発 達 支 援 」 に 、 「 、 訓 練 」 を 「 、 支 援 」 に

改 め る 。  

  第 59 条 中 「 指 導 訓 練 室 」 を 「 発 達 支 援 室 」 に 改 め る 。  

  第 ４ 章 を 次 の よ う に 改 め る 。  

    第 ４ 章  削 除  

 第 62 条 か ら 第 71 条 ま で  削 除  

  第 72 条 中 「 必 要 な 訓 練 」 を 「 必 要 な 支 援 」 に 、 「 指 導 及 び 訓 練

」 を 「 支 援 」 に 改 め る 。  

  第 75 条 第 １ 項 中 「 指 導 訓 練 室 」 を 「 発 達 支 援 室 」 に 改 め 、 同 条

第 ２ 項 中 「 指 導 訓 練 室 は 、 訓 練 」 を 「 発 達 支 援 室 は 、 支 援 」 に 改

め る 。  

  第 78 条 及 び 第 78 条 の ３ 中 「 指 導 訓 練 室 」 を 「 発 達 支 援 室 」 に 改

め る 。  

  第 80 条 第 １ 項 中 「 指 導 訓 練 」 を 「 発 達 支 援 」 に 改 め 、 同 条 第 ２

項 中 「 指 導 訓 練 」 を 「 発 達 支 援 」 に 、 「 、 訓 練 」 を 「 、 支 援 」 に

改 め る 。  

  第 81 条 中 「 指 導 訓 練 室 」 を 「 発 達 支 援 室 」 に 改 め る 。  

  第 81 条 の ３ 第 ２ 項 中 「 心 理 指 導 担 当 職 員 」 を 「 心 理 担 当 職 員 」

に 、 「 の 指 導 、 知 識 技 能 の 付 与 」 を 「 及 び 知 識 技 能 の 習 得 」 に 、

「 必 要 な 訓 練 」 を 「 必 要 な 支 援 」 に 、 「 「 訓 練 等 」 を 「 こ の 項 に

お い て 「 支 援 」 に 、 「 及 び 当 該 障 害 児 の 訓 練 等 」 を 「 並 び に 当 該

障 害 児 の 支 援 」 に 、 「 訓 練 等 に 」 を 「 支 援 に 」 に 改 め る 。  

  第 81 条 の ９ 中 「 第 ４ 項 及 び 第 ５ 項 を 除 く 。 ） 」 を 「 第 ６ 項 及 び

第 ７ 項 を 除 く 。 ） 、 第 27 条 の ２ 」 に 、 「 、 第 50 条 、 第 51 条 」 を 「
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か ら 第 51 条 ま で 」 に 、 「 、 第 53 条 」 を 「 及 び 第 53 条 」 に 改 め 、 「

及 び 第 70 条 の ２ 」 を 削 り 、 「 読 み 替 え る 」 を 「 、 第 28 条 第 ４ 項 中

「 第 27 条 第 ４ 項 の 領 域 と の 関 連 性 及 び イ ン ク ル ー ジ ョ ン の 観 点 を

踏 ま え た 」 と あ る の は 「 第 27 条 第 ４ 項 の 領 域 と の 関 連 性 を 踏 ま え

た 」 と 、 第 49 条 第 １ 項 中 「 行 わ な け れ ば な ら な い 」 と あ る の は 「

行 う よ う 努 め な け れ ば な ら な い 」 と 読 み 替 え る 」 に 改 め る 。  

  第 89 条 中 「 及 び 第 ５ 項 」 を 削 り 、 「 、 第 28 条 」 を 「 、 第 27 条 の

３ 、 第 28 条 」 に 、 「 、 第 50 条 、 第 51 条 」 を 「 か ら 第 51 条 ま で 」 に

改 め 、 「 、 第 70 条 の ２ 」 を 削 り 、 「 、 第 44 条 第 １ 項 」 を 「 、 同 条

第 ４ 項 中 「 第 27 条 第 ４ 項 の 領 域 と の 関 連 性 及 び イ ン ク ル ー ジ ョ ン

の 観 点 を 踏 ま え た 」 と あ る の は 「 第 27 条 第 ４ 項 の 領 域 と の 関 連 性

を 踏 ま え た 」 と 、 同 条 第 ５ 項 中 「 担 当 者 等 」 と あ る の は 「 担 当 者

及 び 当 該 障 害 児 に 係 る 訪 問 先 施 設 の 担 当 者 等 」 と 、 第 27 条 第 ６ 項

中 「 を 受 け て 」 と あ る の は 「 及 び 当 該 事 業 所 の 訪 問 支 援 員 が 当 該

障 害 児 に 対 し て 保 育 所 等 訪 問 支 援 を 行 う に 当 た っ て 訪 問 す る 施 設

（ 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 「 訪 問 先 施 設 」 と い う 。 ） に よ る

評 価 （ 次 項 に お い て 「 訪 問 先 施 設 評 価 」 と い う 。 ） を 受 け て 」 と

、 同 項 第 ５ 号 中 「 保 護 者 」 と あ る の は 「 保 護 者 並 び に 当 該 訪 問 先

施 設 」 と 、 同 条 第 ７ 項 中 「 及 び 保 護 者 評 価 」 と あ る の は 「 、 保 護

者 評 価 及 び 訪 問 先 施 設 評 価 」 と 、 「 に 示 す 」 と あ る の は 「 及 び 訪

問 先 施 設 に 示 す 」 と 、 第 44 条 第 １ 項 」 に 改 め 、 「 体 制 」 と 」 の 次

に 「 、 第 49 条 第 １ 項 中 「 行 わ な け れ ば な ら な い 」 と あ る の は 「 行

う よ う 努 め な け れ ば な ら な い 」 と 」 を 加 え る 。  

  第 90 条 第 １ 項 中 「 第 ３ 項 及 び 第 ７ 項 」 を 「 第 ４ 項 及 び 第 ６ 項 」

に 改 め 、 「 、 第 63 条 」 を 削 り 、 「 同 項 第 ２ 号 ア 中 「 指 定 児 童 発 達

支 援 」 と あ る の は 「 指 定 通 所 支 援 」 と 、 同 条 第 ２ 項 」 の 次 に 「 及

び 第 ３ 項 」 を 加 え 、 「 、 同 条 第 ４ 項 中 「 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所

」 と あ る の は 「 多 機 能 型 事 業 所 」 と 、 同 項 第 １ 号 中 「 指 定 児 童 発

達 支 援 」 と あ る の は 「 指 定 通 所 支 援 」 と 」 及 び 「 「 指 定 児 童 発 達

支 援 事 業 所 」 と あ る の は 「 多 機 能 型 事 業 所 」 と 、 同 条 第 ６ 項 中 」

を 削 り 、 「 同 条 第 ８ 項 」 を 「 同 条 第 ７ 項 」 に 、 「 第 63 条 第 １ 項 中

「 事 業 所 （ 以 下 「 指 定 医 療 型 児 童 発 達 支 援 事 業 所 」 と い う 。 ） 」

と あ り 、 並 び に 同 条 第 ２ 項 及 び 第 ３ 項 中 「 指 定 医 療 型 児 童 発 達 支

援 事 業 所 」 を 「 同 条 第 ８ 項 中 「 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 」 に 改 め

る 。  

  第 92 条 第 １ 項 中 「 、 第 66 条 」 を 削 り 、 同 条 第 ２ 項 中 「 、 第 66 条

」 を 削 り 、 「 、 指 定 医 療 型 児 童 発 達 支 援 又 は 」 を 「 又 は 」 に 改 め

、 「 、 指 定 医 療 型 児 童 発 達 支 援 の 事 業 」 を 削 り 、 同 条 第 ３ 項 及 び

第 ４ 項 中 「 、 第 66 条 」 を 削 る 。  

  第 93 条 第 １ 項 中 「 指 定 障 害 児 通 所 支 援 事 業 者 等 」 を 「 指 定 障 害
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児 通 所 支 援 事 業 者 」 に 改 め 、 「 、 第 71 条 」 を 削 り 、 同 条 第 ２ 項 中

「 指 定 障 害 児 通 所 支 援 事 業 者 等 」 を 「 指 定 障 害 児 通 所 支 援 事 業 者

」 に 改 め る 。  

 （ 横 浜 市 指 定 障 害 児 入 所 施 設 等 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基 準 に 関  

 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 ３ 条  横 浜 市 指 定 障 害 児 入 所 施 設 等 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基 準

に 関 す る 条 例 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 62 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。  

  第 ２ 条 中 「 第 24 条 の 24 第 ２ 項 」 を 「 第 24 条 の 24 第 ３ 項 」 に 改 め

る 。  

  第 ３ 条 第 １ 項 中 「 と い う 。 ） 」 の 次 に 「 及 び 障 害 児 （ 15 歳 以 上

の 者 に 限 る 。 ） が 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援

す る た め の 法 律 （ 平 成 17 年 法 律 第  123 号 。 以 下 「 障 害 者 総 合 支 援

法 」 と い う 。 ） 第 ５ 条 第 １ 項 の 障 害 福 祉 サ ー ビ ス （ 以 下 「 障 害 福

祉 サ ー ビ ス 」 と い う 。 ） そ の 他 の サ ー ビ ス を 利 用 し つ つ 、 自 立 し

た 日 常 生 活 又 は 社 会 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 、 自 立 し た 日 常

生 活 又 は 社 会 生 活 へ の 移 行 に つ い て 支 援 す る 上 で 必 要 な 事 項 を 定

め た 計 画 （ 以 下 「 移 行 支 援 計 画 」 と い う 。 ） 」 を 加 え 、 同 条 第 ３

項 中 「 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の

法 律 （ 平 成 17 年 法 律 第  123 号 。 以 下 「 障 害 者 総 合 支 援 法 」 と い う

。 ） 第 ５ 条 第 １ 項 の 障 害 福 祉 サ ー ビ ス （ 第 47 条 に お い て 「 障 害 福

祉 サ ー ビ ス 」 と い う 。 ） 」 を 「 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 」 に 改 め る 。  

  第 ５ 条 第 ２ 項 中 「 心 理 指 導 を 」 を 「 心 理 支 援 を 」 に 、 「 心 理 指

導 担 当 職 員 」 を 「 心 理 担 当 職 員 」 に 改 め 、 同 条 第 ３ 項 中 「 心 理 指

導 担 当 職 員 」 を 「 心 理 担 当 職 員 」 に 改 め る 。  

  第 ６ 条 第 ２ 項 第 ２ 号 及 び 第 ３ 号 中 「 訓 練 室 」 を 「 支 援 室 」 に 改

め 、 同 項 第 ４ 号 中 「 訓 練 室 、 屋 外 訓 練 場 」 を 「 支 援 室 、 屋 外 遊 戯

場 」 に 改 め る 。  

  第 21 条 第 １ 項 中 「 入 所 支 援 計 画 」 の 次 に 「 及 び 移 行 支 援 計 画 」

を 加 え 、 同 条 中 第 ３ 項 を 第 ５ 項 と し 、 第 ２ 項 を 第 ４ 項 と し 、 第 １

項 の 次 に 次 の ２ 項 を 加 え る 。  

 ２  指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 は 、 障 害 児 が で き る 限 り 良 好 な 家

庭 的 環 境 に お い て 指 定 入 所 支 援 を 受 け る こ と が で き る よ う 努 め

な け れ ば な ら な い 。  

 ３  指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 は 、 障 害 児 が 自 立 し た 日 常 生 活 又

は 社 会 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 、 障 害 児 及 び 入 所 給 付 決 定

保 護 者 の 意 思 を で き る 限 り 尊 重 す る た め の 配 慮 を し な け れ ば な

ら な い 。  

  第 22 条 第 ２ 項 中 「 こ の 条 」 の 次 に 「 及 び 次 条 」 を 加 え 、 「 行 い  

、 」 を 「 行 う と と も に 、 障 害 児 の 年 齢 及 び 発 達 の 程 度 に 応 じ て 、
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そ の 意 見 が 尊 重 さ れ 、 そ の 最 善 の 利 益 が 優 先 し て 考 慮 さ れ 、 心 身

と も に 健 や か に 育 成 さ れ る よ う 」 に 改 め 、 同 条 第 ５ 項 中 「 当 た っ

て は 」 の 次 に 「 、 障 害 児 の 意 見 が 尊 重 さ れ 、 そ の 最 善 の 利 益 が 優

先 し て 考 慮 さ れ る 体 制 を 確 保 し た 上 で 」 を 加 え る 。  

  第 22 条 の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

  （ 移 行 支 援 計 画 の 作 成 等 ）  

 第 22 条 の ２  指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 の 管 理 者 は 、 児 童 発 達 支

援 管 理 責 任 者 に 移 行 支 援 計 画 の 作 成 に 関 す る 業 務 を 担 当 さ せ る

も の と す る 。  

 ２  児 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 は 、 移 行 支 援 計 画 の 作 成 に 当 た っ て

は 、 適 切 な 方 法 に よ り 障 害 児 に つ い て ア セ ス メ ン ト を 行 い 、 障

害 児 が 障 害 福 祉 サ ー ビ ス そ の 他 の サ ー ビ ス を 利 用 し つ つ 、 自 立

し た 日 常 生 活 又 は 社 会 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 、 自 立 し た

日 常 生 活 又 は 社 会 生 活 へ の 移 行 に つ い て 支 援 す る 上 で 必 要 な 支

援 内 容 の 検 討 を し な け れ ば な ら な い 。  

 ３  児 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 は 、 ア セ ス メ ン ト 及 び 支 援 内 容 の 検

討 結 果 に 基 づ き 、 障 害 児 が 障 害 福 祉 サ ー ビ ス そ の 他 の サ ー ビ ス

を 利 用 し つ つ 、 自 立 し た 日 常 生 活 又 は 社 会 生 活 を 営 む こ と が で

き る よ う 、 自 立 し た 日 常 生 活 又 は 社 会 生 活 へ の 移 行 に つ い て 支

援 す る 上 で 必 要 な 取 組 、 当 該 支 援 を 提 供 す る 上 で の 留 意 事 項 そ

の 他 必 要 な 事 項 を 記 載 し た 移 行 支 援 計 画 の 原 案 を 作 成 し な け れ

ば な ら な い 。  

 ４  児 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 は 、 移 行 支 援 計 画 の 作 成 後 、 移 行 支

援 計 画 の 実 施 状 況 の 把 握 （ 障 害 児 に つ い て の 継 続 的 な ア セ ス メ

ン ト を 含 む 。 ） を 行 う と と も に 、 障 害 児 に つ い て 解 決 す べ き 課

題 を 把 握 し 、 少 な く と も ６ 月 に １ 回 以 上 移 行 支 援 計 画 の 見 直 し

を 行 い 、 必 要 に 応 じ て 移 行 支 援 計 画 の 変 更 を 行 う も の と す る 。  

 ５  前 条 第 ３ 項 及 び 第 ５ 項 か ら 第 ７ 項 ま で の 規 定 は 、 第 ３ 項 の 移

行 支 援 計 画 の 作 成 に つ い て 準 用 す る 。  

 ６  前 条 第 ３ 項 、 第 ５ 項 か ら 第 ７ 項 ま で 及 び 第 ９ 項 並 び に 第 ２ 項

及 び 第 ３ 項 の 規 定 は 、 第 ４ 項 の 移 行 支 援 計 画 の 変 更 に つ い て 準

用 す る 。  

  第 23 条 第 １ 項 中 「 前 条 」 を 「 前 ２ 条 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の １ 項

を 加 え る 。  

 ２  児 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 は 、 業 務 を 行 う に 当 た っ て は 、 障 害

児 が 自 立 し た 日 常 生 活 又 は 社 会 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 、

障 害 児 及 び 入 所 給 付 決 定 保 護 者 の 意 思 を で き る 限 り 尊 重 す る よ

う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  第 26 条 の 見 出 し を 「 （ 支 援 ） 」 に 改 め 、 同 条 中 「 指 導 、 訓 練 等

」 を 「 支 援 」 に 改 め る 。  
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  第 40 条 に 次 の ２ 項 を 加 え る 。  

 ３  指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 は 、 感 染 症 の 予 防 及 び 感 染 症 の 患

者 に 対 す る 医 療 に 関 す る 法 律 （ 平 成 10 年 法 律 第  114 号 ） 第 ６ 条

第 17 項 の 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 （ 次 項 に お い て 「 第 二 種 協 定

指 定 医 療 機 関 」 と い う 。 ） と の 間 で 、 新 興 感 染 症 （ 同 条 第 ７ 項

の 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 感 染 症 、 同 条 第 ８ 項 の 指 定 感 染 症 又 は

同 条 第 ９ 項 の 新 感 染 症 を い う 。 次 項 に お い て 同 じ 。） の 発 生 時

等 の 対 応 を 取 り 決 め る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

 ４  指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 は 、 協 力 医 療 機 関 が 第 二 種 協 定 指

定 医 療 機 関 で あ る 場 合 に お い て は 、 当 該 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機

関 と の 間 で 、 新 興 感 染 症 の 発 生 時 等 の 対 応 に つ い て 協 議 を 行 わ

な け れ ば な ら な い 。  

  第 47 条 第 １ 項 中 「 第 ５ 条 第 18 項 」 を 「 第 ５ 条 第 19 項 」 に 改 め る  

 。  

  第 52 条 第 ２ 項 第 １ 号 中 「 入 所 支 援 計 画 」 の 次 に 「 及 び 移 行 支 援

計 画 」 を 加 え る 。  

  第 53 条 第 １ 項 第 ３ 号 中 「 心 理 指 導 担 当 職 員 」 を 「 心 理 担 当 職 員

」 に 改 め る 。  

  第 54 条 第 １ 項 第 ２ 号 中 「 訓 練 室 」 を 「 支 援 室 」 に 改 め 、 同 条 第

２ 項 第 ２ 号 中 「 屋 外 訓 練 場 」 を 「 屋 外 遊 戯 場 」 に 、 「 指 導 す る 」

を 「 支 援 す る 」 に 改 め る 。  

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 ２ 条

中 横 浜 市 指 定 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基 準 に 関

す る 条 例 第 50 条 第 １ 項 の 改 正 規 定 及 び 第 ３ 条 中 横 浜 市 指 定 障 害 児

入 所 施 設 等 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 第 47 条 第 １

項 の 改 正 規 定 は 、 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援

す る た め の 法 律 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 ４ 年 法 律 第  104 号

） 附 則 第 １ 条 第 ４ 号 に 掲 げ る 規 定 の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  児 童 福 祉 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 ４ 年 法 律 第 66 号 。 以

下 「 改 正 法 」 と い う 。 ） 附 則 第 11 条 の 規 定 に よ り 改 正 法 第 ２ 条 の

規 定 に よ る 改 正 後 の 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第  164 号 ） （ 以 下

「 新 法 」 と い う 。 ） 第 43 条 に 規 定 す る 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー を 設

置 し て い る も の と み な さ れ て い る 者 に つ い て は 、 第 １ 条 の 規 定 に

よ る 改 正 後 の 横 浜 市 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関 す る

条 例 （ 以 下 「 新 設 備 運 営 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第 83 条 の 規 定 に か

か わ ら ず 、 当 分 の 間 、 な お 従 前 の 例 に よ る こ と が で き る 。  

３  改 正 法 附 則 第 11 条 の 規 定 に よ り 新 法 第 43 条 に 規 定 す る 児 童 発 達
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支 援 セ ン タ ー を 設 置 し て い る も の と み な さ れ て い る 者 に つ い て は

、 新 設 備 運 営 基 準 条 例 第 84 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 令 和 ９ 年 ３ 月

31 日 ま で の 間 、 な お 従 前 の 例 に よ る こ と が で き る 。  

４  こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 存 す る 第 １ 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 横

浜 市 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 次 項 に お

い て 「 旧 設 備 運 営 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第 83 条 第 ５ 号 に 規 定 す る

主 と し て 難 聴 児 を 通 わ せ る 福 祉 型 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 及 び 同 条

第 ６ 号 に 規 定 す る 主 と し て 重 症 心 身 障 害 児 を 通 わ せ る 福 祉 型 児 童

発 達 支 援 セ ン タ ー に つ い て は 、 新 設 備 運 営 基 準 条 例 第 83 条 の 規 定

に か か わ ら ず 、 当 分 の 間 、 な お 従 前 の 例 に よ る こ と が で き る 。  

５  こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 存 す る 旧 設 備 運 営 基 準 条 例 第 83 条 第 ５

号 に 規 定 す る 主 と し て 難 聴 児 を 通 わ せ る 福 祉 型 児 童 発 達 支 援 セ ン

タ ー 及 び 同 条 第 ６ 号 に 規 定 す る 主 と し て 重 症 心 身 障 害 児 を 通 わ せ

る 福 祉 型 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー に つ い て は 、 新 設 備 運 営 基 準 条 例

第 84 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 令 和 ９ 年 ３ 月 31 日 ま で の 間 、 な お 従

前 の 例 に よ る こ と が で き る 。  

６  改 正 法 附 則 第 ４ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 新 法 第 21 条 の ５ の ３ 第 １

項 の 指 定 を 受 け た も の と み な さ れ て い る 者 に つ い て は 、 第 ２ 条 の

規 定 に よ る 改 正 後 の 横 浜 市 指 定 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 、

運 営 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 新 指 定 通 所 支 援 基 準 条 例 」 と

い う 。 ） 第 ７ 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 令 和 ９ 年 ３ 月 31 日 ま で の 間

、 な お 従 前 の 例 に よ る こ と が で き る 。  

７  改 正 法 附 則 第 ４ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 新 法 第 21 条 の ５ の ３ 第 １

項 の 指 定 を 受 け た も の と み な さ れ て い る 者 に つ い て は 、 新 指 定 通

所 支 援 基 準 条 例 第 11 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 分 の 間 、 な お 従 前

の 例 に よ る こ と が で き る 。  

８  こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 指 定 （ 改 正 法 第 ２ 条 の 規 定 に よ る 改 正

前 の 児 童 福 祉 法 第 21 条 の ５ の ３ 第 １ 項 の 指 定 を い う 。 次 項 に お い

て 同 じ 。 ） を 受 け て い る 第 ２ 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 横 浜 市 指 定

通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 次

項 に お い て 「 旧 指 定 通 所 支 援 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第 ７ 条 第 ４ 項

に 規 定 す る 主 と し て 難 聴 児 を 通 わ せ る 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 及

び 同 条 第 ５ 項 に 規 定 す る 主 と し て 重 症 心 身 障 害 児 を 通 わ せ る 指 定

児 童 発 達 支 援 事 業 所 に つ い て は 、 新 指 定 通 所 支 援 基 準 条 例 第 ７ 条

及 び 第 12 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 令 和 ９ 年 ３ 月 31 日 ま で の 間 、 な

お 従 前 の 例 に よ る こ と が で き る 。  

９  こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 指 定 を 受 け て い る 旧 指 定 通 所 支 援 基 準

条 例 第 ７ 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 主 と し て 難 聴 児 を 通 わ せ る 指 定 児 童

発 達 支 援 事 業 所 及 び 同 条 第 ５ 項 に 規 定 す る 主 と し て 重 症 心 身 障 害

児 を 通 わ せ る 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 に つ い て は 、 新 指 定 通 所 支
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援 基 準 条 例 第 11 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 分 の 間 、 な お 従 前 の 例

に よ る こ と が で き る 。  

10  新 指 定 通 所 支 援 基 準 条 例 第 27 条 の ２ （ 新 指 定 通 所 支 援 基 準 条 例

第 55 条 の ６ 、 第 59 条 、 第 78 条 、 第 78 条 の ３ 、 第 81 条 及 び 第 81 条 の

９ に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 令

和 ７ 年 ３ 月 31 日 ま で の 間 、 新 指 定 通 所 支 援 基 準 条 例 第 27 条 の ２ 中

「 公 表 し な け れ ば 」 と あ る の は 「 公 表 す る よ う 努 め な け れ ば 」 と

す る 。  
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横 浜 市 条 例 第 22 号  

   横 浜 市 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 、 運  

   営 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 （ 横 浜 市 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の  

 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 １ 条  横 浜 市 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 、 運 営

等 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 64 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  目 次 中 「 第  149 条 の ５ 」 を 「 第  149 条 の ６ 」 に 改 め る 。  

  第 ２ 条 第 ６ 号 中 「 、 指 定 通 所 支 援 基 準 条 例 第 62 条 の 指 定 医 療 型

児 童 発 達 支 援 の 事 業 」 を 削 る 。  

  第 ７ 条 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第 26 条 中 第 ４ 号 を 第 ５ 号 と し 、 第 ３ 号 を 第 ４ 号 と し 、 第 ２ 号 を

第 ３ 号 と し 、 第 １ 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (2)  指 定 居 宅 介 護 の 提 供 に 当 た っ て は 、 利 用 者 が 自 立 し た 日 常

生 活 又 は 社 会 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 、 利 用 者 の 意 思 決

定 の 支 援 に 配 慮 す る こ と 。  

  第 27 条 第 ２ 項 中 「 当 該 居 宅 介 護 計 画 を 」 の 次 に 「 利 用 者 及 び そ

の 同 居 の 家 族 並 び に 当 該 利 用 者 又 は 障 害 児 の 保 護 者 に 対 し て 指 定

計 画 相 談 支 援 （ 法 第 51 条 の 17 第 ２ 項 の 指 定 計 画 相 談 支 援 を い う 。

） 又 は 指 定 障 害 児 相 談 支 援 （ 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第  164 号

） 第 24 条 の 26 第 ２ 項 の 指 定 障 害 児 相 談 支 援 を い う 。 ） を 行 う 者 （

以 下 「 指 定 特 定 相 談 支 援 事 業 者 等 」 と 総 称 す る 。 ） に 」 を 加 え る

。  

  第 31 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ４  サ ー ビ ス 提 供 責 任 者 は 、 業 務 を 行 う に 当 た っ て は 、 利 用 者 の

自 己 決 定 の 尊 重 を 原 則 と し た 上 で 、 利 用 者 が 自 ら 意 思 を 決 定 す

る こ と に 困 難 を 抱 え る 場 合 に は 、 適 切 に 利 用 者 へ の 意 思 決 定 の

支 援 が 行 わ れ る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  第 40 条 第 ４ 項 中 「 に よ り 都 道 府 県 知 事 」 を 「 に よ り 市 長 」 に 改

め る 。  

  第 46 条 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第 51 条 第 ７ 項 中 「 （ 昭 和 22 年 法 律 第  164 号 ） 」 を 削 り 、 同 条 第

８ 項 中 「 第 ６ 条 の ２ の ２ 第 ３ 項 」 を 「 第 ７ 条 第 ２ 項 」 に 改 め る 。  

  第 59 条 中 第 ３ 項 を 第 ４ 項 と し 、 第 ２ 項 を 第 ３ 項 と し 、 第 １ 項 の

次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ２  指 定 療 養 介 護 事 業 者 は 、 利 用 者 が 自 立 し た 日 常 生 活 又 は 社 会

生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 、 利 用 者 の 意 思 決 定 の 支 援 に 配 慮

し な け れ ば な ら な い 。  

  第 60 条 第 ２ 項 中 「 行 い 」 を 「 行 う と と も に 、 利 用 者 の 自 己 決 定
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の 尊 重 及 び 意 思 決 定 の 支 援 に 配 慮 し つ つ 」 に 改 め 、 同 条 第 10 項 中

「 第 ７ 項 」 を 「 第 ８ 項 」 に 、 「 第 ８ 項 」 を 「 第 ９ 項 」 に 改 め 、 同

項 を 同 条 第 11 項 と し 、 同 条 中 第 ９ 項 を 第 10 項 と し 、 第 ８ 項 を 第 ９

項 と し 、 同 条 第 ７ 項 中 「 利 用 者 」 の 次 に 「 及 び 指 定 特 定 相 談 支 援

事 業 者 等 」 を 加 え 、 同 項 を 同 条 第 ８ 項 と し 、 同 条 第 ６ 項 中 「 第 ４

項 」 を 「 第 ５ 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ７ 項 と し 、 同 条 第 ５ 項 中

「 会 議 （ 」 の 次 に 「 利 用 者 及 び 当 該 」 を 、 「 開 催 し 」 の 次 に 「 、

当 該 利 用 者 の 生 活 に 対 す る 意 向 等 を 改 め て 確 認 す る と と も に 」 を

加 え 、 同 項 を 同 条 第 ６ 項 と し 、 同 条 中 第 ４ 項 を 第 ５ 項 と し 、 第 ３

項 を 第 ４ 項 と し 、 同 条 第 ２ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ３  ア セ ス メ ン ト に 当 た っ て は 、 利 用 者 が 自 ら 意 思 を 決 定 す る こ

と に 困 難 を 抱 え る 場 合 に は 、 適 切 に 意 思 決 定 の 支 援 を 行 う た め

、 当 該 利 用 者 の 意 思 及 び 選 好 並 び に 判 断 能 力 等 に つ い て 丁 寧 に

把 握 し な け れ ば な ら な い 。  

  第 61 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ２  サ ー ビ ス 管 理 責 任 者 は 、 業 務 を 行 う に 当 た っ て は 、 利 用 者 の

自 己 決 定 の 尊 重 を 原 則 と し た 上 で 、 利 用 者 が 自 ら 意 思 を 決 定 す

る こ と に 困 難 を 抱 え る 場 合 に は 、 適 切 に 利 用 者 へ の 意 思 決 定 の

支 援 が 行 わ れ る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  第 80 条 第 １ 項 第 ２ 号 及 び 第 ４ 項 中 「 又 は 作 業 療 法 士 」 を 「 、 作

業 療 法 士 又 は 言 語 聴 覚 士 」 に 改 め る 。  

  第 87 条 の ２ 第 １ 項 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 第 27 条 第 ２ 項 の 」 に 改

め る 。  

  第 95 条 中 「 及 び 第 ９ 項 」 を 「 、 第 ４ 項 及 び 第 10 項 」 に 改 め る 。  

  第 95 条 の ５ 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 中 「 第  149 条 の ４ 」 を 「 第  149 条

の ５ 」 に 改 め る 。  

  第 95 条 の ６ 中 「 及 び 第 ９ 項 」 を 「 、 第 ４ 項 及 び 第 10 項 」 に 改 め

る 。  

  第  106 条 中 第 ３ 項 を 第 ４ 項 と し 、 第 ２ 項 を 第 ３ 項 と し 、 第 １ 項

の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ２  指 定 短 期 入 所 事 業 者 は 、 利 用 者 が 自 立 し た 日 常 生 活 又 は 社 会

生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 、 利 用 者 の 意 思 決 定 の 支 援 に 配 慮

し な け れ ば な ら な い 。  

  第  120 条 中 第 ３ 項 を 第 ４ 項 と し 、 第 ２ 項 を 第 ３ 項 と し 、 第 １ 項

の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ２  指 定 重 度 障 害 者 等 包 括 支 援 事 業 者 は 、 利 用 者 が 自 立 し た 日 常

生 活 又 は 社 会 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 、 利 用 者 の 意 思 決 定

の 支 援 に 配 慮 し な け れ ば な ら な い 。  

  第  121 条 第 ２ 項 中 「 当 該 重 度 障 害 者 等 包 括 支 援 計 画 を 」 の 次 に

「 利 用 者 及 び そ の 同 居 の 家 族 並 び に 指 定 特 定 相 談 支 援 事 業 者 等 に



                     横 浜 市 報    号外第３ 令和６年３月29日 

31 

」 を 加 え る 。  

  第  123 条 中 「 第 30 条 」 の 次 に 「 、 第 31 条 第 ４ 項 」 を 加 え る 。  

  第  143 条 第 １ 項 第 １ 号 及 び 第 ４ 項 中 「 又 は 作 業 療 法 士 」 を 「 、

作 業 療 法 士 又 は 言 語 聴 覚 士 」 に 改 め る 。  

  第  149 条 中 「 第 ４ 項 か ら 第 ７ 項 ま で 」 を 「 第 ５ 項 か ら 第 ８ 項 ま

で 」 に 、 「 同 条 第 ８ 項 」 を 「 同 条 第 ９ 項 」 に 、 「 同 条 第 10 項 」 を

「 同 条 第 11 項 」 に 改 め る 。  

  第  149 条 の ５ 中 「 第  149 条 の ５ 」 を 「 第  149 条 の ６ 」 に 改 め 、

「 第 59 条 第 １ 項 」 の 次 に 「 及 び 第 60 条 （ 第 ３ 項 、 第 ４ 項 及 び 第 10

項 を 除 く 。 ） 」 を 加 え 、 「 、 第 60 条 （ 第 ３ 項 及 び 第 ９ 項 を 除 く 。

） 中 「 療 養 介 護 計 画 」 と あ る の は 「 共 生 型 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ）

計 画 」 と 」 を 削 り 、 第 ９ 章 第 ４ 節 の ２ 中 同 条 を 第  149 条 の ６ と し

、 第  149 条 の ４ を 第  149 条 の ５ と し 、 第  149 条 の ３ の 次 に 次 の １

条 を 加 え る 。  

  （ 共 生 型 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） の 事 業 を 行 う 指 定 通 所 リ ハ ビ リ  

  テ ー シ ョ ン 事 業 者 の 基 準 ）  

 第  149 条 の ４  共 生 型 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） の 事 業 を 行 う 指 定 通

所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 （ 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第 12  

  4 条 第 １ 項 の 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 を い う 。 第 15  

  0 条 第 １ 号 に お い て 同 じ 。 ） が 当 該 事 業 に 関 し て 満 た す べ き 基  

  準 は 、 次 の と お り と す る 。  

  (1)  指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 所 （ 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基

準 条 例 第  124 条 第 １ 項 の 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 所

を い う 。 以 下 こ の 章 に お い て 同 じ 。 ） の 専 用 の 部 屋 等 の 面 積

（ 当 該 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 所 が 介 護 老 人 保 健 施

設 （ 介 護 保 険 法 （ 平 成 ９ 年 法 律 第  123 号 ） 第 ８ 条 第 28 項 の 介

護 老 人 保 健 施 設 を い う 。 ） 又 は 介 護 医 療 院 （ 同 条 第 29 項 の 介

護 医 療 院 を い う 。 ） で あ る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 専 用 の 部 屋

等 の 面 積 に 当 該 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 所 を 利 用 す

る 者 用 に 確 保 さ れ て い る 食 堂 （ 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

（ 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第  123 条 の 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ

ー シ ョ ン を い う 。 以 下 こ の 章 に お い て 同 じ 。 ） に 供 用 さ れ る

も の に 限 る 。 ） の 面 積 を 加 え る も の と す る 。 第  150 条 第 ２ 号

に お い て 同 じ 。 ） を 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 利 用 す る

者 の 数 と 共 生 型 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） を 利 用 す る 者 の 数 の 合

計 数 で 除 し て 得 た 面 積 が 、 ３ 平 方 メ ー ト ル 以 上 で あ る こ と 。  

  (2)  指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 所 の 従 業 者 の 員 数 が 、 当

該 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 所 が 提 供 す る 指 定 通 所 リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 利 用 す る 者 の 数 を 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン を 利 用 す る 者 の 数 及 び 共 生 型 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） の
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利 用 者 の 数 の 合 計 数 で あ る と し た 場 合 に お け る 当 該 指 定 通 所

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 所 と し て 必 要 と さ れ る 数 以 上 で あ る

こ と 。  

  (3)  共 生 型 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） の 利 用 者 に 対 し て 適 切 な サ ー

ビ ス を 提 供 す る た め 、 指 定 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） 事 業 所 （ 共

生 型 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） の 事 業 を 行 う も の を 除 く 。 ） そ の

他 の 関 係 施 設 か ら 必 要 な 技 術 的 支 援 を 受 け て い る こ と 。  

  第  150 条 中 「 基 準 該 当 障 害 福 祉 サ ー ビ ス （ 」 の 次 に 「 第  150 条

の ３ の 病 院 等 基 準 該 当 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） を 除 く 。 」 を 加 え 、

同 条 第 １ 号 中 「 指 定 通 所 介 護 事 業 者 等 」 の 次 に 「 又 は 指 定 通 所 リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 」 を 、 「 指 定 通 所 介 護 等 」 の 次 に 「 又 は

指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 」 を 加 え 、 同 条 第 ２ 号 中 「 機 能 訓 練

室 」 の 次 に 「 又 は 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 所 の 専 用 の 部

屋 等 」 を 、 「 指 定 通 所 介 護 等 」 の 次 に 「 又 は 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ

ー シ ョ ン 」 を 加 え 、 同 条 第 ３ 号 中 「 指 定 通 所 介 護 事 業 所 等 の 」 を

「 指 定 通 所 介 護 事 業 所 等 又 は 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 所

の 」 に 改 め 、 「 当 該 指 定 通 所 介 護 事 業 所 等 」 の 次 に 「 又 は 当 該 指

定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 所 」 を 、 「 指 定 通 所 介 護 等 」 の 次

に 「 又 は 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 」 を 加 え る 。  

  第  150 条 の ２ の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

  （ 病 院 又 は 診 療 所 に お け る 基 準 該 当 障 害 福 祉 サ ー ビ ス （ 自 立 訓  

  練 ） に 関 す る 基 準 ）  

 第  150 条 の ３  地 域 に お い て 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） が 提 供 さ れ て

い な い こ と 等 に よ り 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） を 受 け る こ と が 困 難

な 障 害 者 に 対 し て 病 院 又 は 診 療 所 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 病 院

等 基 準 該 当 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） 事 業 者 」 と い う 。 ） が 行 う 自

立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） に 係 る 基 準 該 当 障 害 福 祉 サ ー ビ ス （ 以 下 こ

の 条 に お い て 「 病 院 等 基 準 該 当 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ）」 と い う

。 ） に 関 し て 病 院 等 基 準 該 当 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） 事 業 者 が 満

た す べ き 基 準 は 、 次 の と お り と す る 。  

  (1)  病 院 等 基 準 該 当 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） を 行 う 事 業 所 （ 次 号

に お い て 「 病 院 等 基 準 該 当 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） 事 業 所 」 と

い う 。 ） の 専 用 の 部 屋 等 の 面 積 を 病 院 等 基 準 該 当 自 立 訓 練 （

機 能 訓 練 ） を 受 け る 利 用 者 の 数 で 除 し て 得 た 面 積 が 、 ３ 平 方

メ ー ト ル 以 上 で あ る こ と 。  

  (2)  病 院 等 基 準 該 当 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） 事 業 所 ご と に 、 管 理

者 及 び ア 又 は イ に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ ア 又 は

イ に 掲 げ る 基 準 を 満 た す 人 員 を 配 置 し て い る こ と 。  

   ア  利 用 者 の 数 が 10 人 以 下 の 場 合  専 ら 当 該 病 院 等 基 準 該 当  

自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） の 提 供 に 当 た る 理 学 療 法 士 、 作 業 療
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法 士 若 し く は 言 語 聴 覚 士 又 は 看 護 職 員 若 し く は 介 護 職 員 が

１ 人 以 上 確 保 さ れ て い る こ と 。  

   イ  利 用 者 の 数 が 10 人 を 超 え る 場 合  専 ら 当 該 病 院 等 基 準 該  

当 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） の 提 供 に 当 た る 理 学 療 法 士 、 作 業

療 法 士 若 し く は 言 語 聴 覚 士 又 は 看 護 職 員 若 し く は 介 護 職 員

が 、 利 用 者 の 数 を 10 で 除 し た 数 以 上 確 保 さ れ て い る こ と 。  

  (3)  病 院 等 基 準 該 当 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） を 受 け る 利 用 者 に 対

し て 適 切 な サ ー ビ ス を 提 供 す る た め 、 指 定 自 立 訓 練 （ 機 能 訓

練 ） 事 業 所 そ の 他 の 関 係 施 設 か ら 必 要 な 技 術 的 支 援 を 受 け て

い る こ と 。  

  第  159 条 中 「 第 ４ 項 か ら 第 ７ 項 ま で 」 を 「 第 ５ 項 か ら 第 ８ 項 ま

で 」 に 、 「 同 条 第 ８ 項 」 を 「 同 条 第 ９ 項 」 に 、 「 同 条 第 10 項 」 を

「 同 条 第 11 項 」 に 改 め る 。  

  第  159 条 の ５ 中 「 第 59 条 第 １ 項 」 の 次 に 「 及 び 第 60 条 （ 第 ３ 項

、 第 ４ 項 及 び 第 10 項 を 除 く 。 ） 」 を 加 え 、 「 、 第 60 条 （ 第 ３ 項 及

び 第 ９ 項 を 除 く 。 ） 中 「 療 養 介 護 計 画 」 と あ る の は 「 共 生 型 自 立

訓 練 （ 生 活 訓 練 ） 計 画 」 と 」 を 削 る 。  

  第  172 条 中 「 第 ４ 項 か ら 第 ７ 項 ま で 」 を 「 第 ５ 項 か ら 第 ８ 項 ま

で 」 に 、 「 同 条 第 ８ 項 」 を 「 同 条 第 ９ 項 」 に 、 「 同 条 第 10 項 」 を

「 同 条 第 11 項 」 に 改 め る 。  

  第  185 条 中 「 及 び 第 ９ 項 」 を 「 、 第 ４ 項 及 び 第 10 項 」 に 改 め る  

 。  

  第  189 条 第 ４ 項 中 「 神 奈 川 県 及 び 」 を 削 る 。  

  第  190 条 中 「 第  147 条 」 の 次 に 「 、 第  180 条 第 ６ 項 」 を 加 え 、

「 及 び 第 ９ 項 」 を 「 、 第 ４ 項 及 び 第 10 項 」 に 改 め 、 「 特 例 訓 練 等

給 付 費 」 と 」 の 次 に 「 、 第  180 条 第 ６ 項 中 「 賃 金 及 び 第 ３ 項 の 工

賃 」 と あ る の は 「 第  189 条 第 １ 項 の 工 賃 」 と 」 を 加 え る 。  

  第  194 条 中 「 第  147 条 」 の 次 に 「 、 第  180 条 第 ６ 項 」 を 加 え 、

「 及 び 第 ９ 項 」 を 「 、 第 ４ 項 及 び 第 10 項 」 に 改 め 、 「 「 第 ２ 項 及

び 第 ３ 項 」 と 」 の 次 に 「 、 第  180 条 第 ６ 項 中 「 賃 金 及 び 第 ３ 項 の

工 賃 」 と あ る の は 「 第  193 条 第 １ 項 の 工 賃 」 と 」 を 加 え る 。  

  第  194 条 の ６ に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ２  サ ー ビ ス 管 理 責 任 者 は 、 業 務 を 行 う に 当 た っ て は 、 利 用 者 の

自 己 決 定 の 尊 重 を 原 則 と し た 上 で 、 利 用 者 が 自 ら 意 思 を 決 定 す

る こ と に 困 難 を 抱 え る 場 合 に は 、 適 切 に 利 用 者 へ の 意 思 決 定 の

支 援 が 行 わ れ る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  第  194 条 の ７ 中 「 過 去 ３ 年 間 に お い て 平 均 １ 人 以 上 、 通 常 の 事

業 所 に 新 た に 障 害 者 を 雇 用 さ せ て い る 」 を 削 り 、 「 指 定 障 害 福 祉

サ ー ビ ス 事 業 者 」 の 次 に 「 で あ っ て 、 過 去 ３ 年 以 内 に 当 該 事 業 者

の 事 業 所 の ３ 人 以 上 の 利 用 者 が 新 た に 通 常 の 事 業 所 に 雇 用 さ れ た
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も の 又 は 障 害 者 就 業 ・ 生 活 支 援 セ ン タ ー 」 を 加 え る 。  

  第  194 条 の 12 中 「 及 び 第 ９ 項 」 を 「 、 第 ４ 項 及 び 第 10 項 」 に 改  

 め る 。  

  第  194 条 の 14 第 １ 項 第 ２ 号 中 「 利 用 者 の 数 の 」 を 「 場 合 の 」 に

改 め 、 同 号 ア 及 び イ を 次 の よ う に 改 め る 。  

   ア  サ ー ビ ス 管 理 責 任 者 が 常 勤 で あ る 場 合  (ア) 又 は (イ) に 掲 げ  

    る 利 用 者 の 数 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ (ア) 又 は (イ) に 掲 げ る 数  

    (ア)  利 用 者 の 数 が 60 人 以 下  １ 人 以 上  

    (イ)  利 用 者 の 数 が 61 人 以 上  １ に 、 利 用 者 の 数 が 60 を 超 え  

     て 60 又 は そ の 端 数 を 増 す ご と に １ を 加 え て 得 た 数 以 上  

   イ  ア 以 外 の 場 合  (ア) 又 は (イ) に 掲 げ る 利 用 者 の 数 の 区 分 に 応  

    じ 、 そ れ ぞ れ (ア) 又 は (イ) に 掲 げ る 数  

    (ア)  利 用 者 の 数 が 30 人 以 下  １ 人 以 上  

    (イ)  利 用 者 の 数 が 31 人 以 上  １ に 、 利 用 者 の 数 が 30 を 超 え  

     て 30 又 は そ の 端 数 を 増 す ご と に １ を 加 え て 得 た 数 以 上  

  第  194 条 の 14 中 第 ４ 項 を 第 ６ 項 と し 、 第 ３ 項 を 第 ５ 項 と し 、 第

２ 項 の 次 に 次 の ２ 項 を 加 え る 。  

 ３  指 定 自 立 生 活 援 助 事 業 者 が 指 定 地 域 移 行 支 援 事 業 者 （ 障 害 者

の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律 に 基 づ

く 指 定 地 域 相 談 支 援 の 事 業 の 人 員 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 （ 平 成

24 年 厚 生 労 働 省 令 第 27 号 。 以 下 こ の 条 に お い て 「 指 定 地 域 相 談

支 援 基 準 」 と い う 。 ） 第 ２ 条 第 ３ 項 の 指 定 地 域 移 行 支 援 事 業 者

を い う 。 ） の 指 定 を 併 せ て 受 け 、 か つ 、 指 定 自 立 生 活 援 助 の 事

業 と 指 定 地 域 移 行 支 援 （ 指 定 地 域 相 談 支 援 基 準 第 １ 条 第 11 号 の

指 定 地 域 移 行 支 援 を い う 。 ） の 事 業 を 同 一 の 事 業 所 に お い て 一

体 的 に 運 営 し て い る 場 合 に あ っ て は 、 指 定 地 域 相 談 支 援 基 準 第

３ 条 の 規 定 に よ り 当 該 事 業 所 に 配 置 さ れ た 相 談 支 援 専 門 員 （ 同

条 第 ２ 項 の 相 談 支 援 専 門 員 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 第 １ 項 第 ２

号 の 規 定 に よ り 置 く べ き サ ー ビ ス 管 理 責 任 者 と み な す こ と が で

き る 。  

 ４  指 定 自 立 生 活 援 助 事 業 者 が 指 定 地 域 定 着 支 援 事 業 者 （ 指 定 地

域 相 談 支 援 基 準 第 39 条 第 ３ 項 の 指 定 地 域 定 着 支 援 事 業 者 を い う

。 ） の 指 定 を 併 せ て 受 け 、 か つ 、 指 定 自 立 生 活 援 助 の 事 業 と 指

定 地 域 定 着 支 援 （ 指 定 地 域 相 談 支 援 基 準 第 １ 条 第 12 号 の 指 定 地

域 定 着 支 援 を い う 。 ） の 事 業 を 同 一 の 事 業 所 に お い て 一 体 的 に

運 営 し て い る 場 合 に あ っ て は 、 指 定 地 域 相 談 支 援 基 準 第 40 条 に

お い て 準 用 す る 指 定 地 域 相 談 支 援 基 準 第 ３ 条 の 規 定 に よ り 当 該

事 業 所 に 配 置 さ れ た 相 談 支 援 専 門 員 を 第 １ 項 第 ２ 号 の 規 定 に よ

り 置 く べ き サ ー ビ ス 管 理 責 任 者 と み な す こ と が で き る 。  

  第  194 条 の 17 を 次 の よ う に 改 め る 。  
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 第  194 条 の 17  削 除  

  第  194 条 の 18 の 見 出 し 中 「 訪 問 」 を 「 訪 問 等 」 に 改 め 、 同 条 中

「 お お む ね 週 に １ 回 以 上 、」 を 「 定 期 的 に 」 に 改 め 、 「 よ り 」 の

次 に 「 、 又 は テ レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し て 、」 を 加 え る 。  

  第  194 条 の 20 中 「 第 ４ 項 か ら 第 ７ 項 ま で 」 を 「 第 ５ 項 か ら 第 ８

項 ま で 」 に 、 「 同 条 第 ８ 項 」 を 「 同 条 第 ９ 項 」 に 、 「 同 条 第 10 項

」 を 「 同 条 第 11 項 」 に 、 「 第  194 条 の ６ 中 」 を 「 第  194 条 の ６ 第

１ 項 中 」 に 改 め る 。  

  第  195 条 中 「 又 は 食 事 」 を 「 若 し く は 食 事 」 に 改 め 、 「 効 果 的

に 」 の 次 に 「 行 い 、 又 は こ れ に 併 せ て 、 居 宅 に お け る 自 立 し た 日

常 生 活 へ の 移 行 を 希 望 す る 入 居 者 に つ き 当 該 日 常 生 活 へ の 移 行 及

び 移 行 後 の 定 着 に 関 す る 相 談 、 住 居 の 確 保 に 係 る 援 助 そ の 他 居 宅

に お け る 自 立 し た 日 常 生 活 へ の 移 行 及 び 移 行 後 の 定 着 に 必 要 な 援

助 を 適 切 か つ 効 果 的 に 」 を 加 え る 。  

  第  198 条 の ２ 第 ３ 項 中 「 必 要 な 援 助 」 の 次 に 「 を 行 い 、 又 は こ

れ に 併 せ て 居 宅 に お け る 自 立 し た 日 常 生 活 へ の 移 行 後 の 定 着 に 必

要 な 援 助 」 を 加 え る 。  

  第  198 条 の ５ 中 第 ４ 項 を 第 ５ 項 と し 、 第 ３ 項 を 第 ４ 項 と し 、 第

２ 項 を 第 ３ 項 と し 、 第 １ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ２  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 利 用 者 が 自 立 し た 日 常 生 活 又 は

社 会 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 、 利 用 者 の 意 思 決 定 の 支 援 に

配 慮 し な け れ ば な ら な い 。  

  第  198 条 の ６ に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ２  サ ー ビ ス 管 理 責 任 者 は 、 業 務 を 行 う に 当 た っ て は 、 利 用 者 の

自 己 決 定 の 尊 重 を 原 則 と し た 上 で 、 利 用 者 が 自 ら 意 思 を 決 定 す

る こ と に 困 難 を 抱 え る 場 合 に は 、 適 切 に 利 用 者 へ の 意 思 決 定 の

支 援 が 行 わ れ る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  第  198 条 の ６ の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

  （ 地 域 と の 連 携 等 ）  

 第  198 条 の ７  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 指 定 共 同 生 活 援 助 の

提 供 に 当 た っ て は 、 地 域 住 民 又 は そ の 自 発 的 な 活 動 等 と の 連 携

及 び 協 力 を 行 う こ と そ の 他 の 地 域 と の 交 流 を 図 ら な け れ ば な ら

な い 。  

 ２  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 指 定 共 同 生 活 援 助 の 提 供 に 当 た

っ て は 、 利 用 者 及 び そ の 家 族 、 地 域 住 民 の 代 表 者 、 共 同 生 活 援

助 に つ い て 知 見 を 有 す る 者 並 び に 市 町 村 の 担 当 者 等 に よ り 構 成

さ れ る 協 議 会 （ テ レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し て 行 う こ と が で き る

も の と す る 。 以 下 こ の 条 及 び 第  200 条 の 14 に お い て 「 地 域 連 携

推 進 会 議 」 と い う 。 ） を 開 催 し 、 お お む ね １ 年 に １ 回 以 上 、 地

域 連 携 推 進 会 議 に お い て 、 事 業 の 運 営 に 係 る 状 況 を 報 告 す る と
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と も に 、 必 要 な 要 望 、 助 言 等 を 聴 く 機 会 を 設 け な け れ ば な ら な

い 。  

 ３  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 地 域 連 携 推 進 会 議 の 開 催 の ほ か

、 お お む ね １ 年 に １ 回 以 上 、 当 該 地 域 連 携 推 進 会 議 の 構 成 員 が

指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 所 を 見 学 す る 機 会 を 設 け な け れ ば な ら な

い 。  

 ４  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 報 告 、 要 望

、 助 言 等 に つ い て の 記 録 を 作 成 す る と と も に 、 当 該 記 録 を 公 表

し な け れ ば な ら な い 。  

 ５  前 ３ 項 の 規 定 は 、 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 が そ の 提 供 す る 指

定 共 同 生 活 援 助 の 質 に 係 る 外 部 の 者 に よ る 評 価 及 び 当 該 評 価 の

実 施 状 況 の 公 表 又 は こ れ に 準 ず る 措 置 と し て 市 長 が 定 め る も の

を 講 じ て い る 場 合 に は 、 適 用 し な い 。  

  第  200 条 の ４ に 次 の ２ 項 を 加 え る 。  

 ３  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 感 染 症 の 予 防 及 び 感 染 症 の 患 者

に 対 す る 医 療 に 関 す る 法 律 （ 平 成 10 年 法 律 第  114 号 ） 第 ６ 条 第

17 項 の 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 （ 次 項 に お い て 「 第 二 種 協 定 指

定 医 療 機 関 」 と い う 。 ） と の 間 で 、 新 興 感 染 症 （ 同 条 第 ７ 項 の

新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 感 染 症 、 同 条 第 ８ 項 の 指 定 感 染 症 又 は 同

条 第 ９ 項 の 新 感 染 症 を い う 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） の 発 生 時 等

の 対 応 を 取 り 決 め る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

 ４  指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 協 力 医 療 機 関 が 第 二 種 協 定 指 定

医 療 機 関 で あ る 場 合 に お い て は 、 当 該 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関

と の 間 で 、 新 興 感 染 症 の 発 生 時 等 の 対 応 に つ い て 協 議 を 行 わ な

け れ ば な ら な い 。  

  第  200 条 の ５ 中 「 、 第 76 条 」 を 削 り 、 「 及 び 第 ９ 項 」 を 「 、 第

４ 項 及 び 第 10 項 」 に 改 め る 。  

  第  200 条 の ６ 中 「 行 わ れ る 」 の 次 に 「 相 談 、」 を 加 え 、 「 、 食

事 」 を 「 若 し く は 食 事 」 に 改 め 、 「 の 援 助 」 の 次 に 「 又 は こ れ に

併 せ て 行 わ れ る 居 宅 に お け る 自 立 し た 日 常 生 活 へ の 移 行 及 び 移 行

後 の 定 着 に 必 要 な 援 助 」 を 加 え る 。  

  第  200 条 の ７ 中 「 、 食 事 」 を 「 若 し く は 食 事 」 に 改 め 、 「 の 援

助 」 の 次 に 「 又 は こ れ に 併 せ て 行 わ れ る 居 宅 に お け る 自 立 し た 日

常 生 活 へ の 移 行 及 び 移 行 後 の 定 着 に 必 要 な 援 助 」 を 加 え る 。  

  第  200 条 の 14 の 見 出 し を 「 （ 地 域 と の 連 携 等 ） 」 に 改 め 、 同 条

第 ２ 項 中 「 前 項 の 」 の 次 に 「 協 議 会 等 に お け る 」 を 加 え 、 同 項 を

同 条 第 ７ 項 と し 、 同 条 第 １ 項 中 「 、 日 中 サ ー ビ ス 支 援 型 指 定 共 同

生 活 援 助 の 提 供 に 当 た っ て は 」 を 削 り 、 「 実 施 状 況 等 」 を 「 実 施

状 況 及 び 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 報 告 、 要 望 、 助 言 等 の 内 容 又 は 前 項

の 評 価 の 結 果 等 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ６ 項 と し 、 同 条 に 第 １ 項
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か ら 第 ５ 項 ま で と し て 次 の ５ 項 を 加 え る 。  

   日 中 サ ー ビ ス 支 援 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 日 中 サ ー ビ

ス 支 援 型 指 定 共 同 生 活 援 助 の 提 供 に 当 た っ て は 、 地 域 住 民 又 は

そ の 自 発 的 な 活 動 等 と の 連 携 及 び 協 力 を 行 う こ と そ の 他 の 地 域

と の 交 流 を 図 ら な け れ ば な ら な い 。  

 ２  日 中 サ ー ビ ス 支 援 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 日 中 サ ー ビ

ス 支 援 型 指 定 共 同 生 活 援 助 の 提 供 に 当 た っ て は 、 地 域 連 携 推 進

会 議 を 開 催 し 、 お お む ね １ 年 に １ 回 以 上 、 地 域 連 携 推 進 会 議 に

お い て 、 事 業 の 運 営 に 係 る 状 況 を 報 告 す る と と も に 、 必 要 な 要

望 、 助 言 等 を 聴 く 機 会 を 設 け な け れ ば な ら な い 。  

 ３  日 中 サ ー ビ ス 支 援 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 地 域 連 携 推

進 会 議 の 開 催 の ほ か 、 お お む ね １ 年 に １ 回 以 上 、 当 該 地 域 連 携

推 進 会 議 の 構 成 員 が 日 中 サ ー ビ ス 支 援 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業

所 を 見 学 す る 機 会 を 設 け な け れ ば な ら な い 。  

 ４  日 中 サ ー ビ ス 支 援 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業 者 は 、 第 ２ 項 の 規

定 に よ る 報 告 、 要 望 、 助 言 等 に つ い て の 記 録 を 作 成 す る と と も

に 、 当 該 記 録 を 公 表 し な け れ ば な ら な い 。  

 ５  前 ３ 項 の 規 定 は 、 日 中 サ ー ビ ス 支 援 型 指 定 共 同 生 活 援 助 事 業

者 が そ の 提 供 す る 日 中 サ ー ビ ス 支 援 型 指 定 共 同 生 活 援 助 の 質 に

係 る 外 部 の 者 に よ る 評 価 及 び 当 該 評 価 の 実 施 状 況 の 公 表 又 は こ

れ に 準 ず る 措 置 と し て 市 長 が 定 め る も の （ 次 項 に 規 定 す る も の

を 除 く 。 ） を 講 じ て い る 場 合 に は 、 適 用 し な い 。  

  第  201 条 中 「 、 第 76 条 」 を 削 り 、 「 及 び 第 ９ 項 」 を 「 、 第 ４ 項

及 び 第 10 項 」 に 、 「 同 条 第 ２ 項 中 「 共 同 生 活 援 助 計 画 」 を 「 同 条

第 ３ 項 中 「 共 同 生 活 援 助 計 画 」 に 改 め る 。  

  第  201 条 の ２ 中 「 相 談 そ の 他 の 日 常 生 活 上 の 援 助 」 の 次 に 「 又

は こ れ に 併 せ て 行 わ れ る 居 宅 に お け る 自 立 し た 日 常 生 活 へ の 移 行

及 び 移 行 後 の 定 着 に 必 要 な 援 助 」 を 加 え る 。  

  第  201 条 の ３ 中 「 又 は 食 事 」 を 「 若 し く は 食 事 」 に 改 め 、 「 の

援 助 」 の 次 に 「 又 は こ れ に 併 せ て 行 わ れ る 居 宅 に お け る 自 立 し た

日 常 生 活 へ の 移 行 及 び 移 行 後 の 定 着 に 必 要 な 援 助 」 を 加 え る 。  

  第  201 条 の 12 中 「 、 第 76 条 」 を 削 り 、 「 及 び 第 ９ 項 」 を 「 、 第

４ 項 及 び 第 10 項 」 に 、 「 同 条 第 ２ 項 中 「 共 同 生 活 援 助 計 画 」 を 「

同 条 第 ３ 項 中 「 共 同 生 活 援 助 計 画 」 に 改 め る 。  

  第  202 条 第 １ 項 中 「 、 指 定 医 療 型 児 童 発 達 支 援 事 業 所 （ 指 定 通

所 支 援 基 準 条 例 第 63 条 第 １ 項 の 指 定 医 療 型 児 童 発 達 支 援 事 業 所 を

い う 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 削 り 、 同 条 第 ２ 項 中 「 、 指 定 医

療 型 児 童 発 達 支 援 事 業 所 」 を 削 る 。  

  第  206 条 第 １ 項 中 「 第  149 条 の ５ 」 を 「 第  149 条 の ６ 」 に 改 め  

 る 。  
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  附 則 第 ２ 項 中 「 又 は 作 業 療 法 士 」 を 「 、 作 業 療 法 士 又 は 言 語 聴

覚 士 」 に 改 め る 。  

  附 則 第 ６ 項 及 び 第 ７ 項 中 「 令 和 ６ 年 ３ 月 31 日 」 を 「 令 和 ９ 年 ３

月 31 日 」 に 改 め る 。  

第 ２ 条  横 浜 市 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 、 運 営  

 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  目 次 中  

 「  第 ５ 節  基 準 該 当 障 害 福 祉 サ ー ビ ス に 関 す る 基 準 （ 第  160  

       条 ― 第  161 条 ）                」  

 を  

 「  第 ５ 節  基 準 該 当 障 害 福 祉 サ ー ビ ス に 関 す る 基 準 （ 第  160  

       条 ― 第  161 条 ）  

  第 10 章 の ２  就 労 選 択 支 援  

   第 １ 節  基 本 方 針 （ 第  161 条 の ２ ）  

   第 ２ 節  人 員 に 関 す る 基 準 （ 第  161 条 の ３ ・ 第  161 条 の ４  

       ）  

   第 ３ 節  設 備 に 関 す る 基 準 （ 第  161 条 の ５ ）  

   第 ４ 節  運 営 に 関 す る 基 準 （ 第  161 条 の ６ ― 第  161 条 の ９  

       ）                      」  

 に 改 め る 。  

  第 ３ 条 第 １ 項 中 「 及 び 第 ９ 章 」 を 「 、 第 ９ 章 、 第 10 章 及 び 第 11

章 」 に 改 め る 。  

  第 27 条 第 ２ 項 中 「 指 定 計 画 相 談 支 援 を い う 」 の 次 に 「 。 第  171  

条 の ２ に お い て 同 じ 」 を 加 え る 。  

  第 10 章 の 次 に 次 の １ 章 を 加 え る 。  

    第 10 章 の ２  就 労 選 択 支 援  

     第 １ 節  基 本 方 針  

 第  161 条 の ２  就 労 選 択 支 援 に 係 る 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス （ 以 下

こ の 章 に お い て 「 指 定 就 労 選 択 支 援 」 と い う 。 ） の 事 業 は 、 利

用 者 が 自 立 し た 日 常 生 活 又 は 社 会 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う

、 規 則 第 ６ 条 の ７ の ２ に 規 定 す る 者 に つ き 、 短 期 間 の 生 産 活 動

そ の 他 の 活 動 の 機 会 の 提 供 を 通 じ て 、 就 労 に 関 す る 適 性 、 知 識

及 び 能 力 の 評 価 並 び に 規 則 第 ６ 条 の ７ の ３ に 規 定 す る 事 項 の 整

理 を 行 い 、 又 は こ れ に 併 せ て 、 当 該 評 価 及 び 当 該 整 理 の 結 果 に

基 づ き 、 規 則 第 ６ 条 の ７ の ４ に 規 定 す る 便 宜 を 適 切 か つ 効 果 的

に 供 与 す る も の で な け れ ば な ら な い 。  

     第 ２ 節  人 員 に 関 す る 基 準  

  （ 従 業 者 の 員 数 ）  

 第  161 条 の ３  指 定 就 労 選 択 支 援 の 事 業 を 行 う 者 （ 以 下 こ の 章 に

お い て 「 指 定 就 労 選 択 支 援 事 業 者 」 と い う 。 ） が 当 該 事 業 を 行
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う 事 業 所 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 指 定 就 労 選 択 支 援 事 業 所 」 と

い う 。 ） に 置 く べ き 就 労 選 択 支 援 員 （ 指 定 就 労 選 択 支 援 の 提 供

に 当 た る 者 と し て 省 令 の 規 定 に よ り 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る も の

を い う 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） の 数 は 、 指 定 就 労 選 択 支

援 事 業 所 ご と に 、 常 勤 換 算 方 法 で 、 利 用 者 の 数 を 15 で 除 し た 数

以 上 と す る 。  

 ２  前 項 の 利 用 者 の 数 は 、 前 年 度 の 平 均 値 と す る 。 た だ し 、 新 規

に 指 定 を 受 け る 場 合 は 、 推 定 数 に よ る 。  

 ３  指 定 就 労 選 択 支 援 事 業 所 の 就 労 選 択 支 援 員 は 、 専 ら 当 該 指 定

就 労 選 択 支 援 事 業 所 の 職 務 に 従 事 す る 者 で な け れ ば な ら な い 。

た だ し 、 利 用 者 の 支 援 に 支 障 が な い 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  （ 準 用 ）  

 第  161 条 の ４  第 52 条 の 規 定 は 、 指 定 就 労 選 択 支 援 の 事 業 に つ い

て 準 用 す る 。  

     第 ３ 節  設 備 に 関 す る 基 準  

 第  161 条 の ５  第 83 条 の 規 定 は 、 指 定 就 労 選 択 支 援 の 事 業 に つ い

て 準 用 す る 。  

     第 ４ 節  運 営 に 関 す る 基 準  

  （ 実 施 主 体 ）  

 第  161 条 の ６  指 定 就 労 選 択 支 援 事 業 者 は 、 就 労 移 行 支 援 又 は 就

労 継 続 支 援 に 係 る 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 者 で あ っ て 、 過 去

３ 年 以 内 に 当 該 事 業 者 の 事 業 所 の ３ 人 以 上 の 利 用 者 が 新 た に 通

常 の 事 業 所 に 雇 用 さ れ た も の そ の 他 の こ れ ら と 同 等 の 障 害 者 に

対 す る 就 労 支 援 の 経 験 及 び 実 績 を 有 す る と 市 長 が 認 め る 事 業 者

で な け れ ば な ら な い 。  

  （ 評 価 及 び 整 理 の 実 施 ）  

 第  161 条 の ７  指 定 就 労 選 択 支 援 事 業 者 は 、 短 期 間 の 生 産 活 動 そ

の 他 の 活 動 の 機 会 を 通 じ て 、 就 労 に 関 す る 適 性 、 知 識 及 び 能 力

の 評 価 並 び に 規 則 第 ６ 条 の ７ の ３ に 規 定 す る 事 項 の 整 理 （ 以 下

こ の 節 に お い て 「 ア セ ス メ ン ト 」 と い う 。 ） を 行 う も の と す る

。  

 ２  障 害 者 就 業 ・ 生 活 支 援 セ ン タ ー そ の 他 の 機 関 が ア セ ス メ ン ト

と 同 様 の 評 価 及 び 整 理 を 実 施 し た 場 合 に は 、 指 定 就 労 選 択 支 援

事 業 者 は 、 当 該 同 様 の 評 価 及 び 整 理 を も っ て 、 ア セ ス メ ン ト の

実 施 に 代 え る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 指 定 就 労 選 択

支 援 事 業 者 は 、 次 項 の 規 定 に よ る 会 議 の 開 催 、 ア セ ス メ ン ト の

結 果 の 作 成 又 は 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 者 そ の 他 の 関 係 機 関

と の 連 絡 調 整 に 当 た り 、 当 該 障 害 者 就 業 ・ 生 活 支 援 セ ン タ ー そ

の 他 の 機 関 に 対 し 、 当 該 会 議 へ の 参 加 そ の 他 の 必 要 な 協 力 を 求

め る こ と が で き る 。  
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 ３  指 定 就 労 選 択 支 援 事 業 者 は 、 ア セ ス メ ン ト の 結 果 の 作 成 に 当

た り 、 利 用 者 及 び 市 町 村 、 指 定 特 定 相 談 支 援 事 業 者 等 、 公 共 職

業 安 定 所 そ の 他 の 関 係 機 関 の 担 当 者 等 を 招 集 し て 会 議 （ テ レ ビ

電 話 装 置 等 を 活 用 し て 行 う こ と が で き る も の と す る 。 ） を 開 催

し 、 当 該 利 用 者 の 就 労 に 関 す る 意 向 を 改 め て 確 認 す る と と も に

、 当 該 担 当 者 等 に 意 見 を 求 め る も の と す る 。  

 ４  指 定 就 労 選 択 支 援 事 業 者 は 、 ア セ ス メ ン ト の 結 果 を 作 成 し た

際 に は 、 当 該 結 果 に 係 る 情 報 を 利 用 者 及 び 指 定 特 定 相 談 支 援 事

業 者 等 に 提 供 し な け れ ば な ら な い 。  

  （ 関 係 機 関 と の 連 絡 調 整 等 の 実 施 ）  

 第  161 条 の ８  指 定 就 労 選 択 支 援 事 業 者 は 、 ア セ ス メ ン ト の 結 果

を 踏 ま え 、 必 要 に 応 じ て 公 共 職 業 安 定 所 、 障 害 者 就 業 ・ 生 活 支

援 セ ン タ ー そ の 他 の 関 係 機 関 と の 連 絡 調 整 を 行 わ な け れ ば な ら

な い 。  

 ２  指 定 就 労 選 択 支 援 事 業 者 は 、 法 第 89 条 の ３ 第 １ 項 に 規 定 す る

協 議 会 へ の 定 期 的 な 参 加 、 公 共 職 業 安 定 所 へ の 訪 問 等 に よ り 、

地 域 に お け る 就 労 支 援 に 係 る 社 会 資 源 、 雇 用 に 関 す る 事 例 等 に

関 す る 情 報 の 収 集 に 努 め る と と も に 、 利 用 者 に 対 し て 進 路 選 択

に 資 す る 情 報 を 提 供 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  （ 準 用 ）  

 第  161 条 の ９  第 10 条 か ら 第 21 条 ま で 、 第 24 条 、 第 29 条 、 第 34 条

の ２ 、 第 36 条 の ２ か ら 第 42 条 ま で 、 第 59 条 、 第 62 条 、 第 68 条 、

第 70 条 か ら 第 72 条 ま で 、 第 76 条 、 第 77 条 （ 第 ２ 項 第 １ 号 を 除 く

。 ） 、 第 86 条 、 第 87 条 、 第 88 条 か ら 第 94 条 ま で 、 第  146 条 及 び

第  157 条 の ２ の 規 定 は 、 指 定 就 労 選 択 支 援 の 事 業 に つ い て 準 用

す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 10 条 第 １ 項 中 「 第 32 条 」 と あ る の

は 「 第  161 条 の ９ に お い て 準 用 す る 第 91 条 」 と 、 第 16 条 中 「 介

護 給 付 費 」 と あ る の は 「 訓 練 等 給 付 費 」 と 、 第 21 条 第 ２ 項 た だ

し 書 中 「 次 条 第 １ 項 」 と あ る の は 「 第  161 条 の ９ に お い て 準 用

す る 第  146 条 第 １ 項 」 と 、 第 24 条 第 １ 項 中 「 介 護 給 付 費 」 と あ

る の は 「 訓 練 等 給 付 費 」 と 、 同 条 第 ２ 項 中 「 第 22 条 第 ２ 項 」 と

あ る の は 「 第  161 条 の ９ に お い て 準 用 す る 第 146 条 第 ２ 項 」 と

、 第 59 条 第 １ 項 中 「 次 条 第 １ 項 の 療 養 介 護 計 画 に 基 づ き 、 利 用

者 の 心 身 の 状 況 等 に 応 じ て 」 と あ る の は 「 利 用 者 の 心 身 の 状 況

等 に 応 じ て 」 と 、 第 77 条 第 ２ 項 第 ２ 号 中 「 第 55 条 第 １ 項 」 と あ

る の は 「 第  161 条 の ９ に お い て 準 用 す る 第 20 条 第 １ 項 」 と 、 同

項 第 ３ 号 中 「 第 67 条 」 と あ る の は 「 第  161 条 の ９ に お い て 準 用

す る 第 90 条 」 と 、 同 項 第 ４ 号 か ら 第 ６ 号 ま で の 規 定 中 「 次 条 」

と あ る の は 「 第  161 条 の ９ 」 と 、 第 90 条 第 ２ 号 中 「 介 護 給 付 費

又 は 特 例 介 護 給 付 費 」 と あ る の は 「 訓 練 等 給 付 費 又 は 特 例 訓 練
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等 給 付 費 」 と 、 第  157 条 の ２ 第 １ 項 中 「 支 給 決 定 障 害 者 （ 指 定

宿 泊 型 自 立 訓 練 を 受 け る 者 及 び 省 令 の 規 定 に よ り 厚 生 労 働 大 臣

が 定 め る 者 に 限 る 。 ） 」 と あ る の は 「 支 給 決 定 障 害 者 （ 省 令 の

規 定 に よ り 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 者 に 限 る 。 以 下 こ の 項 に お い

て 同 じ 。 ） 」 と 、 同 条 第 ２ 項 中 「 支 給 決 定 障 害 者 （ 指 定 宿 泊 型

自 立 訓 練 を 受 け る 者 及 び 省 令 の 規 定 に よ り 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め

る 者 を 除 く 。 ） 」 と あ る の は 「 支 給 決 定 障 害 者 （ 省 令 の 規 定 に

よ り 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 者 を 除 く 。 ） 」 と 読 み 替 え る も の と

す る 。  

  第  171 条 の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

  （ 就 労 選 択 支 援 に 関 す る 情 報 提 供 ）  

 第  171 条 の ２  指 定 就 労 移 行 支 援 事 業 者 は 、 利 用 者 に 対 し 、 指 定

計 画 相 談 支 援 を 行 う 者 と 連 携 し 、 定 期 的 に 就 労 選 択 支 援 に 関 す

る 情 報 提 供 を 行 う も の と す る 。  

  第  185 条 中 「 第  171 条 」 を 「 第  171 条 の ２ 」 に 改 め る 。  

  第  190 条 及 び 第  194 条 中 「 第  147 条 」 の 次 に 「 、 第  171 条 の ２  

 」 を 加 え る 。  

 （ 横 浜 市 指 定 障 害 者 支 援 施 設 等 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基 準 に 関  

 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 ３ 条  横 浜 市 指 定 障 害 者 支 援 施 設 等 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基 準

に 関 す る 条 例 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 65 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。  

  第 ３ 条 中 第 ４ 項 を 第 ６ 項 と し 、 第 ３ 項 の 次 に 次 の ２ 項 を 加 え る  

 。  

 ４  指 定 障 害 者 支 援 施 設 等 は 、 利 用 者 の 自 己 決 定 の 尊 重 及 び 意 思

決 定 の 支 援 に 配 慮 し つ つ 、 利 用 者 の 地 域 生 活 へ の 移 行 に 関 す る

意 向 を 把 握 し 、 当 該 意 向 を 定 期 的 に 確 認 す る と と も に 、 法 第 77

条 第 ３ 項 各 号 に 掲 げ る 事 業 を 行 う 者 又 は 一 般 相 談 支 援 事 業 若 し

く は 特 定 相 談 支 援 事 業 を 行 う 者 と 連 携 を 図 り つ つ 、 利 用 者 の 希

望 に 沿 っ て 地 域 生 活 へ の 移 行 に 向 け た 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら

な い 。  

 ５  指 定 障 害 者 支 援 施 設 等 は 、 利 用 者 の 当 該 指 定 障 害 者 支 援 施 設

等 以 外 に お け る 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 の 利 用 状 況 等 を 把 握 す

る と と も に 、 利 用 者 の 自 己 決 定 の 尊 重 及 び 意 思 決 定 の 支 援 に 配

慮 し つ つ 、 利 用 者 の 当 該 指 定 障 害 者 支 援 施 設 等 以 外 に お け る 指

定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 の 利 用 に 関 す る 意 向 を 定 期 的 に 確 認 し 、

一 般 相 談 支 援 事 業 又 は 特 定 相 談 支 援 事 業 を 行 う 者 と 連 携 を 図 り

つ つ 、 必 要 な 援 助 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

  第 ５ 条 第 １ 項 第 １ 号 ア (イ) 及 び ウ 並 び に 同 項 第 ２ 号 ア (ア) 及 び ウ 中

「 又 は 作 業 療 法 士 」 を 「 、 作 業 療 法 士 又 は 言 語 聴 覚 士 」 に 改 め る
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。  

  第 26 条 中 第 ３ 項 を 第 ４ 項 と し 、 第 ２ 項 を 第 ３ 項 と し 、 第 １ 項 の

次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ２  指 定 障 害 者 支 援 施 設 等 は 、 利 用 者 が 自 立 し た 日 常 生 活 又 は 社

会 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 、 利 用 者 の 意 思 決 定 の 支 援 に 配

慮 し な け れ ば な ら な い 。  

  第 27 条 第 ２ 項 中 「 行 い 」 を 「 行 う と と も に 、 利 用 者 の 自 己 決 定

の 尊 重 及 び 意 思 決 定 の 支 援 に 配 慮 し つ つ 」 に 改 め 、 同 項 に 後 段 と

し て 次 の よ う に 加 え る 。  

   こ の 場 合 に お い て 、 サ ー ビ ス 管 理 責 任 者 は 、 第 28 条 の ３ 第 １

項 の 地 域 移 行 等 意 向 確 認 担 当 者 （ 以 下 「 地 域 移 行 等 意 向 確 認 担

当 者 」 と い う 。 ） が 把 握 し た 利 用 者 の 地 域 生 活 へ の 移 行 に 関 す

る 意 向 等 を 踏 ま え る も の と す る 。  

  第 27 条 第 10 項 中 「 第 ７ 項 」 を 「 第 ８ 項 」 に 、 「 第 ８ 項 」 を 「 第

９ 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 11 項 と し 、 同 条 中 第 ９ 項 を 第 10 項 と

し 、 第 ８ 項 を 第 ９ 項 と し 、 同 条 第 ７ 項 中 「 利 用 者 」 の 次 に 「 及 び

当 該 利 用 者 に 対 し て 指 定 計 画 相 談 支 援 （ 法 第 51 条 の 17 第 ２ 項 に 規

定 す る 指 定 計 画 相 談 支 援 を い う 。 ） を 行 う 者 」 を 加 え 、 同 項 を 同

条 第 ８ 項 と し 、 同 条 第 ６ 項 中 「 第 ４ 項 」 を 「 第 ５ 項 」 に 改 め 、 同

項 を 同 条 第 ７ 項 と し 、 同 条 第 ５ 項 中 「 会 議 （ 」 の 次 に 「 利 用 者 及

び 当 該 」 を 、 「 担 当 者 等 」 の 次 に 「 （ 地 域 移 行 等 意 向 確 認 担 当 者

を 含 む 。 ） 」 を 、 「 開 催 し 」 の 次 に 「 、 当 該 利 用 者 の 生 活 に 対 す

る 意 向 等 を 改 め て 確 認 す る と と も に 」 を 加 え 、 同 項 を 同 条 第 ６ 項

と し 、 同 条 中 第 ４ 項 を 第 ５ 項 と し 、 第 ３ 項 を 第 ４ 項 と し 、 第 ２ 項

の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ３  ア セ ス メ ン ト に 当 た っ て は 、 利 用 者 が 自 ら 意 思 を 決 定 す る こ

と に 困 難 を 抱 え る 場 合 に は 、 適 切 に 意 思 決 定 の 支 援 を 行 う た め

、 当 該 利 用 者 の 意 思 及 び 選 好 並 び に 判 断 能 力 等 に つ い て 丁 寧 に

把 握 し な け れ ば な ら な い 。     

  第 28 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ２  サ ー ビ ス 管 理 責 任 者 は 、 業 務 を 行 う に 当 た っ て は 、 利 用 者 の

自 己 決 定 の 尊 重 を 原 則 と し た 上 で 、 利 用 者 が 自 ら 意 思 を 決 定 す

る こ と に 困 難 を 抱 え る 場 合 に は 、 適 切 に 利 用 者 へ の 意 思 決 定 の

支 援 が 行 わ れ る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  第 28 条 の 次 に 次 の ２ 条 を 加 え る 。  

  （ 地 域 と の 連 携 等 ）  

 第 28 条 の ２  指 定 障 害 者 支 援 施 設 等 は 、 施 設 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の

提 供 に 当 た っ て は 、 地 域 住 民 又 は そ の 自 発 的 な 活 動 等 と の 連 携

及 び 協 力 を 行 う 等 の 地 域 と の 交 流 を 図 ら な け れ ば な ら な い 。  

 ２  指 定 障 害 者 支 援 施 設 等 は 、 施 設 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 提 供 に 当
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た っ て は 、 利 用 者 及 び そ の 家 族 、 地 域 住 民 の 代 表 者 、 施 設 障 害

福 祉 サ ー ビ ス に つ い て 知 見 を 有 す る 者 並 び に 市 町 村 の 担 当 者 等

に よ り 構 成 さ れ る 協 議 会 （ テ レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し て 行 う こ

と が で き る も の と す る 。 以 下 こ の 条 に お い て 「 地 域 連 携 推 進 会

議 」 と い う 。 ） を 開 催 し 、 お お む ね １ 年 に １ 回 以 上 、 地 域 連 携

推 進 会 議 に お い て 、 事 業 の 運 営 に 係 る 状 況 を 報 告 す る と と も に

、 必 要 な 要 望 、 助 言 等 を 聴 く 機 会 を 設 け な け れ ば な ら な い 。  

 ３  指 定 障 害 者 支 援 施 設 等 は 、 前 項 に 規 定 す る 地 域 連 携 推 進 会 議

の 開 催 の ほ か 、 お お む ね １ 年 に １ 回 以 上 、 地 域 連 携 推 進 会 議 の

構 成 員 が 指 定 障 害 者 支 援 施 設 等 を 見 学 す る 機 会 を 設 け な け れ ば

な ら な い 。  

 ４  指 定 障 害 者 支 援 施 設 等 は 、 第 ２ 項 の 報 告 、 要 望 、 助 言 等 に つ

い て の 記 録 を 作 成 す る と と も に 、 当 該 記 録 を 公 表 し な け れ ば な

ら な い 。  

 ５  前 ３ 項 の 規 定 は 、 指 定 障 害 者 支 援 施 設 等 が そ の 提 供 す る 施 設

障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 質 に 係 る 外 部 の 者 に よ る 評 価 及 び 当 該 評 価

の 実 施 状 況 の 公 表 又 は こ れ に 準 ず る 措 置 と し て 市 長 が 定 め る も

の を 講 じ て い る 場 合 に は 、 適 用 し な い 。  

  （ 地 域 移 行 等 意 向 確 認 担 当 者 の 選 任 等 ）  

 第 28 条 の ３  指 定 障 害 者 支 援 施 設 等 は 、 利 用 者 の 地 域 生 活 へ の 移

行 に 関 す る 意 向 の 把 握 、 利 用 者 の 当 該 指 定 障 害 者 支 援 施 設 等 以

外 に お け る 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 の 利 用 状 況 等 の 把 握 及 び 利

用 者 の 当 該 指 定 障 害 者 支 援 施 設 等 以 外 に お け る 指 定 障 害 福 祉 サ

ー ビ ス 等 の 利 用 に 関 す る 意 向 の 定 期 的 な 確 認 （ 以 下 こ の 条 に お

い て 「 地 域 移 行 等 意 向 確 認 等 」 と い う 。 ） を 適 切 に 行 う た め 、

地 域 移 行 等 意 向 確 認 等 に 関 す る 指 針 を 定 め る と と も に 、 地 域 移

行 等 意 向 確 認 担 当 者 を 選 任 し な け れ ば な ら な い 。  

 ２  地 域 移 行 等 意 向 確 認 担 当 者 は 、 前 項 の 指 針 に 基 づ き 、 地 域 移

行 等 意 向 確 認 等 を 実 施 し 、 ア セ ス メ ン ト の 際 に 地 域 移 行 等 意 向

確 認 等 に お い て 把 握 し 、 又 は 確 認 し た 内 容 を サ ー ビ ス 管 理 責 任

者 に 報 告 す る と と も に 、 当 該 内 容 を 第 27 条 第 ６ 項 に 規 定 す る 施

設 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 に 係 る 会 議 に 報 告 し な け れ ば な

ら な い 。  

 ３  地 域 移 行 等 意 向 確 認 担 当 者 は 、 地 域 移 行 等 意 向 確 認 等 に 当 た

っ て は 、 法 第 77 条 第 ３ 項 各 号 に 掲 げ る 事 業 を 行 う 者 又 は 一 般 相

談 支 援 事 業 若 し く は 特 定 相 談 支 援 事 業 を 行 う 者 と 連 携 し 、 地 域

に お け る 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 体 験 的 な 利 用 に 係 る 支 援 そ の 他 の

地 域 生 活 へ の 移 行 に 向 け た 支 援 を 行 う よ う 努 め な け れ ば な ら な

い 。  

  第 33 条 第 ４ 項 中 「 神 奈 川 県 及 び 」 を 削 る 。  
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  第 51 条 に 次 の ２ 項 を 加 え る 。  

 ３  指 定 障 害 者 支 援 施 設 等 は 、 感 染 症 の 予 防 及 び 感 染 症 の 患 者 に

対 す る 医 療 に 関 す る 法 律 （ 平 成 10 年 法 律 第  114 号 ） 第 ６ 条 第 17

項 に 規 定 す る 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 （ 次 項 に お い て 「 第 二 種

協 定 指 定 医 療 機 関 」 と い う 。 ） と の 間 で 、 新 興 感 染 症 （ 同 条 第

７ 項 に 規 定 す る 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 感 染 症 、 同 条 第 ８ 項 に 規

定 す る 指 定 感 染 症 又 は 同 条 第 ９ 項 に 規 定 す る 新 感 染 症 を い う 。

次 項 に お い て 同 じ 。 ） の 発 生 時 等 の 対 応 を 取 り 決 め る よ う に 努

め な け れ ば な ら な い 。  

 ４  指 定 障 害 者 支 援 施 設 等 は 、 協 力 医 療 機 関 が 第 二 種 協 定 指 定 医

療 機 関 で あ る 場 合 に お い て は 、 当 該 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 と

の 間 で 、 新 興 感 染 症 の 発 生 時 等 の 対 応 に つ い て 協 議 を 行 わ な け

れ ば な ら な い 。  

  第 57 条 第 ４ 項 中 「 よ り 都 道 府 県 知 事 」 を 「 よ り 市 長 」 に 改 め る  

 。  

  第 58 条 を 次 の よ う に 改 め る 。  

 第 58 条  削 除  

  附 則 第 ２ 項 第 １ 号 た だ し 書 中 「 又 は 作 業 療 法 士 」 を 「 、 作 業 療

法 士 又 は 言 語 聴 覚 士 」 に 改 め る 。  

 （ 横 浜 市 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関 す る 条  

 例 の 一 部 改 正 ）  

第 ４ 条  横 浜 市 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関 す

る 条 例 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 66 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。  

  第 ２ 条 第 ３ 号 中 「 、 医 療 型 児 童 発 達 支 援 （ 同 条 第 ３ 項 の 医 療 型

児 童 発 達 支 援 を い う 。 ） の 事 業 」 を 削 り 、 「 同 条 第 ４ 項 」 を 「 同

条 第 ３ 項 」 に 、 「 同 条 第 ５ 項 」 を 「 同 条 第 ４ 項 」 に 、 「 同 条 第 ６

項 」 を 「 同 条 第 ５ 項 」 に 改 め る 。  

  第 16 条 中 第 ３ 項 を 第 ４ 項 と し 、 第 ２ 項 を 第 ３ 項 と し 、 第 １ 項 の

次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ２  療 養 介 護 事 業 者 は 、 利 用 者 が 自 立 し た 日 常 生 活 又 は 社 会 生 活

を 営 む こ と が で き る よ う 、 利 用 者 の 意 思 決 定 の 支 援 に 配 慮 す る

よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  第 17 条 第 ２ 項 中 「 以 下 」 の 次 に 「 こ の 条 に お い て 」 を 加 え 、 「

行 い 」 を 「 行 う と と も に 、 利 用 者 の 自 己 決 定 の 尊 重 及 び 意 思 決 定

の 支 援 に 配 慮 し つ つ 」 に 改 め 、 同 条 第 10 項 中 「 第 ７ 項 」 を 「 第 ８

項 」 に 、 「 第 ８ 項 」 を 「 第 ９ 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 11 項 と し

、 同 条 中 第 ９ 項 を 第 10 項 と し 、 第 ８ 項 を 第 ９ 項 と し 、 同 条 第 ７ 項

中 「 利 用 者 」 の 次 に 「 及 び 当 該 利 用 者 又 は 障 害 児 の 保 護 者 に 対 し

て 指 定 計 画 相 談 支 援 （ 法 第 51 条 の 17 第 ２ 項 の 指 定 計 画 相 談 支 援 を
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い う 。 ） 又 は 指 定 障 害 児 相 談 支 援 （ 児 童 福 祉 法 第 24 条 の 26 第 ２ 項

の 指 定 障 害 児 相 談 支 援 を い う 。 ） を 行 う 者 」 を 加 え 、 同 項 を 同 条

第 ８ 項 と し 、 同 条 第 ６ 項 中 「 第 ４ 項 」 を 「 第 ５ 項 」 に 改 め 、 同 項

を 同 条 第 ７ 項 と し 、 同 条 第 ５ 項 中 「 会 議 （ 」 の 次 に 「 利 用 者 及 び

当 該 」 を 、 「 開 催 し 」 の 次 に 「 、 当 該 利 用 者 の 生 活 に 対 す る 意 向

等 を 改 め て 確 認 す る と と も に 」 を 加 え 、 同 項 を 同 条 第 ６ 項 と し 、

同 条 中 第 ４ 項 を 第 ５ 項 と し 、 第 ３ 項 を 第 ４ 項 と し 、 第 ２ 項 の 次 に

次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ３  サ ー ビ ス 管 理 責 任 者 は 、 ア セ ス メ ン ト に 当 た っ て は 、 利 用 者

が 自 ら 意 思 を 決 定 す る こ と に 困 難 を 抱 え る 場 合 に は 、 適 切 に 意

思 決 定 の 支 援 を 行 う た め 、 当 該 利 用 者 の 意 思 及 び 選 好 並 び に 判

断 能 力 等 に つ い て 丁 寧 に 把 握 し な け れ ば な ら な い 。  

  第 18 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ２  サ ー ビ ス 管 理 責 任 者 は 、 業 務 を 行 う に 当 た っ て は 、 利 用 者 の

自 己 決 定 の 尊 重 を 原 則 と し た 上 で 、 利 用 者 が 自 ら 意 思 を 決 定 す

る こ と に 困 難 を 抱 え る 場 合 に は 、 適 切 に 利 用 者 へ の 意 思 決 定 の

支 援 が 行 わ れ る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。   

  第 39 条 第 １ 項 第 ３ 号 及 び 第 ４ 項 中 「 又 は 作 業 療 法 士 」 を 「 、 作

業 療 法 士 又 は 言 語 聴 覚 士 」 に 改 め る 。  

  第 50 条 中 「 及 び 第 ９ 項 」 を 「 、 第 ４ 項 及 び 第 10 項 」 に 改 め る 。  

  第 52 条 第 １ 項 第 ２ 号 及 び 第 ４ 項 中 「 又 は 作 業 療 法 士 」 を 「 、 作

業 療 法 士 又 は 言 語 聴 覚 士 」 に 改 め る 。  

  第 54 条 第 １ 項 中 「 第 63 条 第 １ 項 」 を 「 第 61 条 の ２ 」 に 改 め る 。  

  第 55 条 及 び 第 60 条 中 「 第 ４ 項 か ら 第 ７ 項 ま で 」 を 「 第 ５ 項 か ら

第 ８ 項 ま で 」 に 、 「 同 条 第 ８ 項 」 を 「 同 条 第 ９ 項 」 に 、 「 同 条 第

10 項 」 を 「 同 条 第 11 項 」 に 改 め る 。  

  第 61 条 の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

  （ 規 模 ）  

 第 61 条 の ２  就 労 移 行 支 援 の 事 業 を 行 う 者 （ 以 下 「 就 労 移 行 支 援

事 業 者 」 と い う 。 ） が 当 該 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 就 労 移 行

支 援 事 業 所 」 と い う 。 ） は 、 10 人 以 上 の 人 員 を 利 用 さ せ る こ と

が で き る 規 模 を 有 す る も の で な け れ ば な ら な い 。  

  第 63 条 第 １ 項 中 「 就 労 移 行 支 援 の 事 業 を 行 う 者 （ 以 下 「 就 労 移

行 支 援 事 業 者 」 と い う 。 ） が 当 該 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 」 を

削 り 、 「 」 と い う 。 ） に 置 く 」 を 「 に 置 く 」 に 改 め る 。  

  第 69 条 中 「 第 38 条 ま で 」 を 「 第 36 条 ま で 、 第 38 条 」 に 、 「 第 ４

項 か ら 第 ７ 項 ま で 」 を 「 第 ５ 項 か ら 第 ８ 項 ま で 」 に 、 「 同 条 第 ８

項 」 を 「 同 条 第 ９ 項 」 に 、 「 同 条 第 10 項 」 を 「 同 条 第 11 項 」 に 改

め る 。  

  第 84 条 及 び 第 87 条 中 「 及 び 第 ９ 項 」 を 「 、 第 ４ 項 及 び 第 10 項 」
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に 改 め る 。  

  第 88 条 第 １ 項 中 「 、 指 定 通 所 支 援 基 準 条 例 第 62 条 の 指 定 医 療 型

児 童 発 達 支 援 の 事 業 」 を 削 る 。  

  附 則 第 ２ 項 中 「 又 は 作 業 療 法 士 」 を 「 、 作 業 療 法 士 又 は 言 語 聴

覚 士 」 に 改 め る 。  

第 ５ 条  横 浜 市 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関 す  

 る 条 例 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  目 次 中  

 「 第 ５ 章  自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） （ 第 56 条 ― 第 60 条 ）   」  

 を  

 「 第 ５ 章  自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ） （ 第 56 条 ― 第 60 条 ）  

  第 ５ 章 の ２  就 労 選 択 支 援 （ 第 60 条 の ２ ― 第 60 条 の ８ ） 」  

 に 改 め る 。  

  第 ３ 条 第 １ 項 中 「 か ら 」 の 次 に 「 第 ５ 章 ま で 及 び 第 ６ 章 か ら 」

を 加 え る 。  

  第 17 条 第 ８ 項 中 「 指 定 計 画 相 談 支 援 を い う 」 の 次 に 「 。 第 68 条

の ２ に お い て 同 じ 」 を 、 「 行 う 者 」 の 次 に 「 （ 第 60 条 の ６ に お い

て 「 指 定 特 定 相 談 支 援 事 業 者 等 」 と 総 称 す る 。 ） 」 を 加 え る 。  

  第 ５ 章 の 次 に 次 の １ 章 を 加 え る 。  

    第 ５ 章 の ２  就 労 選 択 支 援  

  （ 基 本 方 針 ）  

 第 60 条 の ２  就 労 選 択 支 援 の 事 業 は 、 利 用 者 が 自 立 し た 日 常 生 活

又 は 社 会 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 、 規 則 第 ６ 条 の ７ の ２ に

規 定 す る 者 に つ き 、 短 期 間 の 生 産 活 動 そ の 他 の 活 動 の 機 会 の 提

供 を 通 じ て 、 就 労 に 関 す る 適 性 、 知 識 及 び 能 力 の 評 価 並 び に 規

則 第 ６ 条 の ７ の ３ に 規 定 す る 事 項 の 整 理 を 行 い 、 又 は こ れ に 併

せ て 、 当 該 評 価 及 び 当 該 整 理 の 結 果 に 基 づ き 、 規 則 第 ６ 条 の ７

の ４ に 規 定 す る 便 宜 を 適 切 か つ 効 果 的 に 供 与 す る も の で な け れ

ば な ら な い 。  

  （ 規 模 ）  

 第 60 条 の ３  就 労 選 択 支 援 の 事 業 を 行 う 者 （ 以 下 こ の 章 に お い て

「 就 労 選 択 支 援 事 業 者 」 と い う 。 ） が 当 該 事 業 を 行 う 事 業 所 （

次 条 に お い て 「 就 労 選 択 支 援 事 業 所 」 と い う 。 ） は 、 10 人 以 上

の 人 員 を 利 用 さ せ る こ と が で き る 規 模 を 有 す る も の で な け れ ば

な ら な い 。  

  （ 職 員 の 配 置 の 基 準 ）  

 第 60 条 の ４  就 労 選 択 支 援 事 業 所 に 置 く べ き 職 員 及 び そ の 員 数 は

、 次 の と お り と す る 。  

  (1)  管 理 者  １ 人  

  (2)  就 労 選 択 支 援 員 （ 就 労 選 択 支 援 の 提 供 に 当 た る 者 と し て 省
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令 の 規 定 に よ り 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る も の を い う 。 第 ４ 項 に

お い て 同 じ 。 ）  就 労 選 択 支 援 事 業 所 ご と に 、 常 勤 換 算 方 法

で 、 利 用 者 の 数 を 15 で 除 し た 数 以 上  

 ２  前 項 第 ２ 号 の 利 用 者 の 数 は 、 前 年 度 の 平 均 値 と す る 。 た だ し

、 新 規 に 事 業 を 開 始 す る 場 合 は 、 推 定 数 に よ る 。  

 ３  第 １ 項 第 １ 号 の 管 理 者 は 、 専 ら そ の 職 務 に 従 事 す る 者 で な け

れ ば な ら な い 。 た だ し 、 就 労 選 択 支 援 事 業 所 の 管 理 上 支 障 が な

い 場 合 は 、 当 該 就 労 選 択 支 援 事 業 所 の 他 の 業 務 に 従 事 し 、 又 は

他 の 事 業 所 、 施 設 等 の 職 務 に 従 事 す る こ と が で き る も の と す る

。  

 ４  就 労 選 択 支 援 員 は 、 専 ら 当 該 就 労 選 択 支 援 事 業 所 の 職 務 に 従

事 す る 者 で な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 利 用 者 の 支 援 に 支 障 が

な い 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  （ 実 施 主 体 ）  

 第 60 条 の ５  就 労 選 択 支 援 事 業 者 は 、 就 労 移 行 支 援 又 は 就 労 継 続

支 援 に 係 る 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 者 で あ っ て 、 過 去 ３ 年 以

内 に 当 該 事 業 者 の 事 業 所 の ３ 人 以 上 の 利 用 者 が 新 た に 通 常 の 事

業 所 に 雇 用 さ れ た も の そ の 他 の こ れ ら と 同 等 の 障 害 者 に 対 す る

就 労 支 援 の 経 験 及 び 実 績 を 有 す る 事 業 者 で な け れ ば な ら な い 。  

  （ 評 価 及 び 整 理 の 実 施 ）  

 第 60 条 の ６  就 労 選 択 支 援 事 業 者 は 、 短 期 間 の 生 産 活 動 そ の 他 の

活 動 の 機 会 を 通 じ て 、 就 労 に 関 す る 適 性 、 知 識 及 び 能 力 の 評 価

並 び に 規 則 第 ６ 条 の ７ の ３ に 規 定 す る 事 項 の 整 理 （ 以 下 こ の 章

に お い て 「 ア セ ス メ ン ト 」 と い う 。 ） を 行 う も の と す る 。  

 ２  障 害 者 就 業 ・ 生 活 支 援 セ ン タ ー そ の 他 の 機 関 が ア セ ス メ ン ト

と 同 様 の 評 価 及 び 整 理 を 実 施 し た 場 合 に は 、 就 労 選 択 支 援 事 業

者 は 、 当 該 同 様 の 評 価 及 び 整 理 を も っ て 、 ア セ ス メ ン ト の 実 施

に 代 え る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 就 労 選 択 支 援 事 業

者 は 、 次 項 の 規 定 に よ る 会 議 の 開 催 、 ア セ ス メ ン ト の 結 果 の 作

成 又 は 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 者 そ の 他 の 関 係 機 関 と の 連 絡

調 整 に 当 た り 、 当 該 障 害 者 就 業 ・ 生 活 支 援 セ ン タ ー そ の 他 の 機

関 に 対 し 、 当 該 会 議 へ の 参 加 そ の 他 の 必 要 な 協 力 を 求 め る こ と

が で き る 。  

 ３  就 労 選 択 支 援 事 業 者 は 、 ア セ ス メ ン ト の 結 果 の 作 成 に 当 た り

、 利 用 者 及 び 市 町 村 、 指 定 特 定 相 談 支 援 事 業 者 等 、 公 共 職 業 安

定 所 そ の 他 の 関 係 機 関 の 担 当 者 等 を 招 集 し て 会 議 （ テ レ ビ 電 話

装 置 等 を 活 用 し て 行 う こ と が で き る も の と す る 。 ） を 開 催 し 、

当 該 利 用 者 の 就 労 に 関 す る 意 向 を 改 め て 確 認 す る と と も に 、 当

該 担 当 者 等 に 意 見 を 求 め る も の と す る 。  

 ４  就 労 選 択 支 援 事 業 者 は 、 ア セ ス メ ン ト の 結 果 を 作 成 し た 際 に
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は 、 当 該 結 果 に 係 る 情 報 を 利 用 者 及 び 指 定 特 定 相 談 支 援 事 業 者

等 に 提 供 し な け れ ば な ら な い 。  

  （ 関 係 機 関 と の 連 絡 調 整 等 の 実 施 ）  

 第 60 条 の ７  就 労 選 択 支 援 事 業 者 は 、 ア セ ス メ ン ト の 結 果 を 踏 ま

え 、 必 要 に 応 じ て 公 共 職 業 安 定 所 、 障 害 者 就 業 ・ 生 活 支 援 セ ン

タ ー そ の 他 の 関 係 機 関 と の 連 絡 調 整 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

 ２  就 労 選 択 支 援 事 業 者 は 、 法 第 89 条 の ３ 第 １ 項 に 規 定 す る 協 議

会 へ の 定 期 的 な 参 加 、 公 共 職 業 安 定 所 へ の 訪 問 等 に よ り 、 地 域

に お け る 就 労 支 援 に 係 る 社 会 資 源 、 雇 用 に 関 す る 事 例 等 に 関 す

る 情 報 の 収 集 に 努 め る と と も に 、 利 用 者 に 対 し て 進 路 選 択 に 資

す る 情 報 を 提 供 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  （ 準 用 ）  

 第 60 条 の ８  第 ８ 条 、 第 ９ 条 （ 第 ２ 項 第 １ 号 を 除 く 。 ） 、 第 13 条

か ら 第 16 条 ま で 、 第 19 条 、 第 24 条 か ら 第 26 条 ま で 、 第 28 条 か ら

第 32 条 の ２ ま で 、 第 34 条 か ら 第 36 条 ま で 、 第 38 条 、 第 41 条 、 第

43 条 、 第 44 条 及 び 第 45 条 か ら 第 49 条 ま で の 規 定 は 、 就 労 選 択 支

援 の 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 16 条 第 １ 項

中 「 次 条 第 １ 項 の 療 養 介 護 計 画 に 基 づ き 、 利 用 者 の 心 身 の 状 況

等 に 応 じ て 」 と あ る の は 「 利 用 者 の 心 身 の 状 況 等 に 応 じ て 」 と

読 み 替 え る も の と す る 。  

  第 68 条 の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

  （ 就 労 選 択 支 援 に 関 す る 情 報 提 供 ）  

 第 68 条 の ２  就 労 移 行 支 援 事 業 者 は 、 利 用 者 に 対 し 、 指 定 計 画 相

談 支 援 を 行 う 者 と 連 携 し 、 定 期 的 に 就 労 選 択 支 援 に 関 す る 情 報

提 供 を 行 う も の と す る 。  

  第 84 条 中 「 及 び 第 53 条 」 を 「 、 第 53 条 及 び 第 68 条 の ２ 」 に 改 め

る 。  

  第 87 条 中 「 第 53 条 」 の 次 に 「 、 第 68 条 の ２ 」 を 加 え る 。  

 （ 横 浜 市 障 害 者 支 援 施 設 の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関 す る 条 例 の 一  

 部 改 正 ）  

第 ６ 条  横 浜 市 障 害 者 支 援 施 設 の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関 す る 条 例  

 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 69 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る  

 。  

  第 ３ 条 中 第 ５ 項 を 第 ７ 項 と し 、 第 ４ 項 を 第 ６ 項 と し 、 第 ３ 項 の

次 に 次 の ２ 項 を 加 え る 。  

 ４  障 害 者 支 援 施 設 は 、 利 用 者 の 自 己 決 定 の 尊 重 及 び 意 思 決 定 の

支 援 に 配 慮 し つ つ 、 利 用 者 の 地 域 生 活 へ の 移 行 に 関 す る 意 向 を

把 握 し 、 当 該 意 向 を 定 期 的 に 確 認 す る と と も に 、 法 第 77 条 第 ３

項 各 号 に 掲 げ る 事 業 を 行 う 者 又 は 一 般 相 談 支 援 事 業 若 し く は 特

定 相 談 支 援 事 業 を 行 う 者 と 連 携 を 図 り つ つ 、 利 用 者 の 希 望 に 沿
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っ て 地 域 生 活 へ の 移 行 に 向 け た 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

 ５  障 害 者 支 援 施 設 は 、 利 用 者 の 当 該 障 害 者 支 援 施 設 以 外 に お け

る 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 （ 法 第 29 条 第 １ 項 に 規 定 す る 指 定 障

害 福 祉 サ ー ビ ス 等 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 利 用 状 況 等 を 把 握 す

る と と も に 、 利 用 者 の 自 己 決 定 の 尊 重 及 び 意 思 決 定 の 支 援 に 配

慮 し つ つ 、 利 用 者 の 当 該 障 害 者 支 援 施 設 以 外 に お け る 指 定 障 害

福 祉 サ ー ビ ス 等 の 利 用 に 関 す る 意 向 を 定 期 的 に 確 認 し 、 一 般 相

談 支 援 事 業 又 は 特 定 相 談 支 援 事 業 を 行 う 者 と 連 携 を 図 り つ つ 、

必 要 な 援 助 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。   

  第 11 条 第 １ 項 第 ２ 号 ア (イ) 及 び ウ 並 び に 同 項 第 ３ 号 ア (ア) 及 び ウ 中

「 又 は 作 業 療 法 士 」 を 「 、 作 業 療 法 士 又 は 言 語 聴 覚 士 」 に 改 め る

。  

  第 18 条 中 第 ３ 項 を 第 ４ 項 と し 、 第 ２ 項 を 第 ３ 項 と し 、 第 １ 項 の

次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ２  障 害 者 支 援 施 設 は 、 利 用 者 が 自 立 し た 日 常 生 活 又 は 社 会 生 活

を 営 む こ と が で き る よ う 、 利 用 者 の 意 思 決 定 の 支 援 に 配 慮 す る

よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。   

  第 19 条 第 ２ 項 中 「 行 い 」 を 「 行 う と と も に 、 利 用 者 の 自 己 決 定

の 尊 重 及 び 意 思 決 定 の 支 援 に 配 慮 し つ つ 」 に 改 め 、 同 項 に 後 段 と

し て 次 の よ う に 加 え る 。  

   こ の 場 合 に お い て 、 サ ー ビ ス 管 理 責 任 者 は 、 第 20 条 の ３ 第 １

項 の 地 域 移 行 等 意 向 確 認 担 当 者 （ 以 下 「 地 域 移 行 等 意 向 確 認 担

当 者 」 と い う 。 ） が 把 握 し た 利 用 者 の 地 域 生 活 へ の 移 行 に 関 す

る 意 向 等 を 踏 ま え る も の と す る 。  

  第 19 条 第 10 項 中 「 第 ７ 項 」 を 「 第 ８ 項 」 に 、 「 第 ８ 項 」 を 「 第

９ 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 11 項 と し 、 同 条 中 第 ９ 項 を 第 10 項 と

し 、 第 ８ 項 を 第 ９ 項 と し 、 同 条 第 ７ 項 中 「 利 用 者 」 の 次 に 「 及 び

当 該 利 用 者 に 対 し て 指 定 計 画 相 談 支 援 （ 法 第 51 条 の 17 第 ２ 項 に 規

定 す る 指 定 計 画 相 談 支 援 を い う 。 ） を 行 う 者 」 を 加 え 、 同 項 を 同

条 第 ８ 項 と し 、 同 条 第 ６ 項 中 「 第 ４ 項 」 を 「 第 ５ 項 」 に 改 め 、 同

項 を 同 条 第 ７ 項 と し 、 同 条 第 ５ 項 中 「 会 議 （ 」 の 次 に 「 利 用 者 及

び 当 該 」 を 、 「 担 当 者 等 」 の 次 に 「 （ 地 域 移 行 等 意 向 確 認 担 当 者

を 含 む 。 ） 」 を 、 「 開 催 し 」 の 次 に 「 、 当 該 利 用 者 の 生 活 に 対 す

る 意 向 等 を 改 め て 確 認 す る と と も に 」 を 加 え 、 同 項 を 同 条 第 ６ 項

と し 、 同 条 中 第 ４ 項 を 第 ５ 項 と し 、 第 ３ 項 を 第 ４ 項 と し 、 第 ２ 項

の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ３  ア セ ス メ ン ト に 当 た っ て は 、 利 用 者 が 自 ら 意 思 を 決 定 す る こ

と に 困 難 を 抱 え る 場 合 に は 、 適 切 に 意 思 決 定 の 支 援 を 行 う た め

、 当 該 利 用 者 の 意 思 及 び 選 好 並 び に 判 断 能 力 等 に つ い て 丁 寧 に

把 握 し な け れ ば な ら な い 。  
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  第 20 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ２  サ ー ビ ス 管 理 責 任 者 は 、 業 務 を 行 う に 当 た っ て は 、 利 用 者 の

自 己 決 定 の 尊 重 を 原 則 と し た 上 で 、 利 用 者 が 自 ら 意 思 を 決 定 す

る こ と に 困 難 を 抱 え る 場 合 に は 、 適 切 に 利 用 者 へ の 意 思 決 定 の

支 援 が 行 わ れ る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  第 20 条 の 次 に 次 の ２ 条 を 加 え る 。  

  （ 地 域 と の 連 携 等 ）  

 第 20 条 の ２  障 害 者 支 援 施 設 は 、 施 設 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 提 供 に

当 た っ て は 、 地 域 住 民 又 は そ の 自 発 的 な 活 動 等 と の 連 携 及 び 協

力 を 行 う 等 の 地 域 と の 交 流 を 図 ら な け れ ば な ら な い 。  

 ２  障 害 者 支 援 施 設 は 、 施 設 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 提 供 に 当 た っ て

は 、 利 用 者 及 び そ の 家 族 、 地 域 住 民 の 代 表 者 、 施 設 障 害 福 祉 サ

ー ビ ス に つ い て 知 見 を 有 す る 者 並 び に 市 町 村 の 担 当 者 等 に よ り

構 成 さ れ る 協 議 会 （ テ レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し て 行 う こ と が で

き る も の と す る 。 以 下 こ の 条 に お い て 「 地 域 連 携 推 進 会 議 」 と

い う 。 ） を 開 催 し 、 お お む ね １ 年 に １ 回 以 上 、 地 域 連 携 推 進 会

議 に お い て 、 事 業 の 運 営 に 係 る 状 況 を 報 告 す る と と も に 、 必 要

な 要 望 、 助 言 等 を 聴 く 機 会 を 設 け な け れ ば な ら な い 。  

 ３  障 害 者 支 援 施 設 は 、 前 項 に 規 定 す る 地 域 連 携 推 進 会 議 の 開 催

の ほ か 、 お お む ね １ 年 に １ 回 以 上 、 地 域 連 携 推 進 会 議 の 構 成 員

が 障 害 者 支 援 施 設 を 見 学 す る 機 会 を 設 け な け れ ば な ら な い 。  

 ４  障 害 者 支 援 施 設 は 、 第 ２ 項 の 報 告 、 要 望 、 助 言 等 に つ い て の

記 録 を 作 成 す る と と も に 、 当 該 記 録 を 公 表 し な け れ ば な ら な い

。  

 ５  前 ３ 項 の 規 定 は 、 障 害 者 支 援 施 設 が そ の 提 供 す る 施 設 障 害 福

祉 サ ー ビ ス の 質 に 係 る 外 部 の 者 に よ る 評 価 及 び 当 該 評 価 の 実 施

状 況 の 公 表 又 は こ れ に 準 ず る 措 置 と し て 市 長 が 定 め る も の を 講

じ て い る 場 合 に は 、 適 用 し な い 。  

  （ 地 域 移 行 等 意 向 確 認 担 当 者 の 選 任 等 ）  

 第 20 条 の ３  障 害 者 支 援 施 設 は 、 利 用 者 の 地 域 生 活 へ の 移 行 に 関

す る 意 向 の 把 握 、 利 用 者 の 当 該 障 害 者 支 援 施 設 以 外 に お け る 指

定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 の 利 用 状 況 等 の 把 握 及 び 利 用 者 の 当 該 障

害 者 支 援 施 設 以 外 に お け る 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 の 利 用 に 関

す る 意 向 の 定 期 的 な 確 認 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 地 域 移 行 等 意

向 確 認 等 」 と い う 。 ） を 適 切 に 行 う た め 、 地 域 移 行 等 意 向 確 認

等 に 関 す る 指 針 を 定 め る と と も に 、 地 域 移 行 等 意 向 確 認 担 当 者

を 選 任 し な け れ ば な ら な い 。  

 ２  地 域 移 行 等 意 向 確 認 担 当 者 は 、 前 項 の 指 針 に 基 づ き 、 地 域 移

行 等 意 向 確 認 等 を 実 施 し 、 ア セ ス メ ン ト の 際 に 地 域 移 行 等 意 向

確 認 等 に お い て 把 握 又 は 確 認 し た 内 容 を サ ー ビ ス 管 理 責 任 者 に
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報 告 す る と と も に 、 当 該 内 容 を 第 19 条 第 ６ 項 に 規 定 す る 施 設 障

害 福 祉 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 に 係 る 会 議 に 報 告 し な け れ ば な ら な

い 。  

 ３  地 域 移 行 等 意 向 確 認 担 当 者 は 、 地 域 移 行 等 意 向 確 認 等 に 当 た

っ て は 、 法 第 77 条 第 ３ 項 各 号 に 掲 げ る 事 業 を 行 う 者 又 は 一 般 相

談 支 援 事 業 若 し く は 特 定 相 談 支 援 事 業 を 行 う 者 と 連 携 し 、 地 域

に お け る 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 体 験 的 な 利 用 に 係 る 支 援 そ の 他 の

地 域 生 活 へ の 移 行 に 向 け た 支 援 を 行 う よ う 努 め な け れ ば な ら な

い 。  

  第 40 条 に 次 の ２ 項 を 加 え る 。  

 ３  障 害 者 支 援 施 設 は 、 感 染 症 の 予 防 及 び 感 染 症 の 患 者 に 対 す る

医 療 に 関 す る 法 律 （ 平 成 10 年 法 律 第  114 号 ） 第 ６ 条 第 17 項 に 規

定 す る 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 （ 次 項 に お い て 「 第 二 種 協 定 指

定 医 療 機 関 」 と い う 。 ） と の 間 で 、 新 興 感 染 症 （ 同 条 第 ７ 項 に

規 定 す る 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 感 染 症 、 同 条 第 ８ 項 に 規 定 す る

指 定 感 染 症 又 は 同 条 第 ９ 項 に 規 定 す る 新 感 染 症 を い う 。 次 項 に

お い て 同 じ 。 ） の 発 生 時 等 の 対 応 を 取 り 決 め る よ う に 努 め な け

れ ば な ら な い 。  

 ４  障 害 者 支 援 施 設 は 、 協 力 医 療 機 関 が 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関

で あ る 場 合 に お い て は 、 当 該 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 と の 間 で

、 新 興 感 染 症 の 発 生 時 等 の 対 応 に つ い て 協 議 を 行 わ な け れ ば な

ら な い 。  

  第 44 条 を 次 の よ う に 改 め る 。  

 第 44 条  削 除  

  附 則 第 ３ 項 第 ２ 号 た だ し 書 中 「 又 は 作 業 療 法 士 」 を 「 、 作 業 療  

 法 士 又 は 言 語 聴 覚 士 」 に 改 め る 。  

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 ２ 条

及 び 第 ５ 条 の 規 定 は 、 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に

支 援 す る た め の 法 律 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 ４ 年 法 律 第 10  

 4 号 ） 附 則 第 １ 条 第 ４ 号 に 掲 げ る 規 定 の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 地 域 と の 連 携 等 に 係 る 経 過 措 置 ）  

２  こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 次 項 に お い て 「 施 行 日 」 と い う 。 ） か ら

令 和 ７ 年 ３ 月 31 日 ま で の 間 、 第 １ 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 横 浜 市

指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基 準 に 関

す る 条 例 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 新 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 基 準 条

例 」 と い う 。 ） 第  198 条 の ７ （ 新 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 基 準 条 例

第  201 条 の 12 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び 第  

 200 条 の 14 、 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 横 浜 市 指 定 障 害 者 支 援
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施 設 等 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 新 指 定

障 害 者 支 援 施 設 等 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第 28 条 の ２ 並 び に 第 ６ 条

の 規 定 に よ る 改 正 後 の 横 浜 市 障 害 者 支 援 施 設 の 設 備 及 び 運 営 の 基

準 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 新 障 害 者 支 援 施 設 基 準 条 例 」 と い う 。 ）

第 20 条 の ２ の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 新 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 基

準 条 例 第  198 条 の ７ 第 ２ 項 及 び 第 ３ 項 並 び に 第  200 条 の 14 第 ２ 項

及 び 第 ３ 項 、 新 指 定 障 害 者 支 援 施 設 等 基 準 条 例 第 28 条 の ２ 第 ２ 項

及 び 第 ３ 項 並 び に 新 障 害 者 支 援 施 設 基 準 条 例 第 20 条 の ２ 第 ２ 項 及

び 第 ３ 項 中 「 設 け な け れ ば 」 と あ る の は 「 設 け る よ う 努 め な け れ

ば 」 と 、 新 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第  198 条 の ７ 第 ４ 項 及

び 第  200 条 の 14 第 ４ 項 、 新 指 定 障 害 者 支 援 施 設 等 基 準 条 例 第 28 条

の ２ 第 ４ 項 並 び に 新 障 害 者 支 援 施 設 基 準 条 例 第 20 条 の ２ 第 ４ 項 中

「 公 表 し な け れ ば 」 と あ る の は 「 公 表 す る よ う 努 め な け れ ば 」 と

す る 。  

 （ 地 域 移 行 等 意 向 確 認 担 当 者 の 選 任 等 に 係 る 経 過 措 置 ）  

３  施 行 日 か ら 令 和 ８ 年 ３ 月 31 日 ま で の 間 、 新 指 定 障 害 者 支 援 施 設

等 基 準 条 例 第 28 条 の ３ 及 び 新 障 害 者 支 援 施 設 基 準 条 例 第 20 条 の ３

の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 新 指 定 障 害 者 支 援 施 設 等 基 準 条 例 第 28

条 の ３ 第 １ 項 及 び 新 障 害 者 支 援 施 設 基 準 条 例 第 20 条 の ３ 第 １ 項 中

「 選 任 し な け れ ば 」 と あ る の は 「 選 任 す る よ う 努 め な け れ ば 」 と

、 新 指 定 障 害 者 支 援 施 設 等 基 準 条 例 第 28 条 の ３ 第 ２ 項 及 び 新 障 害

者 支 援 施 設 基 準 条 例 第 20 条 の ３ 第 ２ 項 中 「 報 告 し な け れ ば 」 と あ

る の は 「 報 告 す る よ う 努 め な け れ ば 」 と す る 。  
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横 浜 市 条 例 第 23 号  

   横 浜 市 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 の 基  

   準 等 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 （ 横 浜 市 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 の 基 準 等 に  

 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 １ 条  横 浜 市 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 の 基 準

等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 70 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。  

  第 ４ 条 第 10 項 中 「 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 77 号 」 の 次 に 「 。

以 下 「 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 基 準 等 条 例 」 と い う 。 」 を 加 え 、

同 条 に 次 の ２ 項 を 加 え る 。  

 11  指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 に 横 浜 市 指 定 居 宅 サ ー ビ ス の 事 業 の 人

員 、 設 備 、 運 営 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条

例 第 76 号 。 以 下 「 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第 91

条 第 １ 項 に 規 定 す る 指 定 通 所 介 護 事 業 所 、 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基

準 条 例 第  135 条 第 １ 項 に 規 定 す る 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 所

又 は 横 浜 市 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営

、 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援

の 方 法 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 78 号

） 第  117 条 第 １ 項 に 規 定 す る 指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 生 活 介 護 事

業 所 、 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 基 準 等 条 例 第 60 条 の ３ 第 １ 項 に

規 定 す る 指 定 地 域 密 着 型 通 所 介 護 事 業 所 、 指 定 地 域 密 着 型 サ ー

ビ ス 基 準 等 条 例 第 62 条 第 １ 項 に 規 定 す る 併 設 型 指 定 認 知 症 対 応

型 通 所 介 護 の 事 業 を 行 う 事 業 所 又 は 横 浜 市 指 定 地 域 密 着 型 介 護

予 防 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 、 指 定 地 域 密 着 型 介

護 予 防 サ ー ビ ス に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 等

の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 79 号 ） 第 ６ 条

第 １ 項 に 規 定 す る 併 設 型 指 定 介 護 予 防 認 知 症 対 応 型 通 所 介 護 の

事 業 を 行 う 事 業 所 が 併 設 さ れ る 場 合 に お い て は 、 当 該 併 設 さ れ

る 事 業 所 の 生 活 相 談 員 、 栄 養 士 又 は 機 能 訓 練 指 導 員 に つ い て は

、 当 該 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 生 活 相 談 員 、 栄 養 士 若 し く は 管

理 栄 養 士 又 は 機 能 訓 練 指 導 員 に よ り 当 該 事 業 所 の 利 用 者 の 処 遇

が 適 切 に 行 わ れ る と 認 め ら れ る と き は 、 こ れ を 置 か な い こ と が

で き る 。  

 12  指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 に 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 基 準 等 条 例

第 83 条 第 １ 項 に 規 定 す る 指 定 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 又

は 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 基 準 等 条 例 第  181 条 第 １ 項 に 規 定 す

る 指 定 看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 が 併 設 さ れ る 場 合 に

お い て は 、 当 該 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 介 護 支 援 専 門 員 に つ い

て は 、 当 該 併 設 さ れ る 事 業 所 の 介 護 支 援 専 門 員 に よ り 当 該 指 定
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介 護 老 人 福 祉 施 設 の 入 所 者 の 処 遇 が 適 切 に 行 わ れ る と 認 め ら れ

る と き は 、 こ れ を 置 か な い こ と が で き る 。  

  第 ６ 条 第 ２ 項 第 ２ 号 中 「 磁 気 デ ィ ス ク 、 シ ー ・ デ ィ ー ・ ロ ム そ

の 他 こ れ ら に 準 ず る 方 法 に よ り 一 定 の 事 項 を 確 実 に 記 録 し て お く

こ と が で き る 物 」 を 「 電 磁 的 記 録 媒 体 （ 電 磁 的 記 録 （ 電 子 的 方 式

、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い

方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て 、 電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の 用 に

供 さ れ る も の を い う 。 第 56 条 第 １ 項 に お い て 同 じ 。 ） に 係 る 記 録

媒 体 を い う 。 ） 」 に 改 め る 。  

  第 24 条 の ２ 中 「 医 師 」 の 次 に 「 及 び 第 33 条 第 １ 項 に 規 定 す る 協

力 医 療 機 関 の 協 力 を 得 て 、 当 該 医 師 及 び 当 該 協 力 医 療 機 関 」 を 加

え 、 同 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ２  指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 は 、 前 項 の 医 師 及 び 協 力 医 療 機 関 の 協

力 を 得 て 、 １ 年 に １ 回 以 上 、 緊 急 時 等 に お け る 対 応 方 法 の 見 直

し を 行 い 、 必 要 に 応 じ て 緊 急 時 等 に お け る 対 応 方 法 の 変 更 を 行

わ な け れ ば な ら な い 。  

  第 25 条 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第 33 条 の 見 出 し を 「 （ 協 力 医 療 機 関 等 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 １ 項  

 を 次 の よ う に 改 め る 。  

   指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 は 、 入 所 者 の 病 状 の 急 変 等 に 備 え る た  

  め 、 あ ら か じ め 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 要 件 を 満 た す 協 力 医 療 機 関  

  （ 第 ３ 号 の 要 件 を 満 た す 協 力 医 療 機 関 に あ っ て は 、 病 院 に 限 る  

  。 以 下 「 協 力 医 療 機 関 」 と い う 。 ） を 定 め て お か な け れ ば な ら  

  な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 各 号 に 掲 げ る 要 件 の 全 て を 満 た  

  す こ と と す る た め に 、 複 数 の 協 力 医 療 機 関 を 定 め る こ と が で き  

  る 。  

  (1)  入 所 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 に お い て 、 医 師 又 は 看 護 職  

   員 が 相 談 対 応 を 行 う 体 制 を 常 時 確 保 し て い る こ と 。  

  (2)  当 該 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 か ら の 診 療 の 求 め が あ っ た 場 合  

   に お い て 、 診 療 を 行 う 体 制 を 常 時 確 保 し て い る こ と 。  

  (3)  入 所 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 に お い て 、 当 該 指 定 介 護 老  

   人 福 祉 施 設 の 医 師 又 は 協 力 医 療 機 関 そ の 他 の 医 療 機 関 の 医 師  

   が 診 療 を 行 い 、 入 院 を 要 す る と 認 め ら れ た 入 所 者 の 入 院 を 原  

   則 と し て 受 け 入 れ る 体 制 を 確 保 し て い る こ と 。  

  第 33 条 中 第 ２ 項 を 第 ６ 項 と し 、 第 １ 項 の 次 に 次 の ４ 項 を 加 え る  

 。  

 ２  指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 は 、 １ 年 に １ 回 以 上 、 協 力 医 療 機 関 と  

  の 間 で 、 入 所 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 の 対 応 を 確 認 す る と と  

  も に 、 協 力 医 療 機 関 の 名 称 等 を 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い  

  。  
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 ３  指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 は 、 感 染 症 の 予 防 及 び 感 染 症 の 患 者 に  

  対 す る 医 療 に 関 す る 法 律 （ 平 成 10 年 法 律 第  114 号 ） 第 ６ 条 第 17  

  項 に 規 定 す る 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 （ 次 項 に お い て 「 第 二 種  

  協 定 指 定 医 療 機 関 」 と い う 。 ） と の 間 で 、 新 興 感 染 症 （ 同 条 第  

  ７ 項 に 規 定 す る 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 感 染 症 、 同 条 第 ８ 項 に 規  

  定 す る 指 定 感 染 症 又 は 同 条 第 ９ 項 に 規 定 す る 新 感 染 症 を い う 。  

  次 項 に お い て 同 じ 。 ） の 発 生 時 等 の 対 応 を 取 り 決 め る よ う に 努  

  め な け れ ば な ら な い 。  

 ４  指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 は 、 協 力 医 療 機 関 が 第 二 種 協 定 指 定 医  

  療 機 関 で あ る 場 合 に お い て は 、 当 該 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 と  

  の 間 で 、 新 興 感 染 症 の 発 生 時 等 の 対 応 に つ い て 協 議 を 行 わ な け  

  れ ば な ら な い 。  

 ５  指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 は 、 入 所 者 が 協 力 医 療 機 関 そ の 他 の 医  

  療 機 関 に 入 院 し た 後 に 、 当 該 入 所 者 の 病 状 が 軽 快 し 、 退 院 が 可  

  能 と な っ た 場 合 に お い て は 、 再 び 当 該 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 に  

  速 や か に 入 所 さ せ る こ と が で き る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い  

  。  

  第 34 条 の 見 出 し を 「 （ 掲 示 等 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 １ 項 中 「 協 力

病 院 」 を 「 協 力 医 療 機 関 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ３  指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 は 、 原 則 と し て 、 第 １ 項 に 規 定 す る 重

要 事 項 を 、 市 長 が 定 め る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用

す る 方 法 に よ り 周 知 し な け れ ば な ら な い 。  

  第 40 条 の ２ の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

  （ 入 所 者 の 安 全 並 び に 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び 職 員 の 負 担  

  軽 減 に 資 す る 方 策 を 検 討 す る た め の 委 員 会 の 設 置 ）  

 第 40 条 の ３  指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 は 、 当 該 指 定 介 護 老 人 福 祉 施  

  設 に お け る 業 務 の 効 率 化 、 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 向 上 そ の 他 の 生  

  産 性 の 向 上 に 資 す る 取 組 の 促 進 を 図 る た め 、 当 該 指 定 介 護 老 人  

  福 祉 施 設 に お け る 入 所 者 の 安 全 並 び に 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保  

  及 び 職 員 の 負 担 軽 減 に 資 す る 方 策 を 検 討 す る た め の 委 員 会 （ テ  

  レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し て 行 う こ と が で き る も の と す る 。 ） を  

  定 期 的 に 開 催 し な け れ ば な ら な い 。  

  第 42 条 第 ２ 項 第 ２ 号 か ら 第 ６ 号 ま で の 規 定 中 「 に 規 定 す る 」 を  

 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め る 。  

  第 52 条 中 第 ５ 項 を 第 ６ 項 と し 、 第 ４ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る  

 。  

 ５  ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 管 理 者 は 、 ユ ニ ッ ト 型 施  

  設 の 管 理 等 に 係 る 研 修 を 受 講 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  第 56 条 第 １ 項 中 「 （ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に  

 よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て 、  
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 電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の 用 に 供 さ れ る も の を い う 。 ） 」 を 削  

 る 。  

 （ 横 浜 市 介 護 老 人 保 健 施 設 の 人 員 、 施 設 及 び 設 備 並 び に 運 営 の 基  

 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 ２ 条  横 浜 市 介 護 老 人 保 健 施 設 の 人 員 、 施 設 及 び 設 備 並 び に 運 営

の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 71 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ４ 条 第 ６ 項 第 ３ 号 中 「 又 は 介 護 支 援 専 門 員 （ 健 康 保 険 法 等 の

一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 18 年 法 律 第 83 号 ） 附 則 第  130 条 の ２ 第

１ 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ た 同 法 第 26 条

の 規 定 に よ る 改 正 前 の 法 第 48 条 第 １ 項 第 ３ 号 に 規 定 す る 指 定 介 護

療 養 型 医 療 施 設 の 場 合 に 限 る 。 ） 」 を 削 る 。  

  第 ７ 条 第 ２ 項 第 ２ 号 中 「 磁 気 デ ィ ス ク 、 シ ー ・ デ ィ ー ・ ロ ム そ

の 他 こ れ ら に 準 ず る 方 法 に よ り 一 定 の 事 項 を 確 実 に 記 録 し て お く

こ と が で き る 物 」 を 「 電 磁 的 記 録 媒 体 （ 電 磁 的 記 録 （ 電 子 的 方 式

、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い

方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て 、 電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の 用 に

供 さ れ る も の を い う 。 第 55 条 第 １ 項 に お い て 同 じ 。 ） に 係 る 記 録

媒 体 を い う 。 ） 」 に 改 め る 。  

  第 19 条 第 １ 項 中 「 協 力 病 院 」 を 「 第 34 条 第 １ 項 に 規 定 す る 協 力

医 療 機 関 」 に 改 め る 。  

  第 26 条 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第 34 条 の 見 出 し を 「 （ 協 力 医 療 機 関 等 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 １ 項

を 次 の よ う に 改 め る 。  

   介 護 老 人 保 健 施 設 は 、 入 所 者 の 病 状 の 急 変 等 に 備 え る た め 、

あ ら か じ め 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 要 件 を 満 た す 協 力 医 療 機 関 （ 第

３ 号 の 要 件 を 満 た す 協 力 医 療 機 関 に あ っ て は 、 病 院 に 限 る 。 以

下 「 協 力 医 療 機 関 」 と い う 。 ） を 定 め て お か な け れ ば な ら な い

。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 各 号 に 掲 げ る 要 件 の 全 て を 満 た す こ

と と す る た め に 、 複 数 の 協 力 医 療 機 関 を 定 め る こ と が で き る 。  

  (1)  入 所 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 に お い て 、 医 師 又 は 看 護 職

員 が 相 談 対 応 を 行 う 体 制 を 常 時 確 保 し て い る こ と 。  

  (2)  当 該 介 護 老 人 保 健 施 設 か ら の 診 療 の 求 め が あ っ た 場 合 に お

い て 、 診 療 を 行 う 体 制 を 常 時 確 保 し て い る こ と 。  

  (3)  入 所 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 に お い て 、 当 該 介 護 老 人 保

健 施 設 の 医 師 又 は 協 力 医 療 機 関 そ の 他 の 医 療 機 関 の 医 師 が 診

療 を 行 い 、 入 院 を 要 す る と 認 め ら れ た 入 所 者 の 入 院 を 原 則 と

し て 受 け 入 れ る 体 制 を 確 保 し て い る こ と 。  

  第 34 条 中 第 ２ 項 を 第 ６ 項 と し 、 第 １ 項 の 次 に 次 の ４ 項 を 加 え る  

 。  
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 ２  介 護 老 人 保 健 施 設 は 、 １ 年 に １ 回 以 上 、 協 力 医 療 機 関 と の 間

で 、 入 所 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 の 対 応 を 確 認 す る と と も に

、 協 力 医 療 機 関 の 名 称 等 を 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

 ３  介 護 老 人 保 健 施 設 は 、 感 染 症 の 予 防 及 び 感 染 症 の 患 者 に 対 す

る 医 療 に 関 す る 法 律 （ 平 成 10 年 法 律 第  114 号 ） 第 ６ 条 第 17 項 に

規 定 す る 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 （ 次 項 に お い て 「 第 二 種 協 定

指 定 医 療 機 関 」 と い う 。 ） と の 間 で 、 新 興 感 染 症 （ 同 条 第 ７ 項

に 規 定 す る 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 感 染 症 、 同 条 第 ８ 項 に 規 定 す

る 指 定 感 染 症 又 は 同 条 第 ９ 項 に 規 定 す る 新 感 染 症 を い う 。 次 項

に お い て 同 じ 。 ） の 発 生 時 等 の 対 応 を 取 り 決 め る よ う に 努 め な

け れ ば な ら な い 。  

 ４  介 護 老 人 保 健 施 設 は 、 協 力 医 療 機 関 が 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機

関 で あ る 場 合 に お い て は 、 当 該 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 と の 間

で 、 新 興 感 染 症 の 発 生 時 等 の 対 応 に つ い て 協 議 を 行 わ な け れ ば

な ら な い 。  

 ５  介 護 老 人 保 健 施 設 は 、 入 所 者 が 協 力 医 療 機 関 そ の 他 の 医 療 機

関 に 入 院 し た 後 に 、 当 該 入 所 者 の 病 状 が 軽 快 し 、 退 院 が 可 能 と

な っ た 場 合 に お い て は 、 再 び 当 該 介 護 老 人 保 健 施 設 に 速 や か に

入 所 さ せ る こ と が で き る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  第 35 条 の 見 出 し を 「 （ 掲 示 等 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 １ 項 中 「 協 力

病 院 」 を 「 協 力 医 療 機 関 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ３  介 護 老 人 保 健 施 設 は 、 原 則 と し て 、 第 １ 項 に 規 定 す る 重 要 事

項 を 、 市 長 が 定 め る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 す る

方 法 に よ り 周 知 し な け れ ば な ら な い 。  

  第 40 条 の ２ の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

  （ 入 所 者 の 安 全 並 び に 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び 職 員 の 負 担  

  軽 減 に 資 す る 方 策 を 検 討 す る た め の 委 員 会 の 設 置 ）  

 第 40 条 の ３  介 護 老 人 保 健 施 設 は 、 当 該 介 護 老 人 保 健 施 設 に お け

る 業 務 の 効 率 化 、 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 向 上 そ の 他 の 生 産 性 の 向

上 に 資 す る 取 組 の 促 進 を 図 る た め 、 当 該 介 護 老 人 保 健 施 設 に お

け る 入 所 者 の 安 全 並 び に 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び 職 員 の 負

担 軽 減 に 資 す る 方 策 を 検 討 す る た め の 委 員 会 （ テ レ ビ 電 話 装 置

等 を 活 用 し て 行 う こ と が で き る も の と す る 。 ） を 定 期 的 に 開 催

し な け れ ば な ら な い 。  

  第 42 条 第 ２ 項 第 ２ 号 か ら 第 ７ 号 ま で の 規 定 中 「 に 規 定 す る 」 を  

 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め る 。  

  第 52 条 中 第 ５ 項 を 第 ６ 項 と し 、 第 ４ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る  

 。  

 ５  ユ ニ ッ ト 型 介 護 老 人 保 健 施 設 の 管 理 者 は 、 ユ ニ ッ ト 型 施 設 の

管 理 等 に 係 る 研 修 を 受 講 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  
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  第 55 条 第 １ 項 中 「（ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に  

 よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て 、  

 電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の 用 に 供 さ れ る も の を い う 。 ） 」 を 削  

 る 。  

 （ 横 浜 市 介 護 医 療 院 の 人 員 、 施 設 及 び 設 備 並 び に 運 営 の 基 準 に 関  

 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 ３ 条  横 浜 市 介 護 医 療 院 の 人 員 、 施 設 及 び 設 備 並 び に 運 営 の 基 準

に 関 す る 条 例 （ 平 成 30 年 ３ 月 横 浜 市 条 例 第 23 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。  

  第 ７ 条 第 ２ 項 第 ２ 号 中 「 磁 気 デ ィ ス ク 、 シ ー ・ デ ィ ー ・ ロ ム そ  

 の 他 こ れ ら に 準 ず る 方 法 に よ り 一 定 の 事 項 を 確 実 に 記 録 し て お く  

 こ と が で き る 物 」 を 「 電 磁 的 記 録 媒 体 （ 電 磁 的 記 録 （ 電 子 的 方 式  

 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い  

 方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て 、 電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の 用 に  

 供 さ れ る も の を い う 。 第 55 条 第 １ 項 に お い て 同 じ 。 ） に 係 る 記 録  

 媒 体 を い う 。 ） 」 に 改 め る 。  

  第 19 条 第 １ 項 中 「 協 力 病 院 」 を 「 第 34 条 第 １ 項 に 規 定 す る 協 力  

 医 療 機 関 」 に 改 め る 。  

  第 26 条 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第 34 条 の 見 出 し を 「 （ 協 力 医 療 機 関 等 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 １ 項

を 次 の よ う に 改 め る 。  

   介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 の 病 状 の 急 変 等 に 備 え る た め 、 あ ら か

じ め 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 要 件 を 満 た す 協 力 医 療 機 関 （ 第 ３ 号 の

要 件 を 満 た す 協 力 医 療 機 関 に あ っ て は 、 病 院 に 限 る 。 以 下 「 協

力 医 療 機 関 」 と い う 。 ） を 定 め て お か な け れ ば な ら な い 。 こ の

場 合 に お い て 、 当 該 各 号 に 掲 げ る 要 件 の 全 て を 満 た す こ と と す

る た め に 、 複 数 の 協 力 医 療 機 関 を 定 め る こ と が で き る 。  

  (1)  入 所 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 に お い て 、 医 師 又 は 看 護 職  

   員 が 相 談 対 応 を 行 う 体 制 を 常 時 確 保 し て い る こ と 。  

  (2)  当 該 介 護 医 療 院 か ら の 診 療 の 求 め が あ っ た 場 合 に お い て 、

診 療 を 行 う 体 制 を 常 時 確 保 し て い る こ と 。  

  (3)  入 所 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 に お い て 、 当 該 介 護 医 療 院

の 医 師 又 は 協 力 医 療 機 関 そ の 他 の 医 療 機 関 の 医 師 が 診 療 を 行

い 、 入 院 を 要 す る と 認 め ら れ た 入 所 者 の 入 院 を 原 則 と し て 受

け 入 れ る 体 制 を 確 保 し て い る こ と 。  

  第 34 条 中 第 ２ 項 を 第 ６ 項 と し 、 第 １ 項 の 次 に 次 の ４ 項 を 加 え る  

 。  

 ２  介 護 医 療 院 は 、 １ 年 に １ 回 以 上 、 協 力 医 療 機 関 と の 間 で 、 入

所 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 の 対 応 を 確 認 す る と と も に 、 協 力

医 療 機 関 の 名 称 等 を 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  
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 ３  介 護 医 療 院 は 、 感 染 症 の 予 防 及 び 感 染 症 の 患 者 に 対 す る 医 療

に 関 す る 法 律 （ 平 成 10 年 法 律 第  114 号 ） 第 ６ 条 第 17 項 に 規 定 す

る 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 （ 次 項 に お い て 「 第 二 種 協 定 指 定 医

療 機 関 」 と い う 。 ） と の 間 で 、 新 興 感 染 症 （ 同 条 第 ７ 項 に 規 定

す る 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 感 染 症 、 同 条 第 ８ 項 に 規 定 す る 指 定

感 染 症 又 は 同 条 第 ９ 項 に 規 定 す る 新 感 染 症 を い う 。 次 項 に お い

て 同 じ 。 ） の 発 生 時 等 の 対 応 を 取 り 決 め る よ う に 努 め な け れ ば

な ら な い 。  

 ４  介 護 医 療 院 は 、 協 力 医 療 機 関 が 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 で あ

る 場 合 に お い て は 、 当 該 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 と の 間 で 、 新

興 感 染 症 の 発 生 時 等 の 対 応 に つ い て 協 議 を 行 わ な け れ ば な ら な

い 。  

 ５  介 護 医 療 院 は 、 入 所 者 が 協 力 医 療 機 関 そ の 他 の 医 療 機 関 に 入

院 し た 後 に 、 当 該 入 所 者 の 病 状 が 軽 快 し 、 退 院 が 可 能 と な っ た

場 合 に お い て は 、 再 び 当 該 介 護 医 療 院 に 速 や か に 入 所 さ せ る こ

と が で き る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  第 35 条 の 見 出 し を 「 （ 掲 示 等 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 １ 項 中 「 協 力

病 院 」 を 「 協 力 医 療 機 関 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ３  介 護 医 療 院 は 、 原 則 と し て 、 第 １ 項 に 規 定 す る 重 要 事 項 を 、

市 長 が 定 め る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 す る 方 法 に

よ り 周 知 し な け れ ば な ら な い 。  

  第 40 条 の ２ の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

  （ 入 所 者 の 安 全 並 び に 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び 職 員 の 負 担  

  軽 減 に 資 す る 方 策 を 検 討 す る た め の 委 員 会 の 設 置 ）  

 第 40 条 の ３  介 護 医 療 院 は 、 当 該 介 護 医 療 院 に お け る 業 務 の 効 率

化 、 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 向 上 そ の 他 の 生 産 性 の 向 上 に 資 す る 取

組 の 促 進 を 図 る た め 、 当 該 介 護 医 療 院 に お け る 入 所 者 の 安 全 並

び に 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び 職 員 の 負 担 軽 減 に 資 す る 方 策

を 検 討 す る た め の 委 員 会 （ テ レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し て 行 う こ

と が で き る も の と す る 。 ） を 定 期 的 に 開 催 し な け れ ば な ら な い

。  

  第 42 条 第 ２ 項 第 ２ 号 か ら 第 ７ 号 ま で の 規 定 中 「 に 規 定 す る 」 を

「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め る 。  

  第 52 条 中 第 ５ 項 を 第 ６ 項 と し 、 第 ４ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る  

 。  

 ５  ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 の 管 理 者 は 、 ユ ニ ッ ト 型 施 設 の 管 理 等

に 係 る 研 修 を 受 講 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  第 55 条 第 １ 項 中 「 （ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に  

 よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て 、  

 電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の 用 に 供 さ れ る も の を い う 。 ） 」 を 削  
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 る 。  

 （ 横 浜 市 養 護 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関 す る 条 例 の 一  

 部 改 正 ）  

第 ４ 条  横 浜 市 養 護 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関 す る 条 例

（ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 73 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る

。  

  第 10 条 第 ２ 項 第 ２ 号 か ら 第 ５ 号 ま で の 規 定 中 「 に 規 定 す る 」 を

「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め る 。  

  第 13 条 第 １ 項 第 ４ 号 ア 中 「 一 般 入 所 者 （ 入 所 者 で あ っ て 、 外 部

サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 （ 横 浜 市 指 定 居 宅 サ

ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 24

年 12 月 横 浜 市 条 例 第 76 号 ） 第  220 条 に 規 定 す る 外 部 サ ー ビ ス 利 用

型 指 定 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 又 は 外 部 サ

ー ビ ス 利 用 型 指 定 介 護 予 防 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 （ 横 浜 市 指 定

介 護 予 防 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 、 指 定 介 護 予 防 サ

ー ビ ス に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 等 の 基 準 に 関

す る 条 例 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 78 号 ） 第  208 条 に 規 定 す る

外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 指 定 介 護 予 防 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 を い う

。 以 下 同 じ 。 ） の 提 供 を 受 け て い な い も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ）

」 を 「 入 所 者 」 に 改 め 、 同 条 第 ２ 項 を 削 り 、 同 条 第 ３ 項 中 「 前 ２

項 」 を 「 前 項 」 に 改 め 、 「 及 び 一 般 入 所 者 」 を 削 り 、 同 項 を 同 条

第 ２ 項 と し 、 同 条 第 ４ 項 中 「 、 第 ２ 項 、 第 ８ 項 」 を 削 り 、 「 第 10

項 」 を 「 第 ７ 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ３ 項 と し 、 同 条 第 ５ 項 た

だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 り 、 同 項 を 同 条 第 ４ 項 と し 、

同 条 第 ６ 項 を 削 り 、 同 条 第 ７ 項 中 「 又 は 第 ２ 項 第 １ 号 イ 」 を 削 り

、 同 項 た だ し 書 を 削 り 、 同 項 を 同 条 第 ５ 項 と し 、 同 条 第 ８ 項 を 削

り 、 同 条 第 ９ 項 中 「 又 は 第 ２ 項 第 ２ 号 イ 」 を 削 り 、 同 項 を 同 条 第

６ 項 と し 、 同 条 第 10 項 中 「 又 は 第 ２ 項 第 ３ 号 」 を 削 り 、 同 項 た だ

し 書 を 削 り 、 同 項 を 同 条 第 ７ 項 と し 、 同 条 第 11 項 を 同 条 第 ８ 項 と

し 、 同 条 第 12 項 を 削 る 。  

  第 23 条 第 ３ 項 を 削 る 。  

  第 26 条 の 見 出 し を 「 （ 協 力 医 療 機 関 等 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 １ 項

を 次 の よ う に 改 め る 。  

   養 護 老 人 ホ ー ム は 、 入 所 者 の 病 状 の 急 変 等 に 備 え る た め 、 あ

ら か じ め 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 要 件 を 満 た す 協 力 医 療 機 関 （ 第 ３

号 の 要 件 を 満 た す 協 力 医 療 機 関 に あ っ て は 、 病 院 に 限 る 。 以 下

「 協 力 医 療 機 関 」 と い う 。 ） を 定 め て お か な け れ ば な ら な い 。

こ の 場 合 に お い て 、 当 該 各 号 に 掲 げ る 要 件 の 全 て を 満 た す こ と

と す る た め に 、 複 数 の 協 力 医 療 機 関 を 定 め る こ と が で き る 。  

  (1)  入 所 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 に お い て 、 医 師 又 は 看 護 職  
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   員 が 相 談 対 応 を 行 う 体 制 を 常 時 確 保 し て い る こ と 。  

  (2)  当 該 養 護 老 人 ホ ー ム か ら の 診 療 の 求 め が あ っ た 場 合 に お い  

   て 、 診 療 を 行 う 体 制 を 常 時 確 保 し て い る こ と 。  

  (3)  入 所 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 に お い て 、 当 該 養 護 老 人 ホ

ー ム の 医 師 又 は 協 力 医 療 機 関 そ の 他 の 医 療 機 関 の 医 師 が 診 療

を 行 い 、 入 院 を 要 す る と 認 め ら れ た 入 所 者 の 入 院 を 原 則 と し

て 受 け 入 れ る 体 制 を 確 保 し て い る こ と 。  

  第 26 条 中 第 ２ 項 を 第 ６ 項 と し 、 第 １ 項 の 次 に 次 の ４ 項 を 加 え る  

 。  

 ２  養 護 老 人 ホ ー ム は 、 １ 年 に １ 回 以 上 、 協 力 医 療 機 関 と の 間 で

、 入 所 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 の 対 応 を 確 認 す る と と も に 、

協 力 医 療 機 関 の 名 称 等 を 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

 ３  養 護 老 人 ホ ー ム は 、 感 染 症 の 予 防 及 び 感 染 症 の 患 者 に 対 す る

医 療 に 関 す る 法 律 （ 平 成 10 年 法 律 第  114 号 ） 第 ６ 条 第 17 項 に 規

定 す る 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 （ 次 項 に お い て 「 第 二 種 協 定 指

定 医 療 機 関 」 と い う 。 ） と の 間 で 、 新 興 感 染 症 （ 同 条 第 ７ 項 に

規 定 す る 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 感 染 症 、 同 条 第 ８ 項 に 規 定 す る

指 定 感 染 症 又 は 同 条 第 ９ 項 に 規 定 す る 新 感 染 症 を い う 。 次 項 に

お い て 同 じ 。 ） の 発 生 時 等 の 対 応 を 取 り 決 め る よ う に 努 め な け

れ ば な ら な い 。  

 ４  養 護 老 人 ホ ー ム は 、 協 力 医 療 機 関 が 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関

で あ る 場 合 に お い て は 、 当 該 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 と の 間 で

、 新 興 感 染 症 の 発 生 時 等 の 対 応 に つ い て 協 議 を 行 わ な け れ ば な

ら な い 。  

 ５  養 護 老 人 ホ ー ム は 、 入 所 者 が 協 力 医 療 機 関 そ の 他 の 医 療 機 関

に 入 院 し た 後 に 、 当 該 入 所 者 の 病 状 が 軽 快 し 、 退 院 が 可 能 と な

っ た 場 合 に お い て は 、 再 び 当 該 養 護 老 人 ホ ー ム に 速 や か に 入 所

さ せ る こ と が で き る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  別 表 を 削 る 。  

 （ 横 浜 市 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関 す る 条 例  

 の 一 部 改 正 ）  

第 ５ 条  横 浜 市 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関 す る

条 例 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 74 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。  

  目 次 中 「 第 32 条 の ２ 」 を 「 第 32 条 の ３ 」 に 改 め る 。  

  第 10 条 第 ２ 項 第 ２ 号 か ら 第 ５ 号 ま で の 規 定 中 「 に 規 定 す る 」 を  

 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め る 。  

  第 12 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ８  特 別 養 護 老 人 ホ ー ム に 横 浜 市 指 定 居 宅 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員

、 設 備 、 運 営 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例
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第 76 号 。 以 下 「 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第 91 条

第 １ 項 に 規 定 す る 指 定 通 所 介 護 事 業 所 、 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基 準

条 例 第  135 条 第 １ 項 に 規 定 す る 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 所 若

し く は 横 浜 市 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運

営 、 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支

援 の 方 法 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 78

号 ） 第  117 条 第 １ 項 に 規 定 す る 指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 生 活 介 護

事 業 所 （ 以 下 「 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 所 等 」 と い う 。 ） 、

横 浜 市 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の

基 準 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 77 号 。 以 下 「

指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 基 準 等 条 例 」 と い う 。 ） 第 60 条 の ３ 第

１ 項 に 規 定 す る 指 定 地 域 密 着 型 通 所 介 護 事 業 所 、 指 定 地 域 密 着

型 サ ー ビ ス 基 準 等 条 例 第 62 条 第 １ 項 に 規 定 す る 併 設 型 指 定 認 知

症 対 応 型 通 所 介 護 の 事 業 を 行 う 事 業 所 又 は 横 浜 市 指 定 地 域 密 着

型 介 護 予 防 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 、 指 定 地 域 密

着 型 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の

方 法 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 79 号 。

以 下 「 指 定 地 域 密 着 型 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 」 と い う 。

） 第 ６ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 併 設 型 指 定 介 護 予 防 認 知 症 対 応 型 通

所 介 護 の 事 業 を 行 う 事 業 所 が 併 設 さ れ る 場 合 に お い て は 、 当 該

併 設 さ れ る 事 業 所 の 生 活 相 談 員 、 栄 養 士 、 機 能 訓 練 指 導 員 又 は

調 理 員 そ の 他 の 従 業 者 に つ い て は 、 当 該 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム の

生 活 相 談 員 、 栄 養 士 、 機 能 訓 練 指 導 員 又 は 調 理 員 、 事 務 員 そ の

他 の 職 員 に よ り 当 該 事 業 所 の 利 用 者 の 処 遇 が 適 切 に 行 わ れ る と

認 め ら れ る と き は 、 こ れ を 置 か な い こ と が で き る 。  

  第 23 条 の ２ 中 「 医 師 」 の 次 に 「 及 び 第 28 条 第 １ 項 に 規 定 す る 協

力 医 療 機 関 の 協 力 を 得 て 、 当 該 医 師 及 び 当 該 協 力 医 療 機 関 」 を 加

え 、 同 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ２  特 別 養 護 老 人 ホ ー ム は 、 前 項 の 医 師 及 び 協 力 医 療 機 関 の 協 力

を 得 て 、 １ 年 に １ 回 以 上 、 緊 急 時 等 に お け る 対 応 方 法 の 見 直 し

を 行 い 、 必 要 に 応 じ て 緊 急 時 等 に お け る 対 応 方 法 の 変 更 を 行 わ

な け れ ば な ら な い 。  

  第 24 条 第 ２ 項 中 「 第 32 条 の ２ 」 を 「 第 32 条 の ３ 」 に 改 め る 。  

  第 28 条 の 見 出 し を 「 （ 協 力 医 療 機 関 等 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 １ 項

を 次 の よ う に 改 め る 。  

   特 別 養 護 老 人 ホ ー ム は 、 入 所 者 の 病 状 の 急 変 等 に 備 え る た め

、 あ ら か じ め 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 要 件 を 満 た す 協 力 医 療 機 関 （

第 ３ 号 の 要 件 を 満 た す 協 力 医 療 機 関 に あ っ て は 、 病 院 に 限 る 。

以 下 「 協 力 医 療 機 関 」 と い う 。 ） を 定 め て お か な け れ ば な ら な

い 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 各 号 に 掲 げ る 要 件 の 全 て を 満 た す
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こ と と す る た め に 、 複 数 の 協 力 医 療 機 関 を 定 め る こ と が で き る

。  

  (1)  入 所 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 に お い て 、 医 師 又 は 看 護 職

員 が 相 談 対 応 を 行 う 体 制 を 常 時 確 保 し て い る こ と 。  

  (2)  当 該 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム か ら の 診 療 の 求 め が あ っ た 場 合 に

お い て 、 診 療 を 行 う 体 制 を 常 時 確 保 し て い る こ と 。  

  (3)  入 所 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 に お い て 、 当 該 特 別 養 護 老

人 ホ ー ム の 医 師 又 は 協 力 医 療 機 関 そ の 他 の 医 療 機 関 の 医 師 が

診 療 を 行 い 、 入 院 を 要 す る と 認 め ら れ た 入 所 者 の 入 院 を 原 則

と し て 受 け 入 れ る 体 制 を 確 保 し て い る こ と 。  

  第 28 条 中 第 ２ 項 を 第 ６ 項 と し 、 第 １ 項 の 次 に 次 の ４ 項 を 加 え る  

 。  

 ２  特 別 養 護 老 人 ホ ー ム は 、 １ 年 に １ 回 以 上 、 協 力 医 療 機 関 と の

間 で 、 入 所 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 の 対 応 を 確 認 す る と と も

に 、 協 力 医 療 機 関 の 名 称 等 を 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

 ３  特 別 養 護 老 人 ホ ー ム は 、 感 染 症 の 予 防 及 び 感 染 症 の 患 者 に 対  

  す る 医 療 に 関 す る 法 律 （ 平 成 10 年 法 律 第  114 号 ） 第 ６ 条 第 17 項  

  に 規 定 す る 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 （ 次 項 に お い て 「 第 二 種 協  

  定 指 定 医 療 機 関 」 と い う 。 ） と の 間 で 、 新 興 感 染 症 （ 同 条 第 ７  

  項 に 規 定 す る 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 感 染 症 、 同 条 第 ８ 項 に 規 定  

  す る 指 定 感 染 症 又 は 同 条 第 ９ 項 に 規 定 す る 新 感 染 症 を い う 。 次  

  項 に お い て 同 じ 。 ） の 発 生 時 等 の 対 応 を 取 り 決 め る よ う に 努 め  

  な け れ ば な ら な い 。  

 ４  特 別 養 護 老 人 ホ ー ム は 、 協 力 医 療 機 関 が 第 二 種 協 定 指 定 医 療  

  機 関 で あ る 場 合 に お い て は 、 当 該 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 と の  

  間 で 、 新 興 感 染 症 の 発 生 時 等 の 対 応 に つ い て 協 議 を 行 わ な け れ  

  ば な ら な い 。  

 ５  特 別 養 護 老 人 ホ ー ム は 、 入 所 者 が 協 力 医 療 機 関 そ の 他 の 医 療  

  機 関 に 入 院 し た 後 に 、 当 該 入 所 者 の 病 状 が 軽 快 し 、 退 院 が 可 能  

  と な っ た 場 合 に お い て は 、 再 び 当 該 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム に 速 や  

  か に 入 所 さ せ る こ と が で き る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  第 ２ 章 中 第 32 条 の ２ の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

  （ 入 所 者 の 安 全 並 び に 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び 職 員 の 負 担  

  軽 減 に 資 す る 方 策 を 検 討 す る た め の 委 員 会 の 設 置 ）  

 第 32 条 の ３  特 別 養 護 老 人 ホ ー ム は 、 当 該 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム に  

  お け る 業 務 の 効 率 化 、 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 向 上 そ の 他 の 生 産 性  

  の 向 上 に 資 す る 取 組 の 促 進 を 図 る た め 、 当 該 特 別 養 護 老 人 ホ ー  

  ム に お け る 入 所 者 の 安 全 並 び に 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び 職  

  員 の 負 担 軽 減 に 資 す る 方 策 を 検 討 す る た め の 委 員 会 （ テ レ ビ 電  

  話 装 置 等 を 活 用 し て 行 う こ と が で き る も の と す る 。 ） を 定 期 的  
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  に 開 催 し な け れ ば な ら な い 。  

  第 41 条 中 第 ５ 項 を 第 ６ 項 と し 、 第 ４ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る  

 。  

 ５  ユ ニ ッ ト 型 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム の 施 設 長 は 、 ユ ニ ッ ト 型 施 設  

  の 管 理 等 に 係 る 研 修 を 受 講 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  第 43 条 中 「 第 32 条 の ２ 」 を 「 第 32 条 の ３ 」 に 改 め る 。  

  第 46 条 第 11 項 中 「 横 浜 市 指 定 居 宅 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備

、 運 営 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 76 号 。

以 下 「 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第  135 条 第 １ 項

に 規 定 す る 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 所 又 は 横 浜 市 指 定 介 護 予 防

サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 、 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス に

係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 等 の 基 準 に 関 す る 条 例

（ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 78 号 ） 第  117 条 第 １ 項 に 規 定 す る 指

定 介 護 予 防 短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 所 （ 以 下 「 指 定 短 期 入 所 生 活 介

護 事 業 所 等 」 と い う 。 ） 」 を 「 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 所 等 」

に 改 め 、 同 条 第 12 項 中 「 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 」 を 「 指 定

居 宅 サ ー ビ ス 基 準 条 例 」 に 、 「 横 浜 市 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス の

事 業 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基 準 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 24 年 12 月

横 浜 市 条 例 第 77 号 。 以 下 「 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 基 準 等 条 例 」

と い う 。 ） 」 を 「 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 基 準 等 条 例 」 に 、 「 横

浜 市 指 定 地 域 密 着 型 介 護 予 防 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運

営 、 指 定 地 域 密 着 型 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効

果 的 な 支 援 の 方 法 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条

例 第 79 号 。 以 下 「 指 定 地 域 密 着 型 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 」

と い う 。 ） 」 を 「 指 定 地 域 密 着 型 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 」

に 改 め る 。  

  第 49 条 中 「 、 第 32 条 の ２ 、 第 34 条 」 を 「 か ら 第 32 条 の ３ ま で 、  

 第 34 条 」 に 、 「 第 32 条 の ２ ま で 」 を 「 第 32 条 の ３ ま で 」 に 、 「 、  

 第 32 条 の ２ 、 第 35 条 」 を 「 か ら 第 32 条 の ３ ま で 、 第 35 条 」 に 改 め  

 る 。  

 （ 横 浜 市 軽 費 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関 す る 条 例 の 一  

 部 改 正 ）  

第 ６ 条  横 浜 市 軽 費 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関 す る 条 例

（ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 75 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る

。  

  第 ３ 条 第 ３ 項 中 「 横 浜 市 」 を 「 市 町 村 （ 特 別 区 を 含 む 。 以 下 同  

 じ 。 ） 」 に 改 め る 。  

  第 10 条 第 ２ 項 第 ２ 号 か ら 第 ５ 号 ま で の 規 定 中 「 に 規 定 す る 」 を  

 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め る 。  

  第 12 条 第 ４ 項 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  
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  第 13 条 第 ３ 項 第 ２ 号 中 「 磁 気 デ ィ ス ク 、 シ ー ・ デ ィ ー ・ ロ ム そ

の 他 こ れ ら に 準 ず る 方 法 に よ り 一 定 の 事 項 を 確 実 に 記 録 し て お く

こ と が で き る 物 」 を 「 電 磁 的 記 録 媒 体 （ 電 磁 的 記 録 （ 電 子 的 方 式

、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い

方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て 、 電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の 用 に

供 さ れ る も の を い う 。 第 35 条 第 １ 項 に お い て 同 じ 。 ） に 係 る 記 録

媒 体 を い う 。 ） 」 に 改 め る 。  

  第 28 条 中 第 ２ 項 を 第 ７ 項 と し 、 第 １ 項 の 次 に 次 の ５ 項 を 加 え る  

 。  

 ２  軽 費 老 人 ホ ー ム は 、 前 項 の 規 定 に 基 づ き 協 力 医 療 機 関 を 定 め

る に 当 た っ て は 、 次 に 掲 げ る 要 件 を 満 た す 協 力 医 療 機 関 を 定 め

る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  (1)  入 所 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 に お い て 、 医 師 又 は 看 護 職

員 が 相 談 対 応 を 行 う 体 制 を 常 時 確 保 し て い る こ と 。   

  (2)  当 該 軽 費 老 人 ホ ー ム か ら の 診 療 の 求 め が あ っ た 場 合 に お い

て 、 診 療 を 行 う 体 制 を 常 時 確 保 し て い る こ と 。  

 ３  軽 費 老 人 ホ ー ム は 、 １ 年 に １ 回 以 上 、 協 力 医 療 機 関 と の 間 で

、 入 所 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 の 対 応 を 確 認 す る と と も に 、

協 力 医 療 機 関 の 名 称 等 を 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

 ４  軽 費 老 人 ホ ー ム は 、 感 染 症 の 予 防 及 び 感 染 症 の 患 者 に 対 す る

医 療 に 関 す る 法 律 （ 平 成 10 年 法 律 第  114 号 ） 第 ６ 条 第 17 項 に 規

定 す る 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 （ 次 項 に お い て 「 第 二 種 協 定 指

定 医 療 機 関 」 と い う 。 ） と の 間 で 、 新 興 感 染 症 （ 同 条 第 ７ 項 に

規 定 す る 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 感 染 症 、 同 条 第 ８ 項 に 規 定 す る

指 定 感 染 症 又 は 同 条 第 ９ 項 に 規 定 す る 新 感 染 症 を い う 。 次 項 に

お い て 同 じ 。 ） の 発 生 時 等 の 対 応 を 取 り 決 め る よ う に 努 め な け

れ ば な ら な い 。  

 ５  軽 費 老 人 ホ ー ム は 、 協 力 医 療 機 関 が 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関

で あ る 場 合 に お い て は 、 当 該 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 と の 間 で

、 新 興 感 染 症 の 発 生 時 等 の 対 応 に つ い て 協 議 を 行 わ な け れ ば な

ら な い 。  

 ６  軽 費 老 人 ホ ー ム は 、 入 所 者 が 協 力 医 療 機 関 そ の 他 の 医 療 機 関

に 入 院 し た 後 に 、 当 該 入 所 者 の 病 状 が 軽 快 し 、 退 院 が 可 能 と な

っ た 場 合 に お い て は 、 再 び 当 該 軽 費 老 人 ホ ー ム に 速 や か に 入 所

さ せ る こ と が で き る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  第 29 条 の 見 出 し を 「 （ 掲 示 等 ） 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の １ 項 を 加

え る 。  

 ３  軽 費 老 人 ホ ー ム は 、 原 則 と し て 、 第 １ 項 に 規 定 す る 重 要 事 項

を 、 市 長 が 定 め る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 す る 方

法 に よ り 周 知 し な け れ ば な ら な い 。  
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  第 33 条 第 ２ 項 中 「 横 浜 市 が 派 遣 す る 」 を 「 市 町 村 等 が 派 遣 す る  

 」 に 、 「 横 浜 市 が 実 施 す る 」 を 「 市 町 村 が 実 施 す る 」 に 改 め る 。  

  第 35 条 第 １ 項 中 「 、 交 付 」 及 び 「 （ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ

の 他 人 の 知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ る

記 録 で あ っ て 、 電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の 用 に 供 さ れ る も の を

い う 。 ） 」 を 削 る 。  

  附 則 第 ５ 項 中 「 横 浜 市 」 を 「 市 町 村 」 に 改 め る 。  

  附 則 第 16 項 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

 （ 横 浜 市 指 定 居 宅 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基 準 に  

 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 ７ 条  横 浜 市 指 定 居 宅 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基

準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 76 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。  

  第 ７ 条 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第 ９ 条 第 ２ 項 第 ２ 号 中 「 磁 気 デ ィ ス ク 、 シ ー ・ デ ィ ー ・ ロ ム そ

の 他 こ れ ら に 準 ず る 方 法 に よ り 一 定 の 事 項 を 確 実 に 記 録 し て お く

こ と が で き る 物 」 を 「 電 磁 的 記 録 媒 体 （ 電 磁 的 記 録 （ 電 子 的 方 式

、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い

方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て 、 電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の 用 に

供 さ れ る も の を い う 。 第  257 条 第 １ 項 に お い て 同 じ 。 ） に 係 る 記

録 媒 体 を い う 。 ） 」 に 改 め る 。  

  第 24 条 中 第 ４ 号 を 第 ８ 号 と し 、 第 ３ 号 を 第 ７ 号 と し 、 第 ２ 号 の

次 に 次 の ４ 号 を 加 え る 。  

  (3)  指 定 訪 問 介 護 の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該 利 用 者 又 は 他 の 利

用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急 や む を 得 な い 場 合

を 除 き 、 身 体 的 拘 束 そ の 他 利 用 者 の 行 動 を 制 限 す る 行 為 （ 以

下 「 身 体 的 拘 束 等 」 と い う 。 ） を 行 っ て は な ら な い 。  

  (4)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 そ の 態 様 及 び 時 間 、 そ の 際

の 利 用 者 の 心 身 の 状 況 並 び に 緊 急 や む を 得 な い 理 由 （ 以 下 「

身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 」 と い う 。 ） を 記 録 し な け れ ば な ら な

い 。  

  (5)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (6)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合   

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又   

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら   

な い 。  

  第 34 条 の 見 出 し を 「 （ 掲 示 等 ） 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の １ 項 を 加  
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 え る 。  

 ３  指 定 訪 問 介 護 事 業 者 は 、 原 則 と し て 、 第 １ 項 に 規 定 す る 重 要

事 項 を 、 市 長 が 定 め る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 す

る 方 法 に よ り 周 知 し な け れ ば な ら な い 。  

  第 42 条 第 ２ 項 中 「 第 ５ 号 」 を 「 第 ６ 号 」 に 改 め 、 同 項 第 ２ 号 中

「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 項 第 ５ 号 中 「 に 規

定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ６ 号 と し 、 同

項 第 ４ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同

項 第 ５ 号 と し 、 同 項 第 ３ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」

に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ４ 号 と し 、 同 項 第 ２ 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加

え る 。  

  (3)  第 24 条 第 ４ 号 の 規 定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 の 記 録  

  第 45 条 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第 49 条 中 第 ６ 号 を 第 ９ 号 と し 、 第 ５ 号 を 削 り 、 同 条 第 ４ 号 中 「

も の 」 の 次 に 「 と し 、 こ れ ら の 者 の う ち １ 人 を 当 該 指 定 訪 問 入 浴

介 護 の 提 供 の 責 任 者 」 を 加 え 、 同 号 を 同 条 第 ８ 号 と し 、 同 条 中 第

３ 号 を 第 ７ 号 と し 、 第 ２ 号 の 次 に 次 の ４ 号 を 加 え る 。  

  (3)  指 定 訪 問 入 浴 介 護 の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該 利 用 者 又 は 他

の 利 用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急 や む を 得 な い

場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ て は な ら な い 。  

  (4)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 記   

録 し な け れ ば な ら な い 。  

  (5)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (6)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合   

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又   

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら   

な い 。  

  第 53 条 第 １ 項 第 １ 号 中 「 次 条 に お い て 準 用 す る 第 32 条 第 １ 項 」

を 「 前 条 第 １ 項 」 に 改 め 、 同 条 第 ２ 項 中 「 第 １ 号 」 の 次 に 「 及 び

第 ３ 号 か ら 第 ５ 号 ま で 」 を 加 え 、 「 ５ 年 間 」 を 「 ２ 年 間 」 に 改 め

、 「 か ら 第 ４ 号 ま で 」 を 削 り 、 「 ２ 年 間 」 を 「 ５ 年 間 」 に 改 め 、

同 項 第 ４ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を

同 項 第 ５ 号 と し 、 同 項 第 ３ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る

」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ４ 号 と し 、 同 項 第 ２ 号 中 「 に 規 定 す る 」

を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ３ 号 と し 、 同 項 第 １ 号

中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ２ 号

と し 、 同 号 の 前 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  
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  (1)  第 49 条 第 ４ 号 の 規 定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 の 記 録  

  第 57 条 第 １ 項 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第 63 条 中 第 ５ 号 を 第 ９ 号 と し 、 第 ４ 号 を 第 ８ 号 と し 、 第 ３ 号 を

第 ７ 号 と し 、 第 ２ 号 の 次 に 次 の ４ 号 を 加 え る 。  

  (3)  指 定 訪 問 看 護 の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該 利 用 者 又 は 他 の 利

用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急 や む を 得 な い 場 合

を 除 き 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ て は な ら な い 。  

  (4)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 記

録 し な け れ ば な ら な い 。  

  (5)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (6)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。  

  第 69 条 第 ２ 項 中 「 第 ３ 号 ま で 及 び 第 ５ 号 か ら 第 ７ 号 」 を 「 第 ４

号 ま で 及 び 第 ６ 号 か ら 第 ８ 号 」 に 、 「 第 ４ 号 」 を 「 第 ５ 号 」 に 改

め 、 同 項 第 ７ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同

号 を 同 項 第 ８ 号 と し 、 同 項 第 ６ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に

よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ７ 号 と し 、 同 項 第 ５ 号 中 「 に 規 定 す

る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ６ 号 と し 、 同 項 第

４ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第

５ 号 と し 、 同 項 第 ３ 号 を 同 項 第 ４ 号 と し 、 同 項 第 ２ 号 の 次 に 次 の

１ 号 を 加 え る 。  

  (3)  第 63 条 第 ４ 号 の 規 定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 の 記 録  

  第 72 条 第 １ 項 第 ２ 号 中 「 （ 以 下 「 理 学 療 法 士 等 」 と い う 。 ） 」

を 削 り 、 同 条 第 ３ 項 中 「 第 71 条 第 １ 項 」 の 次 に 「 か ら 第 ３ 項 ま で

」 を 加 え 、 「 、 第 １ 項 」 を 「 、 前 ３ 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ４

項 と し 、 同 条 第 ２ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ３  指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 所 が 法 第 72 条 第 １ 項 の 規 定

に よ り 法 第 41 条 第 １ 項 本 文 の 指 定 が あ っ た も の と み な さ れ た 介

護 老 人 保 健 施 設 又 は 介 護 医 療 院 で あ る 場 合 に つ い て は 、 介 護 老

人 保 健 施 設 の 人 員 、 施 設 及 び 設 備 並 び に 運 営 に 関 す る 基 準 （ 平

成 11 年 厚 生 省 令 第 40 号 。 以 下 「 介 護 老 人 保 健 施 設 基 準 」 と い う

。 ） 第 ２ 条 又 は 介 護 医 療 院 の 人 員 、 施 設 及 び 設 備 並 び に 運 営 に

関 す る 基 準 （ 平 成 30 年 厚 生 労 働 省 令 第 ５ 号 。 以 下 「 介 護 医 療 院

基 準 」 と い う 。 ） 第 ４ 条 に 規 定 す る 人 員 に 関 す る 基 準 を 満 た す

こ と を も っ て 、 前 項 に 規 定 す る 基 準 を 満 た し て い る も の と み な
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す こ と が で き る 。  

  第 76 条 中 「 理 学 療 法 士 等 が 」 を 「 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 又 は

言 語 聴 覚 士 が 」 に 改 め 、 同 条 第 ５ 号 中 「 理 学 療 法 士 等 」 を 「 理 学

療 法 士 、 作 業 療 法 士 、 言 語 聴 覚 士 」 に 改 め 、 「 指 定 居 宅 サ ー ビ ス

等 を い う 」 の 次 に 「 。 第  237 条 第 ２ 号 及 び 第  253 条 第 ２ 号 に お い

て 同 じ 」 を 加 え 、 同 号 を 同 条 第 ９ 号 と し 、 同 条 中 第 ４ 号 を 第 ８ 号

と し 、 第 ３ 号 を 第 ７ 号 と し 、 第 ２ 号 の 次 に 次 の ４ 号 を 加 え る 。  

  (3)  指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該 利

用 者 又 は 他 の 利 用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急 や

む を 得 な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ て は な ら な い 。  

  (4)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 記

録 し な け れ ば な ら な い 。  

  (5)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (6)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。  

  第 77 条 第 １ 項 中 「 理 学 療 法 士 等 」 を 「 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士

又 は 言 語 聴 覚 士 」 に 改 め 、 同 条 第 ３ 項 中 「 理 学 療 法 士 等 」 を 「 理

学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 若 し く は 言 語 聴 覚 士 」 に 改 め 、 同 条 第 ５ 項

中 「 第 ４ 項 」 を 「 第 ５ 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ６ 項 と し 、 同 条

第 ４ 項 中 「 理 学 療 法 士 等 」 を 「 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 若 し く は

言 語 聴 覚 士 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ５ 項 と し 、 同 条 第 ３ 項 の 次 に

次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ４  医 師 及 び 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 又 は 言 語 聴 覚 士 は 、 リ ハ ビ

リ テ ー シ ョ ン を 受 け て い た 医 療 機 関 か ら 退 院 し た 利 用 者 に 係 る

訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 計 画 の 作 成 に 当 た っ て は 、 当 該 医 療 機

関 が 作 成 し た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 実 施 計 画 書 等 に よ り 、 当 該 利

用 者 に 係 る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 情 報 を 把 握 し な け れ ば な ら な

い 。  

  第 79 条 第 ２ 項 中 「 及 び 第 ３ 号 か ら 第 ５ 号 」 を 「 、 第 ２ 号 及 び 第

４ 号 か ら 第 ６ 号 」 に 、 「 第 ２ 号 」 を 「 第 ３ 号 」 に 改 め 、 同 項 第 ５

号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ６

号 と し 、 同 項 第 ４ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め

、 同 号 を 同 項 第 ５ 号 と し 、 同 項 第 ３ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規

定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ４ 号 と し 、 同 項 第 ２ 号 中 「 に 規

定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ３ 号 と し 、 同
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項 第 １ 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (2)  第 76 条 第 ４ 号 の 規 定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 の 記 録  

  第 80 条 中 「 理 学 療 法 士 等 」 を 「 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 又 は 言  

 語 聴 覚 士 」 に 改 め る 。  

  第 86 条 第 １ 項 中 第 ７ 号 を 第 11 号 と し 、 第 ４ 号 か ら 第 ６ 号 ま で を

４ 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 ３ 号 の 次 に 次 の ４ 号 を 加 え る 。  

  (4)  指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該 利 用 者 又

は 他 の 利 用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急 や む を 得

な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ て は な ら な い 。  

  (5)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 記

録 し な け れ ば な ら な い 。  

  (6)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (7)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。  

  第 86 条 第 ２ 項 中 第 ７ 号 を 第 11 号 と し 、 第 ３ 号 か ら 第 ６ 号 ま で を

４ 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 ２ 号 の 次 に 次 の ４ 号 を 加 え る 。  

  (3)  指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該 利 用 者 又

は 他 の 利 用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急 や む を 得

な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ て は な ら な い 。  

  (4)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 記

録 し な け れ ば な ら な い 。  

  (5)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (6)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。  

  第 86 条 第 ３ 項 中 第 ４ 号 を 第 ８ 号 と し 、 第 ３ 号 を 第 ７ 号 と し 、 第

２ 号 の 次 に 次 の ４ 号 を 加 え る 。  

  (3)  指 定 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該 利 用 者 又

は 他 の 利 用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急 や む を 得

な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ て は な ら な い 。  

  (4)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 記
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録 し な け れ ば な ら な い 。  

  (5)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (6)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。  

  第 88 条 第 ２ 項 中 「 第 １ 号 」 の 次 に 「 及 び 第 ３ 号 か ら 第 ５ 号 ま で

」 を 加 え 、 「 ５ 年 間 」 を 「 ２ 年 間 」 に 改 め 、 「 か ら 第 ４ 号 ま で 」

を 削 り 、 「 ２ 年 間 」 を 「 ５ 年 間 」 に 改 め 、 同 項 第 ４ 号 中 「 に 規 定

す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ５ 号 と し 、 同 項

第 ３ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項

第 ４ 号 と し 、 同 項 第 ２ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に

改 め 、 同 号 を 同 項 第 ３ 号 と し 、 同 項 第 １ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「

の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ２ 号 と し 、 同 号 の 前 に 次 の

１ 号 を 加 え る 。  

  (1)  第 86 条 第 １ 項 第 ５ 号 、 第 ２ 項 第 ４ 号 及 び 第 ３ 項 第 ４ 号 の 規

定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 の 記 録  

  第 92 条 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第 96 条 中 第 ５ 号 を 第 ９ 号 と し 、 第 ４ 号 を 第 ８ 号 と し 、 第 ３ 号 を

第 ７ 号 と し 、 第 ２ 号 の 次 に 次 の ４ 号 を 加 え る 。  

  (3)  指 定 通 所 介 護 の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該 利 用 者 又 は 他 の 利

用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急 や む を 得 な い 場 合

を 除 き 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ て は な ら な い 。  

  (4)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 記

録 し な け れ ば な ら な い 。  

  (5)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (6)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。  

  第  103 条 第 ２ 項 中 「 及 び 第 ３ 号 か ら 第 ５ 号 ま で 」 を 「 か ら 第 ３

号 ま で 、 第 ５ 号 及 び 第 ６ 号 」 に 、 「 第 ２ 号 」 を 「 第 ４ 号 」 に 改 め

、 同 項 第 ５ 号 を 削 り 、 同 項 第 ４ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に

よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ６ 号 と し 、 同 項 第 ３ 号 中 「 に 規 定 す
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る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ５ 号 と し 、 同 項 第

２ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第

４ 号 と し 、 同 項 第 １ 号 の 次 に 次 の ２ 号 を 加 え る 。  

  (2)  第 96 条 第 ４ 号 の 規 定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 の 記 録  

  (3)  前 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 事 故 の 状 況 及 び 事 故 に 際 し て 採 っ

た 処 置 に つ い て の 記 録  

  第  107 条 中 「 第  103 条 第 ２ 項 第 ２ 号 」 を 「 第  103 条 第 ２ 項 第 ４

号 」 に 、 「 同 項 第 ３ 号 」 を 「 同 項 第 ５ 号 」 に 、 「 同 項 第 ４ 号 」 を

「 同 項 第 ６ 号 」 に 改 め る 。  

  第  124 条 第 ５ 項 中 「 第 ４ 項 」 を 「 第 ５ 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条

第 ６ 項 と し 、 同 条 第 ４ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ５  指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 所 が 法 第 72 条 第 １ 項 の 規 定

に よ り 法 第 41 条 第 １ 項 本 文 の 指 定 が あ っ た も の と み な さ れ た 介

護 老 人 保 健 施 設 又 は 介 護 医 療 院 で あ る 場 合 に つ い て は 、 介 護 老

人 保 健 施 設 基 準 第 ２ 条 又 は 介 護 医 療 院 基 準 第 ４ 条 に 規 定 す る 人

員 に 関 す る 基 準 を 満 た す こ と を も っ て 、 前 項 に 規 定 す る 基 準 を

満 た し て い る も の と み な す こ と が で き る 。  

  第  127 条 中 第 ５ 号 を 第 ９ 号 と し 、 第 ４ 号 を 第 ８ 号 と し 、 第 ３ 号

を 第 ７ 号 と し 、 第 ２ 号 の 次 に 次 の ４ 号 を 加 え る 。  

  (3)  指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該 利

用 者 又 は 他 の 利 用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急 や

む を 得 な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ て は な ら な い 。  

  (4)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 記

録 し な け れ ば な ら な い 。  

  (5)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (6)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。  

  第  128 条 第 １ 項 中 「 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 従 業 者 」 を 「 医 師

及 び 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 そ の 他 専 ら 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ

ョ ン の 提 供 に 当 た る 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 従 業 者 （ 以 下 「 医 師

等 の 従 業 者 」 と い う 。 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 ３ 項 中 「 通 所 リ ハ ビ リ

テ ー シ ョ ン 従 業 者 」 を 「 医 師 等 の 従 業 者 」 に 改 め 、 同 条 第 ６ 項 中

「 第 ４ 項 」 を 「 第 ５ 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ７ 項 と し 、 同 条 第

５ 項 を 同 条 第 ６ 項 と し 、 同 条 第 ４ 項 中 「 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

従 業 者 」 を 「 医 師 等 の 従 業 者 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ５ 項 と し 、
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同 条 第 ３ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ４  医 師 等 の 従 業 者 は 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 受 け て い た 医 療 機  

  関 か ら 退 院 し た 利 用 者 に 係 る 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 計 画 の 作  

  成 に 当 た っ て は 、 当 該 医 療 機 関 が 作 成 し た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン  

  実 施 計 画 書 等 に よ り 、 当 該 利 用 者 に 係 る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の  

  情 報 を 把 握 し な け れ ば な ら な い 。  

  第  132 条 第 ２ 項 中 「 及 び 第 ３ 号 か ら 第 ５ 号 」 を 「 、 第 ２ 号 及 び

第 ４ 号 か ら 第 ６ 号 」 に 、 「 第 ２ 号 」 を 「 第 ３ 号 」 に 改 め 、 同 項 第

５ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第

６ 号 と し 、 同 項 第 ４ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改

め 、 同 号 を 同 項 第 ５ 号 と し 、 同 項 第 ３ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の

規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ４ 号 と し 、 同 項 第 ２ 号 中 「 に

規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ３ 号 と し 、

同 項 第 １ 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (2)  第  127 条 第 ４ 号 の 規 定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 の 記 録  

  第  136 条 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第  142 条 第 ４ 項 中 「 身 体 的 拘 束 そ の 他 利 用 者 の 行 動 を 制 限 す る

行 為 （ 以 下 「 身 体 的 拘 束 等 」 と い う 。 ） 」 を 「 身 体 的 拘 束 等 」 に

改 め 、 同 条 第 ５ 項 中 「 そ の 態 様 及 び 時 間 、 そ の 際 の 利 用 者 の 心 身

の 状 況 並 び に 緊 急 や む を 得 な い 理 由 （ 以 下 「 身 体 的 拘 束 等 の 態 様

等 」 と い う 。 ） 」 を 「 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 」 に 改 め 、 同 条 中 第

８ 項 を 第 ９ 項 と し 、 第 ７ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ８  指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 者 は 、 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 を 図

る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

  (1)  身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を 検 討 す る 委 員 会 （ テ

レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し て 行 う こ と が で き る も の と す る 。 ）

を ３ 月 に １ 回 以 上 開 催 す る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 介

護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。  

  (2)  身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を 整 備 す る こ と 。  

  (3)  介 護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 対 し 、 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の

た め の 研 修 を 定 期 的 に 実 施 す る こ と 。    

  第  153 条 の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

  （ 利 用 者 の 安 全 並 び に 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び 職 員 の 負 担  

  軽 減 に 資 す る 方 策 を 検 討 す る た め の 委 員 会 の 設 置 ）  

 第  153 条 の ２  指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 者 は 、 当 該 指 定 短 期 入

所 生 活 介 護 事 業 所 に お け る 業 務 の 効 率 化 、 介 護 サ ー ビ ス の 質 の

向 上 そ の 他 の 生 産 性 の 向 上 に 資 す る 取 組 の 促 進 を 図 る た め 、 当

該 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 所 に お け る 利 用 者 の 安 全 並 び に 介

護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び 職 員 の 負 担 軽 減 に 資 す る 方 策 を 検 討

す る た め の 委 員 会 （ テ レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し て 行 う こ と が で
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き る も の と す る 。 ） を 定 期 的 に 開 催 し な け れ ば な ら な い 。  

  第  156 条 第 ２ 項 第 ２ 号 か ら 第 ６ 号 ま で の 規 定 中 「 に 規 定 す る 」  

 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め る 。  

  第  163 条 中 第 10 項 を 第 11 項 と し 、 第 ９ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え  

 る 。  

 10  ユ ニ ッ ト 型 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 者 は 、 身 体 的 拘 束 等 の

適 正 化 を 図 る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

  (1)  身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を 検 討 す る 委 員 会 （ テ

レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し て 行 う こ と が で き る も の と す る 。）

を ３ 月 に １ 回 以 上 開 催 す る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 介

護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。  

  (2)  身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を 整 備 す る こ と 。  

  (3)  介 護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 対 し 、 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の

た め の 研 修 を 定 期 的 に 実 施 す る こ と 。  

  第  168 条 中 第 ５ 項 を 第 ６ 項 と し 、 第 ４ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え  

 る 。  

 ５  ユ ニ ッ ト 型 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 所 の 管 理 者 は 、 ユ ニ ッ

ト 型 施 設 の 管 理 等 に 係 る 研 修 を 受 講 す る よ う 努 め な け れ ば な ら

な い 。  

  第  172 条 第 １ 項 第 ２ 号 を 削 り 、 同 項 第 ３ 号 中 「（ 前 号 に 該 当 す

る も の を 除 く 。 ） 」 を 削 り 、 同 号 を 同 項 第 ２ 号 と し 、 同 項 第 ４ 号

中 「 前 ２ 号 」 を 「 前 号 」 に 改 め 、 「 及 び 入 院 患 者 」 を 削 り 、 同 号

を 同 項 第 ３ 号 と し 、 同 項 第 ５ 号 を 同 項 第 ４ 号 と す る 。  

  第  173 条 第 １ 項 第 ２ 号 を 削 り 、 同 項 第 ３ 号 中 「 （ 指 定 介 護 療 養

型 医 療 施 設 で あ る も の を 除 く 。 ） 」 を 削 り 、 同 号 を 同 項 第 ２ 号 と

し 、 同 項 中 第 ４ 号 を 第 ３ 号 と し 、 第 ５ 号 を 第 ４ 号 と し 、 同 条 第 ２

項 中 「 前 項 第 ３ 号 及 び 第 ４ 号 」 を 「 前 項 第 ２ 号 及 び 第 ３ 号 」 に 改

め る 。  

  第  174 条 中 「 、 診 療 所 」 を 「 又 は 診 療 所 」 に 改 め 、 「 又 は 病 院

の 老 人 性 認 知 症 疾 患 療 養 病 棟 （ 健 康 保 険 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法

律 附 則 第  130 条 の ２ 第 １ 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も

の と さ れ た 介 護 保 険 法 施 行 令 第 ４ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 病 床 に よ り

構 成 さ れ る 病 棟 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 」 を 削 る 。  

  第  176 条 中 第 ８ 項 を 第 ９ 項 と し 、 第 ７ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え

る 。  

 ８  指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 者 は 、 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 を 図

る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

  (1)  身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を 検 討 す る 委 員 会 （ テ

レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し て 行 う こ と が で き る も の と す る 。 ）

を ３ 月 に １ 回 以 上 開 催 す る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 介
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護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。  

  (2)  身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を 整 備 す る こ と 。  

  (3)  介 護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 対 し 、 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の

た め の 研 修 を 定 期 的 に 実 施 す る こ と 。  

  第  184 条 第 ２ 号 中 「 若 し く は 」 を 「 又 は 」 に 改 め 、 「 又 は 老 人

性 認 知 症 疾 患 療 養 病 棟 を 有 す る 病 院 」 を 削 り 、 「 又 は 老 人 性 認 知

症 疾 患 療 養 病 棟 に 係 る 」 を 「 に 係 る 」 に 改 め る 。  

  第  185 条 第 ２ 項 第 ２ 号 か ら 第 ６ 号 ま で の 規 定 中 「 に 規 定 す る 」

を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め る 。  

  第  189 条 第 １ 項 中 「 ユ ニ ッ ト 型 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 の 」 を 「

介 護 老 人 保 健 施 設 で あ る ユ ニ ッ ト 型 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 の 」 に

、 「 次 の と お り 」 を 「 法 に 規 定 す る 介 護 老 人 保 健 施 設 と し て 必 要

と さ れ る 施 設 及 び 設 備 （ ユ ニ ッ ト 型 介 護 老 人 保 健 施 設 に 関 す る も

の に 限 る 。 ） を 有 す る こ と 」 に 改 め 、 同 項 各 号 を 削 り 、 同 条 第 ２

項 中 「 第  174 条 第 １ 項 」 の 次 に 「 及 び 第 ２ 項 」 を 加 え 、 「 前 項 」

を 「 前 ２ 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ３ 項 と し 、 同 条 第 １ 項 の 次 に

次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ２  介 護 医 療 院 で あ る ユ ニ ッ ト 型 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 所 の

設 備 に 関 す る 基 準 は 、 法 に 規 定 す る 介 護 医 療 院 と し て 必 要 と さ

れ る 施 設 及 び 設 備 （ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 に 関 す る も の に 限 る

。 ） を 有 す る こ と と す る 。  

  第  191 条 第 ５ 項 中 「 短 期 入 所 療 養 介 護 従 業 者 」 を 「 ユ ニ ッ ト 型

指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 従 業 者 」 に 改 め 、 同 条 中 第 10 項 を 第 11 項 と

し 、 第 ９ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 10  ユ ニ ッ ト 型 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 者 は 、 身 体 的 拘 束 等 の

適 正 化 を 図 る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

  (1)  身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を 検 討 す る 委 員 会 （ テ

レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し て 行 う こ と が で き る も の と す る 。）

を ３ 月 に １ 回 以 上 開 催 す る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 介

護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。  

  (2)  身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を 整 備 す る こ と 。  

  (3)  介 護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 対 し 、 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の

た め の 研 修 を 定 期 的 に 実 施 す る こ と 。  

  第  196 条 中 第 ５ 項 を 第 ６ 項 と し 、 第 ４ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え  

 る 。  

 ５  ユ ニ ッ ト 型 指 定 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 所 の 管 理 者 は 、 ユ ニ ッ

ト 型 施 設 の 管 理 等 に 係 る 研 修 を 受 講 す る よ う 努 め な け れ ば な ら

な い 。  

  第  200 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ９  次 に 掲 げ る 要 件 の い ず れ に も 適 合 す る 場 合 に お け る 第 １ 項 第



                     横 浜 市 報    号外第３ 令和６年３月29日 

76 

２ 号 ア 及 び 第 ２ 項 第 ２ 号 ア の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の

規 定 中 「 １ 」 と あ る の は 、 「  0.9 」 と す る 。  

  (1)  第  219 条 に お い て 準 用 す る 第  153 条 の ２ に 規 定 す る 委 員 会  

   に お い て 、 利 用 者 の 安 全 並 び に 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び  

   職 員 の 負 担 軽 減 を 図 る た め の 取 組 に 関 す る 次 に 掲 げ る 事 項 に  

   つ い て 必 要 な 検 討 を 行 い 、 及 び 当 該 事 項 の 実 施 を 定 期 的 に 確  

   認 し て い る こ と 。  

   ア  利 用 者 の 安 全 及 び 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保  

   イ  特 定 施 設 従 業 者 の 負 担 軽 減 及 び 勤 務 状 況 へ の 配 慮  

   ウ  緊 急 時 の 体 制 整 備  

   エ  業 務 の 効 率 化 、 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 向 上 等 に 資 す る 機 器  

    （ 次 号 に お い て 「 介 護 機 器 」 と い う 。 ） の 定 期 的 な 点 検  

   オ  特 定 施 設 従 業 者 に 対 す る 研 修  

  (2)  複 数 の 種 類 の 介 護 機 器 を 活 用 し て い る こ と 。  

  (3)  利 用 者 の 安 全 並 び に 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び 職 員 の 負  

   担 軽 減 を 図 る た め 、 特 定 施 設 従 業 者 間 の 適 切 な 役 割 分 担 を 行  

   っ て い る こ と 。  

  (4)  利 用 者 の 安 全 並 び に 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び 職 員 の 負  

   担 軽 減 を 図 る 取 組 に よ る 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び 職 員 の  

   負 担 軽 減 が 行 わ れ て い る と 認 め ら れ る こ と 。  

  第  201 条 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第  210 条 の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

  （ 口 腔 衛 生 の 管 理 ）  

 第  210 条 の ２  指 定 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 事 業 者 は 、 利 用 者 の

口 腔 の 健 康 の 保 持 を 図 り 、 自 立 し た 日 常 生 活 を 営 む こ と が で き

る よ う 、 口 腔 衛 生 の 管 理 体 制 を 整 備 し 、 各 利 用 者 の 状 態 に 応 じ

た 口 腔 衛 生 の 管 理 を 計 画 的 に 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

  第  216 条 中 第 ２ 項 を 第 ７ 項 と し 、 第 １ 項 の 次 に 次 の ５ 項 を 加 え

る 。  

 ２  指 定 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 事 業 者 は 、 前 項 の 規 定 に 基 づ き

協 力 医 療 機 関 を 定 め る に 当 た っ て は 、 次 に 掲 げ る 要 件 を 満 た す

協 力 医 療 機 関 を 定 め る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  (1)  利 用 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 に お い て 、 医 師 又 は 看 護 職

員 が 相 談 対 応 を 行 う 体 制 を 常 時 確 保 し て い る こ と 。  

  (2)  当 該 指 定 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 事 業 者 か ら の 診 療 の 求 め

が あ っ た 場 合 に お い て 、 診 療 を 行 う 体 制 を 常 時 確 保 し て い る

こ と 。  

  (3)  利 用 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 に お い て 、 協 力 医 療 機 関 そ

の 他 の 医 療 機 関 の 医 師 が 診 療 を 行 い 、 入 院 を 要 す る と 認 め ら

れ た 利 用 者 の 入 院 を 原 則 と し て 受 け 入 れ る 体 制 を 確 保 し て い
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る こ と 。  

 ３  指 定 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 事 業 者 は 、 １ 年 に １ 回 以 上 、 協

力 医 療 機 関 と の 間 で 、 利 用 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 の 対 応 を

確 認 す る と と も に 、 協 力 医 療 機 関 の 名 称 等 を 市 長 に 届 け 出 な け

れ ば な ら な い 。  

 ４  指 定 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 事 業 者 は 、 感 染 症 の 予 防 及 び 感

染 症 の 患 者 に 対 す る 医 療 に 関 す る 法 律 （ 平 成 10 年 法 律 第  114 号

） 第 ６ 条 第 17 項 に 規 定 す る 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 （ 次 項 に お

い て 「 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 」 と い う 。 ） と の 間 で 、 新 興 感

染 症 （ 同 条 第 ７ 項 に 規 定 す る 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 感 染 症 、 同

条 第 ８ 項 に 規 定 す る 指 定 感 染 症 又 は 同 条 第 ９ 項 に 規 定 す る 新 感

染 症 を い う 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） の 発 生 時 等 の 対 応 を 取 り 決

め る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

 ５  指 定 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 事 業 者 は 、 協 力 医 療 機 関 が 第 二

種 協 定 指 定 医 療 機 関 で あ る 場 合 に お い て は 、 当 該 第 二 種 協 定 指

定 医 療 機 関 と の 間 で 、 新 興 感 染 症 の 発 生 時 等 の 対 応 に つ い て 協

議 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

 ６  指 定 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 事 業 者 は 、 利 用 者 が 協 力 医 療 機

関 そ の 他 の 医 療 機 関 に 入 院 し た 後 に 、 当 該 利 用 者 の 病 状 が 軽 快

し 、 退 院 が 可 能 と な っ た 場 合 に お い て は 、 再 び 当 該 指 定 特 定 施

設 に 速 や か に 入 居 さ せ る こ と が で き る よ う に 努 め な け れ ば な ら

な い 。  

  第  218 条 第 ２ 項 第 ２ 号 か ら 第 ７ 号 ま で の 規 定 中 「 に 規 定 す る 」  

 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め る 。  

  第  219 条 中 「 及 び 第  146 条 」 を 「 、 第  146 条 及 び 第  153 条 の ２  

 」 に 改 め る 。  

  第  223 条 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第  229 条 第 ２ 項 第 ２ 号 か ら 第 ９ 号 ま で の 規 定 中 「 に 規 定 す る 」  

 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め る 。  

  第  230 条 中 「 第  209 条 ま で 」 の 次 に 「 、 第  210 条 の ２ 」 を 加 え  

 る 。  

  第  233 条 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第  237 条 中 第 ６ 号 を 第 11 号 と し 、 第 ５ 号 を 第 10 号 と し 、 第 ４ 号

を 第 ５ 号 と し 、 同 号 の 次 に 次 の ４ 号 を 加 え る 。  

  (6)  指 定 福 祉 用 具 貸 与 の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該 利 用 者 又 は 他

の 利 用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急 や む を 得 な い

場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ て は な ら な い 。  

  (7)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 記

録 し な け れ ば な ら な い 。  

  (8)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ
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の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (9)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。  

  第  237 条 中 第 ３ 号 を 第 ４ 号 と し 、 第 ２ 号 を 第 ３ 号 と し 、 第 １ 号

の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (2)  福 祉 用 具 及 び 法 第 ８ 条 第 13 項 に 規 定 す る 特 定 福 祉 用 具 の い

ず れ に も 該 当 す る 福 祉 用 具 （ 以 下 「 対 象 福 祉 用 具 」 と い う 。

） に 係 る 指 定 福 祉 用 具 貸 与 の 提 供 に 当 た っ て は 、 利 用 者 が 指

定 福 祉 用 具 貸 与 又 は 指 定 特 定 福 祉 用 具 販 売 の い ず れ か を 選 択

で き る こ と に つ い て 十 分 な 説 明 を 行 っ た 上 で 、 利 用 者 の 当 該

選 択 に 当 た っ て 必 要 な 情 報 を 提 供 す る と と も に 、 医 師 、 理 学

療 法 士 、 作 業 療 法 士 、 言 語 聴 覚 士 、 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 の 原 案

に 位 置 付 け た 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の 担 当 者 そ の 他 の 関 係 者 の

意 見 及 び 利 用 者 の 身 体 の 状 況 等 を 踏 ま え 、 提 案 を 行 う も の と

す る 。  

  第  238 条 第 １ 項 中 「 内 容 等 」 を 「 内 容 、 第 ５ 項 に 規 定 す る モ ニ

タ リ ン グ を 行 う 時 期 等 」 に 改 め 、 同 条 第 ６ 項 を 同 条 第 ８ 項 と し 、

同 条 第 ５ 項 中 「 福 祉 用 具 貸 与 計 画 の 作 成 後 、 当 該 福 祉 用 具 貸 与 計

画 の 実 施 状 況 の 把 握 を 行 い 」 を 「 モ ニ タ リ ン グ の 結 果 を 踏 ま え 」

に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ７ 項 と し 、 同 条 第 ４ 項 の 次 に 次 の ２ 項 を 加

え る 。  

 ５  福 祉 用 具 専 門 相 談 員 は 、 福 祉 用 具 貸 与 計 画 の 作 成 後 、 福 祉 用

具 貸 与 計 画 の 実 施 状 況 の 把 握 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 モ ニ タ リ

ン グ 」 と い う 。 ） を 行 う も の と す る 。 た だ し 、 対 象 福 祉 用 具 に

係 る 指 定 福 祉 用 具 貸 与 の 提 供 に 当 た っ て は 、 福 祉 用 具 貸 与 計 画

に 基 づ く サ ー ビ ス 提 供 の 開 始 時 か ら ６ 月 を 経 過 す る ま で の 間 に

少 な く と も １ 回 モ ニ タ リ ン グ を 行 い 、 そ の 継 続 の 必 要 性 に つ い

て 検 討 を 行 う も の と す る 。  

 ６  福 祉 用 具 専 門 相 談 員 は 、 モ ニ タ リ ン グ の 結 果 を 記 録 し 、 当 該

記 録 を サ ー ビ ス の 提 供 に 係 る 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 を 作 成 し た 指 定

居 宅 介 護 支 援 事 業 者 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。  

  第  243 条 の 見 出 し 中 「 掲 示 」 を 「 掲 示 等 」 に 改 め 、 同 条 中 第 ３

項 を 第 ４ 項 と し 、 第 ２ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ３  指 定 福 祉 用 具 貸 与 事 業 者 は 、 原 則 と し て 、 第 １ 項 に 規 定 す る

重 要 事 項 を 、 市 長 が 定 め る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利

用 す る 方 法 に よ り 周 知 し な け れ ば な ら な い 。  
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  第  244 条 第 ２ 項 中 「 、 第 ２ 号 及 び 第 ４ 号 か ら 第 ６ 号 」 を 「 か ら

第 ３ 号 ま で 及 び 第 ５ 号 か ら 第 ７ 号 」 に 、 「 第 ３ 号 」 を 「 第 ４ 号 」

に 改 め 、 同 項 第 ６ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め

、 同 号 を 同 項 第 ７ 号 と し 、 同 項 第 ５ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規

定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ６ 号 と し 、 同 項 第 ４ 号 中 「 に 規

定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ５ 号 と し 、 同

項 第 ３ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同

項 第 ４ 号 と し 、 同 項 第 ２ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」

に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ３ 号 と し 、 同 項 第 １ 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加

え る 。  

  (2)  第  237 条 第 ７ 号 の 規 定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 の 記 録  

  第  248 条 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第  253 条 中 第 ４ 号 を 第 10 号 と し 、 第 ３ 号 を 第 ４ 号 と し 、 同 号 の

次 に 次 の ５ 号 を 加 え る 。  

  (5)  対 象 福 祉 用 具 に 係 る 指 定 特 定 福 祉 用 具 販 売 の 提 供 に 当 た っ

て は 、 利 用 者 等 か ら の 要 請 等 に 応 じ て 、 販 売 し た 福 祉 用 具 の

使 用 状 況 を 確 認 す る よ う 努 め る と と も に 、 必 要 な 場 合 は 、 使

用 方 法 の 指 導 、 修 理 等 を 行 う よ う 努 め る も の と す る 。  

  (6)  指 定 特 定 福 祉 用 具 販 売 の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該 利 用 者 又

は 他 の 利 用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急 や む を 得

な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ て は な ら な い 。  

  (7)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 記

録 し な け れ ば な ら な い 。  

  (8)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (9)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。  

  第  253 条 中 第 ２ 号 を 第 ３ 号 と し 、 第 １ 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え  

 る 。  

  (2)  対 象 福 祉 用 具 に 係 る 指 定 特 定 福 祉 用 具 販 売 の 提 供 に 当 た っ

て は 、 利 用 者 が 指 定 福 祉 用 具 貸 与 又 は 指 定 特 定 福 祉 用 具 販 売

の い ず れ か を 選 択 で き る こ と に つ い て 十 分 な 説 明 を 行 っ た 上

で 、 利 用 者 の 当 該 選 択 に 当 た っ て 必 要 な 情 報 を 提 供 す る と と

も に 、 医 師 、 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 、 言 語 聴 覚 士 、 居 宅 サ

ー ビ ス 計 画 の 原 案 に 位 置 付 け た 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の 担 当 者

そ の 他 の 関 係 者 の 意 見 及 び 利 用 者 の 身 体 の 状 況 等 を 踏 ま え 、
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提 案 を 行 う も の と す る 。  

  第  254 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ５  福 祉 用 具 専 門 相 談 員 は 、 対 象 福 祉 用 具 に 係 る 指 定 特 定 福 祉 用

具 販 売 の 提 供 に 当 た っ て は 、 特 定 福 祉 用 具 販 売 計 画 の 作 成 後 、

当 該 特 定 福 祉 用 具 販 売 計 画 に 記 載 し た 目 標 の 達 成 状 況 の 確 認 を

行 う も の と す る 。  

  第  255 条 第 ２ 項 中 「 第 ５ 号 」 を 「 第 ６ 号 」 に 改 め 、 同 項 第 ２ 号

中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 項 第 ５ 号 中 「 に

規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ６ 号 と し 、

同 項 第 ４ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を

同 項 第 ５ 号 と し 、 同 項 第 ３ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る

」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ４ 号 と し 、 同 項 第 ２ 号 の 次 に 次 の １ 号 を

加 え る 。  

  (3)  第  253 条 第 ７ 号 の 規 定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 の 記 録  

  第  257 条 第 １ 項 中 「 （ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚

に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て

、 電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の 用 に 供 さ れ る も の を い う 。 ） 」 を

削 る 。  

 （ 横 浜 市 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の  

 基 準 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 ８ 条  横 浜 市 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 、 運 営

等 の 基 準 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 77 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ７ 条 第 ５ 項 中 第 11 号 を 削 り 、 第 12 号 を 第 11 号 と し 、 同 条 第 ６

項 た だ し 書 中 「 同 一 施 設 内 」 を 「 同 一 敷 地 内 」 に 改 め る 。  

  第 ８ 条 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第 10 条 第 ２ 項 第 ２ 号 中 「 磁 気 デ ィ ス ク 、 シ ー ・ デ ィ ー ・ ロ ム そ

の 他 こ れ ら に 準 ず る 方 法 に よ り 一 定 の 事 項 を 確 実 に 記 録 し て お く

こ と が で き る 物 」 を 「 電 磁 的 記 録 媒 体 （ 電 磁 的 記 録 （ 電 子 的 方 式

、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い

方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て 、 電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の 用 に

供 さ れ る も の を い う 。 第  194 条 第 １ 項 に お い て 同 じ 。） に 係 る 記

録 媒 体 を い う 。 ） 」 に 改 め る 。  

  第 25 条 中 第 ９ 号 を 第 13 号 と し 、 第 ８ 号 を 第 12 号 と し 、 第 ７ 号 の

次 に 次 の ４ 号 を 加 え る 。  

  (8)  指 定 定 期 巡 回 ・ 随 時 対 応 型 訪 問 介 護 看 護 の 提 供 に 当 た っ て

は 、 当 該 利 用 者 又 は 他 の 利 用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る

た め 緊 急 や む を 得 な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 そ の 他 利 用 者

の 行 動 を 制 限 す る 行 為 （ 以 下 「 身 体 的 拘 束 等 」 と い う 。 ） を

行 っ て は な ら な い 。  



                     横 浜 市 報    号外第３ 令和６年３月29日 

81 

  (9)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 そ の 態 様 及 び 時 間 、 そ の 際

の 利 用 者 の 心 身 の 状 況 並 び に 緊 急 や む を 得 な い 理 由 （ 以 下 「

身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 」 と い う 。 ） を 記 録 し な け れ ば な ら な

い 。  

  (10)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (11)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。  

  第 35 条 の 見 出 し を 「 （ 掲 示 等 ） 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の １ 項 を 加

え る 。  

 ３  指 定 定 期 巡 回 ・ 随 時 対 応 型 訪 問 介 護 看 護 事 業 者 は 、 原 則 と し

て 、 第 １ 項 に 規 定 す る 重 要 事 項 を 、 市 長 が 定 め る と こ ろ に よ り

、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 す る 方 法 に よ り 周 知 し な け れ ば な ら な

い 。  

  第 43 条 第 ２ 項 中 「 第 ８ 号 」 を 「 第 ９ 号 」 に 改 め 、 同 項 第 ３ 号 中

「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 項 第 ８ 号 中 「 に 規

定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ９ 号 と し 、 同

項 第 ７ 号 を 同 項 第 ８ 号 と し 、 同 項 第 ６ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の

規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ７ 号 と し 、 同 項 第 ５ 号 中 「 に

規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ６ 号 と し 、

同 項 第 ４ 号 を 同 項 第 ５ 号 と し 、 同 項 第 ３ 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え

る 。  

  (4)  第 25 条 第 ９ 号 の 規 定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 の 記 録  

  第 48 条 第 ４ 項 中 第 11 号 を 削 り 、 第 12 号 を 第 11 号 と す る 。  

  第 49 条 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 の 」 を 削 る 。  

  第 52 条 中 第 ７ 号 を 第 11 号 と し 、 第 ６ 号 を 第 10 号 と し 、 第 ５ 号 を

第 ９ 号 と し 、 第 ４ 号 の 次 に 次 の ４ 号 を 加 え る 。  

  (5)  指 定 夜 間 対 応 型 訪 問 介 護 の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該 利 用 者

又 は 他 の 利 用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急 や む を

得 な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ て は な ら な い 。  

  (6)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 記

録 し な け れ ば な ら な い 。  

  (7)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  
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  (8)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。  

  第 59 条 第 ２ 項 中 「 及 び 第 ３ 号 か ら 第 ５ 号 」 を 「 、 第 ２ 号 及 び 第

４ 号 か ら 第 ６ 号 」 に 、 「 第 ２ 号 」 を 「 第 ３ 号 」 に 改 め 、 同 項 第 ５

号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ６

号 と し 、 同 項 第 ４ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め

、 同 号 を 同 項 第 ５ 号 と し 、 同 項 第 ３ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規

定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ４ 号 と し 、 同 項 第 ２ 号 中 「 に 規

定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ３ 号 と し 、 同

項 第 １ 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (2)  第 52 条 第 ６ 号 の 規 定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 の 記 録  

  第 60 条 の ４ た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第 60 条 の ９ 中 第 ７ 号 を 第 11 号 と し 、 第 ６ 号 を 第 10 号 と し 、 第 ５

号 を 第 ９ 号 と し 、 第 ４ 号 の 次 に 次 の ４ 号 を 加 え る 。  

  (5)  指 定 地 域 密 着 型 通 所 介 護 の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該 利 用 者

又 は 他 の 利 用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急 や む を

得 な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ て は な ら な い 。  

  (6)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 記

録 し な け れ ば な ら な い 。  

  (7)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (8)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。  

  第 60 条 の 19 第 ２ 項 中 「 第 ３ 号 ま で 、 第 ５ 号 及 び 第 ６ 号 」 を 「 第

４ 号 ま で 、 第 ６ 号 及 び 第 ７ 号 」 に 、 「 第 ４ 号 」 を 「 第 ５ 号 」 に 改

め 、 同 項 第 ６ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同

号 を 同 項 第 ７ 号 と し 、 同 項 第 ５ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に

よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ６ 号 と し 、 同 項 第 ４ 号 中 「 に 規 定 す

る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ５ 号 と し 、 同 項 第

３ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第

４ 号 と し 、 同 項 第 ２ 号 を 同 項 第 ３ 号 と し 、 同 項 第 １ 号 の 次 に 次 の

１ 号 を 加 え る 。  

  (2)  第 60 条 の ９ 第 ６ 号 の 規 定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 の 記  

   録  
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  第 60 条 の 20 の ４ 中 「 第 60 条 の 19 第 ２ 項 第 ４ 号 」 を 「 第 60 条 の 19

第 ２ 項 第 ５ 号 」 に 、 「 同 項 第 ５ 号 」 を 「 同 項 第 ６ 号 」 に 、 「 同 項

第 ６ 号 」 を 「 同 項 第 ７ 号 」 に 改 め る 。  

  第 60 条 の 24 第 １ 項 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第 60 条 の 30 中 第 ６ 号 を 第 10 号 と し 、 第 ３ 号 か ら 第 ５ 号 ま で を ４

号 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 ２ 号 の 次 に 次 の ４ 号 を 加 え る 。  

  (3)  指 定 療 養 通 所 介 護 の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該 利 用 者 又 は 他

の 利 用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急 や む を 得 な い

場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ て は な ら な い 。  

  (4)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 記

録 し な け れ ば な ら な い 。  

  (5)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (6)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。  

  第 60 条 の 37 第 ２ 項 中 「 、 第 ２ 号 及 び 第 ４ 号 か ら 第 ７ 号 」 を 「 か

ら 第 ３ 号 ま で 及 び 第 ５ 号 か ら 第 ８ 号 」 に 、 「 第 ３ 号 」 を 「 第 ４ 号

」 に 改 め 、 同 項 第 ７ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改

め 、 同 号 を 同 項 第 ８ 号 と し 、 同 項 第 ６ 号 を 同 項 第 ７ 号 と し 、 同 項

第 ５ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項

第 ６ 号 と し 、 同 項 第 ４ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に

改 め 、 同 号 を 同 項 第 ５ 号 と し 、 同 項 第 ３ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「

の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ４ 号 と し 、 同 項 中 第 ２ 号 を

第 ３ 号 と し 、 第 １ 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (2)  第 60 条 の 30 第 ４ 号 の 規 定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 の 記  

   録  

  第 63 条 第 １ 項 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第 66 条 第 ２ 項 中 「 介 護 保 険 施 設 若 し く は 」 の 次 に 「 健 康 保 険 法

等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 18 年 法 律 第 83 号 ） 第 26 条 の 規 定 に

よ る 改 正 前 の 法 第 48 条 第 １ 項 第 ３ 号 に 規 定 す る 」 を 加 え る 。  

  第 67 条 第 １ 項 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第 71 条 中 第 ７ 号 を 第 11 号 と し 、 第 ６ 号 を 第 10 号 と し 、 第 ５ 号 を

第 ９ 号 と し 、 第 ４ 号 の 次 に 次 の ４ 号 を 加 え る 。  

  (5)  指 定 認 知 症 対 応 型 通 所 介 護 の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該 利 用

者 又 は 他 の 利 用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急 や む

を 得 な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ て は な ら な い 。  
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  (6)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 記

録 し な け れ ば な ら な い 。  

  (7)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (8)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。  

  第 80 条 第 ２ 項 中 「 及 び 第 ３ 号 か ら 第 ６ 号 」 を 「 、 第 ２ 号 及 び 第

４ 号 か ら 第 ７ 号 」 に 、 「 第 ２ 号 」 を 「 第 ３ 号 」 に 改 め 、 同 項 第 ６

号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ７

号 と し 、 同 項 第 ５ 号 を 同 項 第 ６ 号 と し 、 同 項 第 ４ 号 中 「 に 規 定 す

る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ５ 号 と し 、 同 項 第

３ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第

４ 号 と し 、 同 項 第 ２ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改

め 、 同 号 を 同 項 第 ３ 号 と し 、 同 項 第 １ 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る

。  

  (2)  第 71 条 第 ６ 号 の 規 定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 の 記 録  

  第 83 条 第 ６ 項 の 表 中 「 、 指 定 介 護 療 養 型 医 療 施 設 （ 医 療 法 （ 昭

和 23 年 法 律 第  205 号 ） 第 ７ 条 第 ２ 項 第 ４ 号 に 規 定 す る 療 養 病 床 を

有 す る 診 療 所 で あ る も の に 限 る 。 ） 」 を 削 る 。  

  第 84 条 第 １ 項 た だ し 書 中 「 当 該 指 定 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事

業 所 に 併 設 す る 前 条 第 ６ 項 の 表 の 当 該 指 定 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介

護 事 業 所 に 中 欄 に 掲 げ る 施 設 等 の い ず れ か が 併 設 さ れ て い る 場 合

の 項 の 中 欄 に 掲 げ る 施 設 等 の 職 務 、 同 一 敷 地 内 の 指 定 定 期 巡 回 ・

随 時 対 応 型 訪 問 介 護 看 護 事 業 所 の 職 務 （ 当 該 指 定 定 期 巡 回 ・ 随 時

対 応 型 訪 問 介 護 看 護 事 業 者 が 、 指 定 夜 間 対 応 型 訪 問 介 護 事 業 者 、

指 定 訪 問 介 護 事 業 者 又 は 指 定 訪 問 看 護 事 業 者 の 指 定 を 併 せ て 受 け

、 一 体 的 な 運 営 を 行 っ て い る 場 合 に は 、 こ れ ら の 事 業 に 係 る 職 務

を 含 む 。 ） 若 し く は 介 護 予 防 ・ 日 常 生 活 支 援 総 合 事 業 （ 第 １ 号 介

護 予 防 支 援 事 業 を 除 く 。 ） 」 を 「 他 の 事 業 所 、 施 設 等 の 職 務 」 に

改 め る 。  

  第 93 条 第 ５ 号 中 「 身 体 的 拘 束 そ の 他 利 用 者 の 行 動 を 制 限 す る 行

為 （ 以 下 「 身 体 的 拘 束 等 」 と い う 。 ） 」 を 「 身 体 的 拘 束 等 」 に 改

め 、 同 条 第 ６ 号 中 「 そ の 態 様 及 び 時 間 、 そ の 際 の 利 用 者 の 心 身 の

状 況 並 び に 緊 急 や む を 得 な い 理 由 （ 以 下 こ の 条 及 び 第  109 条 第 ２

項 第 ３ 号 に お い て 「 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 」 と い う 。 ） 」 を 「 身

体 的 拘 束 等 の 態 様 等 」 に 改 め 、 同 条 中 第 10 号 を 第 11 号 と し 、 第 ７



                     横 浜 市 報    号外第３ 令和６年３月29日 

85 

号 か ら 第 ９ 号 ま で を １ 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 ６ 号 の 次 に 次 の １ 号 を

加 え る 。  

  (7)  指 定 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 者 は 、 身 体 的 拘 束 等 の 適

正 化 を 図 る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

   ア  身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を 検 討 す る 委 員 会 （  

    テ レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し て 行 う こ と が で き る も の と す る  

    。 ） を ３ 月 に １ 回 以 上 開 催 す る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い  

    て 、 介 護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。  

   イ  身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を 整 備 す る こ と 。  

   ウ  介 護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 対 し 、 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化  

    の た め の 研 修 を 定 期 的 に 実 施 す る こ と 。  

  第  108 条 の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

  （ 利 用 者 の 安 全 並 び に 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び 職 員 の 負 担  

  軽 減 に 資 す る 方 策 を 検 討 す る た め の 委 員 会 の 設 置 ）  

 第  108 条 の ２  指 定 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 者 は 、 当 該 指 定

小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 に お け る 業 務 の 効 率 化 、 介 護 サ

ー ビ ス の 質 の 向 上 そ の 他 の 生 産 性 の 向 上 に 資 す る 取 組 の 促 進 を

図 る た め 、 当 該 指 定 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 に お け る 利

用 者 の 安 全 並 び に 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び 職 員 の 負 担 軽 減

に 資 す る 方 策 を 検 討 す る た め の 委 員 会 （ テ レ ビ 電 話 装 置 等 を 活

用 し て 行 う こ と が で き る も の と す る 。 ） を 定 期 的 に 開 催 し な け

れ ば な ら な い 。  

  第  109 条 第 ２ 項 中 「 第 ４ 号 」 を 「 第 ３ 号 」 に 、 「 第 ６ 号 」 を 「

第 ５ 号 」 に 、 「 第 ５ 号 」 を 「 第 ４ 号 」 に 改 め 、 同 項 第 ３ 号 中 「 に

規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 項 第 ４ 号 を 削 り 、 同 項

第 ５ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項

第 ４ 号 と し 、 同 項 第 ６ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に

改 め 、 同 号 を 同 項 第 ５ 号 と し 、 同 項 第 ７ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「

の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ６ 号 と し 、 同 項 第 ８ 号 中 「

に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ７ 号 と し

、 同 項 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (8)  次 条 に お い て 準 用 す る 第 60 条 の 17 第 ２ 項 に 規 定 す る 報 告 、

評 価 、 要 望 、 助 言 等 の 記 録  

  第  113 条 第 １ 項 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 及 び 「 若 し く

は 併 設 す る 指 定 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 若 し く は 指 定 看 護

小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 」 を 削 る 。  

  第  119 条 第 ６ 項 中 「 そ の 態 様 及 び 時 間 、 そ の 際 の 利 用 者 の 心 身

の 状 況 並 び に 緊 急 や む を 得 な い 理 由 （ 以 下 こ の 条 及 び 第  129 条 第

２ 項 第 ３ 号 に お い て 「 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 」 と い う 。 ） 」 を 「

身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 」 に 改 め る 。  
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  第  123 条 た だ し 書 中 「 こ れ ら の 事 業 所 、 施 設 等 が 同 一 敷 地 内 に

あ る こ と 等 に よ り 」 を 削 る 。  

  第  127 条 中 第 ３ 項 を 第 ８ 項 と し 、 第 ２ 項 を 第 ７ 項 と し 、 第 １ 項

の 次 に 次 の ５ 項 を 加 え る 。  

 ２  指 定 認 知 症 対 応 型 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 前 項 の 規 定 に 基 づ

き 協 力 医 療 機 関 を 定 め る に 当 た っ て は 、 次 に 掲 げ る 要 件 を 満 た

す 協 力 医 療 機 関 を 定 め る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  (1)  利 用 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 に お い て 、 医 師 又 は 看 護 職

員 が 相 談 対 応 を 行 う 体 制 を 常 時 確 保 し て い る こ と 。  

  (2)  当 該 指 定 認 知 症 対 応 型 共 同 生 活 介 護 事 業 者 か ら の 診 療 の 求

め が あ っ た 場 合 に お い て 、 診 療 を 行 う 体 制 を 常 時 確 保 し て い

る こ と 。  

 ３  指 定 認 知 症 対 応 型 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 １ 年 に １ 回 以 上 、

協 力 医 療 機 関 と の 間 で 、 利 用 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 の 対 応

を 確 認 す る と と も に 、 協 力 医 療 機 関 の 名 称 等 を 市 長 に 届 け 出 な

け れ ば な ら な い 。  

 ４  指 定 認 知 症 対 応 型 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 感 染 症 の 予 防 及 び

感 染 症 の 患 者 に 対 す る 医 療 に 関 す る 法 律 （ 平 成 10 年 法 律 第  114  

号 ） 第 ６ 条 第 17 項 に 規 定 す る 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 （ 以 下 「

第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 」 と い う 。 ） と の 間 で 、 新 興 感 染 症 （

同 条 第 ７ 項 に 規 定 す る 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 感 染 症 、 同 条 第 ８

項 に 規 定 す る 指 定 感 染 症 又 は 同 条 第 ９ 項 に 規 定 す る 新 感 染 症 を

い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 発 生 時 等 の 対 応 を 取 り 決 め る よ う に 努 め

な け れ ば な ら な い 。  

 ５  指 定 認 知 症 対 応 型 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 協 力 医 療 機 関 が 第

二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 で あ る 場 合 に お い て は 、 当 該 第 二 種 協 定

指 定 医 療 機 関 と の 間 で 、 新 興 感 染 症 の 発 生 時 等 の 対 応 に つ い て

協 議 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

 ６  指 定 認 知 症 対 応 型 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 利 用 者 が 協 力 医 療

機 関 そ の 他 の 医 療 機 関 に 入 院 し た 後 に 、 当 該 利 用 者 の 病 状 が 軽

快 し 、 退 院 が 可 能 と な っ た 場 合 に お い て は 、 再 び 当 該 指 定 認 知

症 対 応 型 共 同 生 活 介 護 事 業 所 に 速 や か に 入 居 さ せ る こ と が で き

る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  第  129 条 第 ２ 項 第 ２ 号 か ら 第 ６ 号 ま で の 規 定 中 「 に 規 定 す る 」

を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め る 。  

  第  130 条 中 「 及 び 第  106 条 」 を 「 、 第  106 条 及 び 第  108 条 の ２

」 に 改 め る 。  

  第  132 条 第 ７ 項 中 第 ２ 号 を 削 り 、 第 ３ 号 を 第 ２ 号 と し 、 同 条 に

次 の １ 項 を 加 え る 。  

 11  次 に 掲 げ る 要 件 の い ず れ に も 適 合 す る 場 合 に お け る 第 １ 項 第
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２ 号 ア の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 当 該 規 定 中 「 １ 」 と あ る の は  

  、 「  0.9 」 と す る 。  

  (1)  第  151 条 に お い て 準 用 す る 第  108 条 の ２ に 規 定 す る 委 員 会  

   に お い て 、 利 用 者 の 安 全 並 び に 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び  

   職 員 の 負 担 軽 減 を 図 る た め の 取 組 に 関 す る 次 に 掲 げ る 事 項 に  

   つ い て 必 要 な 検 討 を 行 い 、 及 び 当 該 事 項 の 実 施 を 定 期 的 に 確  

   認 し て い る こ と 。  

   ア  利 用 者 の 安 全 及 び 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保   

   イ  地 域 密 着 型 特 定 施 設 従 業 者 の 負 担 軽 減 及 び 勤 務 状 況 へ の  

    配 慮  

   ウ  緊 急 時 の 体 制 整 備  

   エ  業 務 の 効 率 化 、 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 向 上 等 に 資 す る 機 器  

    （ 次 号 に お い て 「 介 護 機 器 」 と い う 。 ） の 定 期 的 な 点 検  

   オ  地 域 密 着 型 特 定 施 設 従 業 者 に 対 す る 研 修  

  (2)  複 数 の 種 類 の 介 護 機 器 を 活 用 し て い る こ と 。  

  (3)  利 用 者 の 安 全 並 び に 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び 職 員 の 負  

   担 軽 減 を 図 る た め 、 地 域 密 着 型 特 定 施 設 従 業 者 間 の 適 切 な 役  

   割 分 担 を 行 っ て い る こ と 。  

  (4)  利 用 者 の 安 全 並 び に 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び 職 員 の 負  

   担 軽 減 を 図 る 取 組 に よ る 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び 職 員 の  

   負 担 軽 減 が 行 わ れ て い る と 認 め ら れ る こ と 。  

  第  133 条 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第  140 条 第 ５ 項 中 「 そ の 態 様 及 び 時 間 、 そ の 際 の 利 用 者 の 心 身  

 の 状 況 並 び に 緊 急 や む を 得 な い 理 由 （ 以 下 こ の 条 及 び 第  150 条 第  

 ２ 項 第 ３ 号 に お い て 「 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 」 と い う 。 ） 」 を 「  

 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 」 に 改 め る 。  

  第  148 条 第 ２ 項 中 「 地 域 密 着 型 特 定 施 設 従 業 者 」 を 「 当 該 指 定  

 地 域 密 着 型 特 定 施 設 の 従 業 者 」 に 改 め る 。  

  第  149 条 中 第 ２ 項 を 第 ７ 項 と し 、 第 １ 項 の 次 に 次 の ５ 項 を 加 え  

 る 。  

 ２  指 定 地 域 密 着 型 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 事 業 者 は 、 前 項 の 規  

  定 に 基 づ き 協 力 医 療 機 関 を 定 め る に 当 た っ て は 、 次 に 掲 げ る 要  

  件 を 満 た す 協 力 医 療 機 関 を 定 め る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い  

  。  

  (1)  利 用 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 に お い て 、 医 師 又 は 看 護 職  

   員 が 相 談 対 応 を 行 う 体 制 を 常 時 確 保 し て い る こ と 。  

  (2)  当 該 指 定 地 域 密 着 型 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 事 業 者 か ら の  

   診 療 の 求 め が あ っ た 場 合 に お い て 、 診 療 を 行 う 体 制 を 常 時 確  

   保 し て い る こ と 。  

  (3)  利 用 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 に お い て 、 協 力 医 療 機 関 そ  
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   の 他 の 医 療 機 関 の 医 師 が 診 療 を 行 い 、 入 院 を 要 す る と 認 め ら  

   れ た 利 用 者 の 入 院 を 原 則 と し て 受 け 入 れ る 体 制 を 確 保 し て い  

   る こ と 。  

 ３  指 定 地 域 密 着 型 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 事 業 者 は 、 １ 年 に １  

  回 以 上 、 協 力 医 療 機 関 と の 間 で 、 利 用 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合  

  等 の 対 応 を 確 認 す る と と も に 、 協 力 医 療 機 関 の 名 称 等 を 市 長 に  

  届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

 ４  指 定 地 域 密 着 型 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 事 業 者 は 、 第 二 種 協  

  定 指 定 医 療 機 関 と の 間 で 、 新 興 感 染 症 の 発 生 時 等 の 対 応 を 取 り  

  決 め る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

 ５  指 定 地 域 密 着 型 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 事 業 者 は 、 協 力 医 療  

  機 関 が 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 で あ る 場 合 に お い て は 、 当 該 第  

  二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 と の 間 で 、 新 興 感 染 症 の 発 生 時 等 の 対 応  

  に つ い て 協 議 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

 ６  指 定 地 域 密 着 型 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 事 業 者 は 、 利 用 者 が  

  協 力 医 療 機 関 そ の 他 の 医 療 機 関 に 入 院 し た 後 に 、 当 該 利 用 者 の  

  病 状 が 軽 快 し 、 退 院 が 可 能 と な っ た 場 合 に お い て は 、 再 び 当 該  

  指 定 地 域 密 着 型 特 定 施 設 に 速 や か に 入 居 さ せ る こ と が で き る よ  

  う に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  第  150 条 第 ２ 項 第 ２ 号 か ら 第 ７ 号 ま で の 規 定 中 「 に 規 定 す る 」  

 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め る 。  

  第  151 条 中 「 及 び 第  100 条 」 を 「 、 第  100 条 及 び 第  108 条 の ２  

 」 に 改 め る 。  

  第  153 条 第 ８ 項 第 ３ 号 中 「 若 し く は 」 を 「 又 は 」 に 改 め 、 「 又

は 介 護 支 援 専 門 員 （ 指 定 介 護 療 養 型 医 療 施 設 の 場 合 に 限 る 。 ） 」

を 削 る 。  

  第  159 条 第 ７ 項 中 「 そ の 態 様 及 び 時 間 、 そ の 際 の 入 居 者 の 心 身

の 状 況 並 び に 緊 急 や む を 得 な い 理 由 （ 以 下 こ の 条 、 第  169 条 第 ５

号 及 び 第  178 条 第 ２ 項 第 ３ 号 に お い て 「 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 」

と い う 。）」 を 「 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 」 に 改 め る 。  

  第  167 条 の ２ 中 「 入 所 者 の 」 を 「 入 居 者 の 」 に 改 め 、 「 医 師 」

の 次 に 「 及 び 第  174 条 第 １ 項 に 規 定 す る 協 力 医 療 機 関 の 協 力 を 得

て 、 当 該 医 師 及 び 当 該 協 力 医 療 機 関 」 を 加 え 、 同 条 に 次 の １ 項 を

加 え る 。  

 ２  ユ ニ ッ ト 型 指 定 地 域 密 着 型 介 護 老 人 福 祉 施 設 は 、 前 項 の 医 師  

  及 び 協 力 医 療 機 関 の 協 力 を 得 て 、 １ 年 に １ 回 以 上 、 緊 急 時 等 に  

  お け る 対 応 方 法 の 見 直 し を 行 い 、 必 要 に 応 じ て 緊 急 時 等 に お け  

  る 対 応 方 法 の 変 更 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

  第  168 条 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第  169 条 第 ５ 号 を 次 の よ う に 改 め る 。  
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  (5)  第  159 条 第 ７ 項 の 規 定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 の 記 録  

   を 行 う こ と 。  

  第  169 条 第 ６ 号 を 削 り 、 同 条 第 ７ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規

定 に よ る 」 に 、 「 記 録 す る 」 を 「 の 記 録 を 行 う 」 に 改 め 、 同 号 を

同 条 第 ６ 号 と し 、 同 条 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (7)  第  179 条 に お い て 準 用 す る 第 39 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 苦 情  

   の 内 容 等 の 記 録 を 行 う こ と 。   

  第  171 条 中 第 ５ 項 を 第 ６ 項 と し 、 第 ４ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え  

 る 。  

 ５  ユ ニ ッ ト 型 指 定 地 域 密 着 型 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 管 理 者 は 、 ユ  

  ニ ッ ト 型 施 設 の 管 理 等 に 係 る 研 修 を 受 講 す る よ う 努 め な け れ ば  

  な ら な い 。  

  第  174 条 の 見 出 し を 「（ 協 力 医 療 機 関 等 ）」 に 改 め 、 同 条 第 １  

 項 を 次 の よ う に 改 め る 。  

   ユ ニ ッ ト 型 指 定 地 域 密 着 型 介 護 老 人 福 祉 施 設 は 、 入 居 者 の 病

状 の 急 変 等 に 備 え る た め 、 あ ら か じ め 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 要 件

を 満 た す 協 力 医 療 機 関 （ 第 ３ 号 の 要 件 を 満 た す 協 力 医 療 機 関 に

あ っ て は 、 病 院 に 限 る 。 以 下 こ の 章 に お い て 「 協 力 医 療 機 関 」

と い う 。 ） を 定 め て お か な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て

、 当 該 各 号 に 掲 げ る 要 件 の 全 て を 満 た す こ と と す る た め に 、 複

数 の 協 力 医 療 機 関 を 定 め る こ と が で き る 。  

  (1)  入 居 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 に お い て 、 医 師 又 は 看 護 職  

   員 が 相 談 対 応 を 行 う 体 制 を 常 時 確 保 し て い る こ と 。  

  (2)  当 該 ユ ニ ッ ト 型 指 定 地 域 密 着 型 介 護 老 人 福 祉 施 設 か ら の 診

療 の 求 め が あ っ た 場 合 に お い て 、 診 療 を 行 う 体 制 を 常 時 確 保

し て い る こ と 。  

  (3)  入 居 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 に お い て 、 当 該 ユ ニ ッ ト 型

指 定 地 域 密 着 型 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 医 師 又 は 協 力 医 療 機 関 そ

の 他 の 医 療 機 関 の 医 師 が 診 療 を 行 い 、 入 院 を 要 す る と 認 め ら

れ た 入 居 者 の 入 院 を 原 則 と し て 受 け 入 れ る 体 制 を 確 保 し て い

る こ と 。  

  第  174 条 中 第 ２ 項 を 第 ６ 項 と し 、 第 １ 項 の 次 に 次 の ４ 項 を 加 え  

 る 。  

 ２  ユ ニ ッ ト 型 指 定 地 域 密 着 型 介 護 老 人 福 祉 施 設 は 、 １ 年 に １ 回  

  以 上 、 協 力 医 療 機 関 と の 間 で 、 入 居 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等  

  の 対 応 を 確 認 す る と と も に 、 協 力 医 療 機 関 の 名 称 等 を 市 長 に 届  

  け 出 な け れ ば な ら な い 。  

 ３  ユ ニ ッ ト 型 指 定 地 域 密 着 型 介 護 老 人 福 祉 施 設 は 、 第 二 種 協 定  

  指 定 医 療 機 関 と の 間 で 、 新 興 感 染 症 の 発 生 時 等 の 対 応 を 取 り 決  

  め る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。  
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 ４  ユ ニ ッ ト 型 指 定 地 域 密 着 型 介 護 老 人 福 祉 施 設 は 、 協 力 医 療 機  

  関 が 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 で あ る 場 合 に お い て は 、 当 該 第 二  

  種 協 定 指 定 医 療 機 関 と の 間 で 、 新 興 感 染 症 の 発 生 時 等 の 対 応 に  

  つ い て 協 議 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

 ５  ユ ニ ッ ト 型 指 定 地 域 密 着 型 介 護 老 人 福 祉 施 設 は 、 入 居 者 が 協  

  力 医 療 機 関 そ の 他 の 医 療 機 関 に 入 院 し た 後 に 、 当 該 入 居 者 の 病  

  状 が 軽 快 し 、 退 院 が 可 能 と な っ た 場 合 に お い て は 、 再 び 当 該 ユ  

  ニ ッ ト 型 指 定 地 域 密 着 型 介 護 老 人 福 祉 施 設 に 速 や か に 入 居 さ せ  

  る こ と が で き る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  第  178 条 第 ２ 項 第 ２ 号 か ら 第 ６ 号 ま で の 規 定 中 「 に 規 定 す る 」  

 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め る 。  

  第  179 条 中 「 及 び 第 60 条 の 17 第 １ 項 か ら 第 ４ 項 ま で 」 を 「 、 第  

 60 条 の 17 第 １ 項 か ら 第 ４ 項 ま で 及 び 第  108 条 の ２ 」 に 改 め る 。  

  第  180 条 中 「 施 行 規 則 第 17 条 の 12 に 規 定 す る 看 護 小 規 模 多 機 能

型 居 宅 介 護 」 を 「 法 第 ８ 条 第 23 項 第 １ 号 に 規 定 す る も の 」 に 改 め

る 。  

  第  181 条 第 ７ 項 中 第 ４ 号 を 削 り 、 第 ５ 号 を 第 ４ 号 と す る 。  

  第  182 条 第 １ 項 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 及 び 「 若 し く

は 当 該 指 定 看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 に 併 設 す る 前 条 第

７ 項 各 号 に 掲 げ る 施 設 等 」 を 削 る 。  

  第  187 条 第 １ 号 中 「 療 養 上 の 管 理 の 下 で 」 を 「 当 該 利 用 者 の 居

宅 に お い て 、 又 は サ ー ビ ス の 拠 点 に 通 わ せ 、 若 し く は 短 期 間 宿 泊

さ せ 、 日 常 生 活 上 の 世 話 及 び 機 能 訓 練 並 び に 療 養 上 の 世 話 又 は 必

要 な 診 療 の 補 助 を 」 に 改 め 、 同 項 第 ６ 号 中 「 そ の 態 様 及 び 時 間 、

そ の 際 の 利 用 者 の 心 身 の 状 況 並 び に 緊 急 や む を 得 な い 理 由 （ 以 下

こ の 条 及 び 第  191 条 第 ２ 項 第 ４ 号 に お い て 「 身 体 的 拘 束 等 の 態 様

等 」 と い う 。 ） 」 を 「 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 」 に 改 め 、 同 条 中 第

13 号 を 第 14 号 と し 、 第 ７ 号 か ら 第 12 号 ま で を １ 号 ず つ 繰 り 下 げ 、

第 ６ 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (7)  指 定 看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 者 は 、 身 体 的 拘 束 等  

   の 適 正 化 を 図 る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な  

   い 。  

   ア  身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を 検 討 す る 委 員 会 （  

テ レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し て 行 う こ と が で き る も の と す る

。 ） を ３ 月 に １ 回 以 上 開 催 す る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い

て 、 看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 従 業 者 に 周 知 徹 底 を 図 る

こ と 。  

   イ  身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を 整 備 す る こ と 。  

   ウ  看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 従 業 者 に 対 し 、 身 体 的 拘 束  

    等 の 適 正 化 の た め の 研 修 を 定 期 的 に 実 施 す る こ と 。  
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  第  191 条 第 ２ 項 第 ４ 号 及 び 第 ６ 号 か ら 第 ９ 号 ま で の 規 定 中 「 に

規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め る 。  

  第  192 条 中 「 及 び 第  108 条 」 を 「 、 第  108 条 及 び 第  108 条 の ２

」 に 改 め る 。  

  第  194 条 第 １ 項 中 「 （ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚

に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て

、 電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の 用 に 供 さ れ る も の を い う 。 ） 」 を

削 る 。  

 （ 横 浜 市 指 定 居 宅 介 護 支 援 の 事 業 の 人 員 、 運 営 等 の 基 準 に 関 す る  

 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 ９ 条  横 浜 市 指 定 居 宅 介 護 支 援 の 事 業 の 人 員 、 運 営 等 の 基 準 に 関

す る 条 例 （ 平 成 26 年 ９ 月 横 浜 市 条 例 第 51 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。  

  第 ３ 条 第 ４ 項 中 「 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー を い う 」 の 次 に 「 。 以  

 下 同 じ 」 を 加 え る 。  

  第 ５ 条 第 ２ 項 中 「 数 が 35 」 を 「 数 （ 当 該 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業

者 が 指 定 介 護 予 防 支 援 事 業 者 の 指 定 を 併 せ て 受 け 、 又 は 法 第  115 

条 の 23 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー の 設 置 者 で あ る

指 定 介 護 予 防 支 援 事 業 者 か ら 委 託 を 受 け て 、 当 該 指 定 居 宅 介 護 支

援 事 業 所 に お い て 指 定 介 護 予 防 支 援 （ 法 第 58 条 第 １ 項 に 規 定 す る

指 定 介 護 予 防 支 援 を い う 。 以 下 こ の 項 及 び 第 16 条 第 26 号 に お い て

同 じ 。 ） を 行 う 場 合 に あ っ て は 、 当 該 事 業 所 に お け る 指 定 居 宅 介

護 支 援 の 利 用 者 の 数 に 当 該 事 業 所 に お け る 指 定 介 護 予 防 支 援 の 利

用 者 の 数 に ３ 分 の １ を 乗 じ て 得 た 数 を 加 え た 数 。 次 項 に お い て 同

じ 。 ） が 44 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ３  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 が 、 公 益

社 団 法 人 国 民 健 康 保 険 中 央 会 （ 昭 和 34 年 １ 月 １ 日 に 社 団 法 人 国

民 健 康 保 険 中 央 会 と い う 名 称 で 設 立 さ れ た 法 人 を い う 。 ） が 運

用 及 び 管 理 を 行 う 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 及 び 指 定 居 宅 サ ー ビ

ス 事 業 者 等 の 使 用 に 係 る 電 子 計 算 機 と 接 続 さ れ た 居 宅 サ ー ビ ス

計 画 の 情 報 の 共 有 等 の た め の 情 報 処 理 シ ス テ ム を 利 用 し 、 か つ

、 事 務 職 員 を 配 置 し て い る 場 合 に お け る 第 １ 項 に 規 定 す る 員 数

の 基 準 は 、 利 用 者 の 数 が 49 又 は そ の 端 数 を 増 す ご と に １ と す る

。  

  第 ６ 条 第 ３ 項 第 ２ 号 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第 ７ 条 第 ２ 項 中 「 あ ら か じ め 」 の 次 に 「 、 利 用 者 又 は そ の 家 族

に 対 し 」 を 加 え 、 「 、 前 ６ 月 間 に 当 該 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 に

お い て 作 成 さ れ た 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 の 総 数 の う ち に 訪 問 介 護 、 通

所 介 護 、 福 祉 用 具 貸 与 及 び 地 域 密 着 型 通 所 介 護 （ 以 下 こ の 項 に お

い て 「 訪 問 介 護 等 」 と い う 。 ） が そ れ ぞ れ 位 置 付 け ら れ た 居 宅 サ
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ー ビ ス 計 画 の 数 が 占 め る 割 合 、 前 ６ 月 間 に 当 該 指 定 居 宅 介 護 支 援

事 業 所 に お い て 作 成 さ れ た 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 に 位 置 付 け ら れ た 訪

問 介 護 等 ご と の 回 数 の う ち に 同 一 の 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 者 又 は

指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 事 業 者 に よ っ て 提 供 さ れ た も の が 占 め る

割 合 」 を 削 り 、 同 条 第 ８ 項 を 同 条 第 ９ 項 と し 、 同 条 第 ７ 項 中 「 第

４ 項 の 」 を 「 第 ５ 項 の 」 に 改 め 、 同 項 第 １ 号 中 「 第 ４ 項 各 号 」 を

「 第 ５ 項 各 号 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ８ 項 と し 、 同 条 第 ６ 項 中 「

第 ４ 項 第 １ 号 」 を 「 第 ５ 項 第 １ 号 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ７ 項 と

し 、 同 条 第 ５ 項 を 同 条 第 ６ 項 と し 、 同 条 第 ４ 項 中 「 第 ７ 項 」 を 「

第 ８ 項 」 に 改 め 、 同 項 第 ２ 号 中 「 磁 気 デ ィ ス ク 、 シ ー ・ デ ィ ー ・

ロ ム そ の 他 こ れ ら に 準 ず る 方 法 に よ り 一 定 の 事 項 を 確 実 に 記 録 し

て お く こ と が で き る 物 」 を 「 電 磁 的 記 録 媒 体 （ 電 磁 的 記 録 （ 電 子

的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が で

き な い 方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て 、 電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理

の 用 に 供 さ れ る も の を い う 。 第 33 条 第 １ 項 に お い て 同 じ 。 ） に 係

る 記 録 媒 体 を い う 。 ） 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ５ 項 と し 、 同 条 中

第 ３ 項 を 第 ４ 項 と し 、 第 ２ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ３  指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 は 、 指 定 居 宅 介 護 支 援 の 提 供 の 開 始

に 際 し 、 あ ら か じ め 、 利 用 者 又 は そ の 家 族 に 対 し 、 前 ６ 月 間 に

当 該 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 に お い て 作 成 さ れ た 居 宅 サ ー ビ ス

計 画 の 総 数 の う ち に 訪 問 介 護 、 通 所 介 護 、 福 祉 用 具 貸 与 及 び 地

域 密 着 型 通 所 介 護 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 訪 問 介 護 等 」 と い う

。 ） が そ れ ぞ れ 位 置 付 け ら れ た 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 の 数 が 占 め る

割 合 及 び 前 ６ 月 間 に 当 該 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 に お い て 作 成

さ れ た 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 に 位 置 付 け ら れ た 訪 問 介 護 等 ご と の 回

数 の う ち に 同 一 の 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 者 又 は 指 定 地 域 密 着 型

サ ー ビ ス 事 業 者 に よ っ て 提 供 さ れ た も の が 占 め る 割 合 に つ き 説

明 を 行 い 、 理 解 を 得 る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  第 16 条 第 ２ 号 の 次 に 次 の ４ 号 を 加 え る 。  

  (2) の ２  指 定 居 宅 介 護 支 援 の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該 利 用 者 又

は 他 の 利 用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急 や む を 得

な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 そ の 他 利 用 者 の 行 動 を 制 限 す る

行 為 （ 以 下 「 身 体 的 拘 束 等 」 と い う 。 ） を 行 っ て は な ら な い

。  

  (2) の ３  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 そ の 態 様 及 び 時 間 、 そ

の 際 の 利 用 者 の 心 身 の 状 況 並 び に 緊 急 や む を 得 な い 理 由 （ 以

下 「 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 」 と い う 。 ） を 記 録 し な け れ ば な

ら な い 。  

  (2) の ４  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら



                     横 浜 市 報    号外第３ 令和６年３月29日 

93 

な い 。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す

る こ と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (2) の ５  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た

場 合 に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用

者 又 は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば

な ら な い 。  

  第 16 条 第 13 号 の ２ 中 「 医 師 若 し く は 歯 科 医 師 」 を 「 医 師 等 」 に

改 め 、 同 条 第 14 号 ア 中 「 、 利 用 者 の 居 宅 を 訪 問 し 」 を 削 り 、 同 号

中 イ を ウ と し 、 ア の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。  

   イ  ア の 規 定 に よ る 面 接 は 、 利 用 者 の 居 宅 を 訪 問 す る こ と に  

よ っ て 行 う こ と 。 た だ し 、 次 の い ず れ に も 該 当 す る 場 合 で

あ っ て 、 少 な く と も ２ 月 に １ 回 は 利 用 者 の 居 宅 を 訪 問 し て

利 用 者 に 面 接 す る と き は 、 利 用 者 の 居 宅 を 訪 問 し な い 月 に

お い て は 、 テ レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し て 利 用 者 に 面 接 す る

こ と が で き る も の と す る 。  

    (ア)  テ レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し て 面 接 を 行 う こ と に つ い て  

     、 文 書 に よ り 利 用 者 の 同 意 を 得 て い る こ と 。  

    (イ)  サ ー ビ ス 担 当 者 会 議 等 に お い て 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ  

     い て 主 治 の 医 師 、 担 当 者 そ の 他 の 関 係 者 の 合 意 を 得 て い  

     る こ と 。  

     ａ  利 用 者 の 心 身 の 状 況 が 安 定 し て い る こ と 。  

     ｂ  利 用 者 が テ レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し て 意 思 疎 通 を 行  

      う こ と が で き る こ と 。  

     ｃ  介 護 支 援 専 門 員 が 、 テ レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し た モ  

      ニ タ リ ン グ で は 把 握 で き な い 情 報 に つ い て 、 担 当 者 か  

      ら 提 供 を 受 け る こ と 。  

  第 16 条 第 26 号 中 「 基 づ き 、」 の 次 に 「 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー の

設 置 者 で あ る 」 を 加 え る 。  

  第 25 条 の 見 出 し を 「 （ 掲 示 等 ） 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の １ 項 を 加

え る 。  

 ３  指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 は 、 原 則 と し て 、 第 １ 項 に 規 定 す る

重 要 事 項 を 、 市 長 が 定 め る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利

用 す る 方 法 に よ り 周 知 し な け れ ば な ら な い 。  

  第 32 条 第 ２ 項 中 「 第 ２ 号 」 を 「 第 ３ 号 」 に 、 「 第 ３ 号 か ら 第 ５

号 」 を 「 第 ２ 号 及 び 第 ４ 号 か ら 第 ６ 号 」 に 改 め 、 同 項 第 ５ 号 中 「

に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ６ 号 と し

、 同 項 第 ４ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号

を 同 項 第 ５ 号 と し 、 同 項 第 ３ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ

る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ４ 号 と し 、 同 項 第 ２ 号 を 同 項 第 ３ 号 と

し 、 同 項 第 １ 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  
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  (2)  第 16 条 第 ２ 号 の ３ の 規 定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 の 記  

   録  

  第 33 条 第 １ 項 中 「（ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に

よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て 、

電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の 用 に 供 さ れ る も の を い う 。 ） 」 を 削

る 。  

 （ 横 浜 市 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 、 指  

 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法  

 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 10 条  横 浜 市 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営

、 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の

方 法 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 78 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 45 条 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第 46 条 の ２ 第 ２ 項 第 ２ 号 中 「 磁 気 デ ィ ス ク 、 シ ー ・ デ ィ ー ・ ロ

ム そ の 他 こ れ ら に 準 ず る 方 法 に よ り 一 定 の 事 項 を 確 実 に 記 録 し て

お く こ と が で き る 物 」 を 「 電 磁 的 記 録 媒 体 （ 電 磁 的 記 録 （ 電 子 的

方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き

な い 方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て 、 電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の

用 に 供 さ れ る も の を い う 。 第  247 条 第 １ 項 に お い て 同 じ 。 ） に 係

る 記 録 媒 体 を い う 。 ） 」 に 改 め る 。  

  第 50 条 の ４ の 見 出 し を 「 （ 掲 示 等 ） 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の １ 項  

 を 加 え る 。  

 ３  指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 事 業 者 は 、 原 則 と し て 、 第 １ 項 に  

  規 定 す る 重 要 事 項 を 、 市 長 が 定 め る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ  

  ッ ト を 利 用 す る 方 法 に よ り 周 知 し な け れ ば な ら な い 。  

  第 51 条 第 ２ 項 中 「 第 ４ 号 」 を 「 第 ５ 号 」 に 改 め 、 同 項 各 号 中 「  

 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 項 に 次 の １ 号 を 加 え  

 る 。  

  (5)  第 54 条 第 ４ 号 の 規 定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 の 記 録  

  第 54 条 中 第 ６ 号 を 第 ９ 号 と し 、 第 ５ 号 を 削 り 、 同 条 第 ４ 号 中 「

も の 」 の 次 に 「 と し 、 こ れ ら の 者 の う ち １ 人 を 当 該 指 定 介 護 予 防

訪 問 入 浴 介 護 の 提 供 の 責 任 者 」 を 加 え 、 同 号 を 同 条 第 ８ 号 と し 、

同 条 中 第 ３ 号 を 第 ７ 号 と し 、 第 ２ 号 の 次 に 次 の ４ 号 を 加 え る 。  

  (3)  指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該 利 用

者 又 は 他 の 利 用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急 や む

を 得 な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 そ の 他 利 用 者 の 行 動 を 制 限

す る 行 為 （ 以 下 「 身 体 的 拘 束 等 」 と い う 。 ） を 行 っ て は な ら

な い 。  

  (4)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 そ の 態 様 及 び 時 間 、 そ の 際
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の 利 用 者 の 心 身 の 状 況 並 び に 緊 急 や む を 得 な い 理 由 （ 以 下 「

身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 」 と い う 。 ） を 記 録 し な け れ ば な ら な

い 。  

  (5)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (6)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。  

  第 57 条 第 １ 項 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第 65 条 第 ２ 項 中 「 第 ７ 号 」 を 「 第 ８ 号 」 に 改 め 、 同 項 第 １ 号 か

ら 第 ４ 号 ま で の 規 定 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め

、 同 項 第 ７ 号 を 同 項 第 ８ 号 と し 、 同 項 第 ６ 号 中 「 第 68 条 第 11 号 」

を 「 第 68 条 第 15 号 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ７ 号 と し 、 同 項 第 ５ 号

の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (6)  第 68 条 第 ９ 号 の 規 定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 の 記 録  

  第 68 条 第 15 号 中 「 及 び 第 10 号 か ら 第 14 号 」 を 「 、 第 ９ 号 及 び 第

14 号 か ら 前 号 」 に 改 め 、 同 号 を 同 条 第 19 号 と し 、 同 条 第 14 号 中 「

第 12 号 」 を 「 第 16 号 」 に 改 め 、 同 号 を 同 条 第 18 号 と し 、 同 条 中 第

８ 号 か ら 第 13 号 ま で を ４ 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 ７ 号 の 次 に 次 の ４ 号

を 加 え る 。  

  (8)  指 定 介 護 予 防 訪 問 看 護 の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該 利 用 者 又

は 他 の 利 用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急 や む を 得

な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ て は な ら な い 。  

  (9)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 記

録 し な け れ ば な ら な い 。  

  (10)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (11)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。  

  第 69 条 第 ４ 項 中 「 前 条 第 15 号 」 を 「 前 条 第 19 号 」 に 改 め る 。  

  第 71 条 第 １ 項 第 ２ 号 中 「 （ 以 下 「 理 学 療 法 士 等 」 と い う 。 ） 」

を 削 り 、 同 条 第 ３ 項 中 「 第 72 条 第 １ 項 に 規 定 す る 人 員 」 を 「 第 72

条 第 １ 項 か ら 第 ３ 項 ま で に 規 定 す る 人 員 」 に 、 「 、 第 １ 項 」 を 「
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、 前 ３ 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ４ 項 と し 、 同 条 第 ２ 項 の 次 に 次

の １ 項 を 加 え る 。  

 ３  指 定 介 護 予 防 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 が 法 第  115 条 の

11 の 規 定 に よ り 準 用 さ れ る 法 第 72 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 法 第 53

条 第 １ 項 本 文 の 指 定 が あ っ た も の と み な さ れ た 介 護 老 人 保 健 施

設 又 は 介 護 医 療 院 で あ る 場 合 に つ い て は 、 介 護 老 人 保 健 施 設 の

人 員 、 施 設 及 び 設 備 並 び に 運 営 に 関 す る 基 準 （ 平 成 11 年 厚 生 省

令 第 40 号 。 第  105 条 第 ５ 項 に お い て 「 介 護 老 人 保 健 施 設 基 準 」

と い う 。 ） 第 ２ 条 又 は 介 護 医 療 院 の 人 員 、 施 設 及 び 設 備 並 び に

運 営 に 関 す る 基 準 （ 平 成 30 年 厚 生 労 働 省 令 第 ５ 号 。 第  105 条 第

５ 項 に お い て 「 介 護 医 療 院 基 準 」 と い う 。 ） 第 ４ 条 に 規 定 す る

人 員 に 関 す る 基 準 を 満 た す こ と を も っ て 、 前 項 に 規 定 す る 基 準

を 満 た し て い る も の と み な す こ と が で き る 。  

  第 75 条 第 ２ 項 中 「 第 ５ 号 」 を 「 第 ６ 号 」 に 改 め 、 同 項 第 １ 号 か

ら 第 ４ 号 ま で の 規 定 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め

、 同 項 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (6)  第 78 条 第 11 号 の 規 定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 の 記 録  

  第 76 条 中 「 理 学 療 法 士 等 」 を 「 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 又 は 言

語 聴 覚 士 」 に 改 め る 。  

  第 78 条 中 「 理 学 療 法 士 等 が 」 を 「 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 又 は

言 語 聴 覚 士 が 」 に 改 め 、 同 条 第 １ 号 中 「 理 学 療 法 士 等 」 を 「 理 学

療 法 士 、 作 業 療 法 士 、 言 語 聴 覚 士 」 に 、 「 第 ５ 条 」 を 「 第 ５ 条 第

１ 項 」 に 改 め 、 「 担 当 職 員 」 の 次 に 「 及 び 同 条 第 ２ 項 に 規 定 す る

介 護 支 援 専 門 員 」 を 、 「 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 を い う 」 の 次 に

「 。 第  233 条 第 ４ 号 及 び 第  245 条 第 ３ 号 に お い て 同 じ 」 を 加 え 、

同 条 第 ２ 号 中 「 理 学 療 法 士 等 」 を 「 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 又 は

言 語 聴 覚 士 」 に 改 め 、 同 条 第 ４ 号 中 「 理 学 療 法 士 等 」 を 「 理 学 療

法 士 、 作 業 療 法 士 若 し く は 言 語 聴 覚 士 」 に 改 め 、 同 条 第 14 号 中 「

第 12 号 」 を 「 第 17 号 」 に 改 め 、 同 号 を 同 条 第 19 号 と し 、 同 条 第 13

号 中 「 理 学 療 法 士 等 」 を 「 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 若 し く は 言 語

聴 覚 士 」 に 改 め 、 同 号 を 同 条 第 18 号 と し 、 同 条 第 12 号 中 「 理 学 療

法 士 等 」 を 「 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 若 し く は 言 語 聴 覚 士 」 に 改

め 、 同 号 を 同 条 第 17 号 と し 、 同 条 第 11 号 中 「 理 学 療 法 士 等 」 を 「

理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 若 し く は 言 語 聴 覚 士 」 に 改 め 、 同 号 を 同

条 第 16 号 と し 、 同 条 第 10 号 中 「 理 学 療 法 士 等 」 を 「 理 学 療 法 士 、

作 業 療 法 士 又 は 言 語 聴 覚 士 」 に 改 め 、 同 号 を 同 条 第 15 号 と し 、 同

条 中 第 ９ 号 を 第 14 号 と し 、 第 ８ 号 を 第 ９ 号 と し 、 同 号 の 次 に 次 の

４ 号 を 加 え る 。  

  (10)  指 定 介 護 予 防 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 提 供 に 当 た っ て は

、 当 該 利 用 者 又 は 他 の 利 用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た
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め 緊 急 や む を 得 な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ て は な

ら な い 。  

  (11)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 記

録 し な け れ ば な ら な い 。  

  (12)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (13)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。  

  第 78 条 中 第 ７ 号 を 第 ８ 号 と し 、 同 条 第 ６ 号 中 「 第 ５ 号 」 を 「 第

６ 号 」 に 改 め 、 同 号 を 同 条 第 ７ 号 と し 、 同 条 第 ５ 号 中 「 理 学 療 法

士 等 」 を 「 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 若 し く は 言 語 聴 覚 士 」 に 改 め

、 同 号 を 同 条 第 ６ 号 と し 、 同 条 第 ４ 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (5)  医 師 及 び 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 又 は 言 語 聴 覚 士 は 、 リ ハ

ビ リ テ ー シ ョ ン を 受 け て い た 医 療 機 関 か ら 退 院 し た 利 用 者 に

係 る 介 護 予 防 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 計 画 の 作 成 に 当 た っ て

は 、 当 該 医 療 機 関 が 作 成 し た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 実 施 計 画 書

等 に よ り 、 当 該 利 用 者 に 係 る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 情 報 を 把

握 し な け れ ば な ら な い 。  

  第 84 条 第 ２ 項 中 「 第 ４ 号 」 を 「 第 ５ 号 」 に 改 め 、 同 項 各 号 中 「

に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 項 に 次 の １ 号 を 加 え

る 。  

  (5)  第 87 条 第 １ 項 第 ４ 号 、 第 ２ 項 第 ４ 号 及 び 第 ３ 項 第 ４ 号 の 規

定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 の 記 録  

  第 87 条 第 １ 項 中 第 ７ 号 を 第 11 号 と し 、 第 ４ 号 か ら 第 ６ 号 ま で を

４ 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 項 第 ３ 号 中 「 前 号 」 を 「 第 ２ 号 」 に 改 め 、

同 号 を 同 項 第 ７ 号 と し 、 同 項 第 ２ 号 の 次 に 次 の ４ 号 を 加 え る 。  

  (3)  指 定 介 護 予 防 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該

利 用 者 又 は 他 の 利 用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急

や む を 得 な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ て は な ら な い

。  

  (4)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 記

録 し な け れ ば な ら な い 。  

  (5)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  
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  (6)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。  

  第 87 条 第 ２ 項 中 第 ７ 号 を 第 11 号 と し 、 第 ３ 号 か ら 第 ６ 号 ま で を  

 ４ 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 ２ 号 の 次 に 次 の ４ 号 を 加 え る 。  

  (3)  指 定 介 護 予 防 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該

利 用 者 又 は 他 の 利 用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急

や む を 得 な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ て は な ら な い

。  

  (4)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 記

録 し な け れ ば な ら な い 。  

  (5)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (6)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。  

  第 87 条 第 ３ 項 中 第 ４ 号 を 第 ８ 号 と し 、 第 ３ 号 を 第 ７ 号 と し 、 第  

 ２ 号 の 次 に 次 の ４ 号 を 加 え る 。  

  (3)  指 定 介 護 予 防 居 宅 療 養 管 理 指 導 の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該

利 用 者 又 は 他 の 利 用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急

や む を 得 な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ て は な ら な い

。  

  (4)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 記

録 し な け れ ば な ら な い 。  

  (5)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (6)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。  

  第  105 条 第 ５ 項 中 「 第 ４ 項 」 を 「 第 ５ 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条  

 第 ６ 項 と し 、 同 条 第 ４ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ５  指 定 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 が 法 第  115 条 の

11 の 規 定 に よ り 準 用 さ れ る 法 第 72 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 法 第 53
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条 第 １ 項 本 文 の 指 定 が あ っ た も の と み な さ れ た 介 護 老 人 保 健 施

設 又 は 介 護 医 療 院 で あ る 場 合 に つ い て は 、 介 護 老 人 保 健 施 設 基

準 第 ２ 条 又 は 介 護 医 療 院 基 準 第 ４ 条 に 規 定 す る 人 員 に 関 す る 基

準 を 満 た す こ と を も っ て 、 前 項 に 規 定 す る 基 準 を 満 た し て い る

も の と み な す こ と が で き る 。  

  第  110 条 第 ２ 項 中 「 第 ５ 号 」 を 「 第 ６ 号 」 に 改 め 、 同 項 第 １ 号

か ら 第 ４ 号 ま で の 規 定 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改

め 、 同 項 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (6)  第  113 条 第 11 号 の 規 定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 の 記 録  

  第  113 条 第 ２ 号 中 「 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 従 業 者 」

を 「 医 師 及 び 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 そ の 他 専 ら 指 定 介 護 予 防 通

所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 提 供 に 当 た る 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン 従 業 者 （ 以 下 こ の 節 に お い て 「 医 師 等 の 従 業 者 」 と い う 。  

） 」 に 改 め 、 同 条 第 ３ 号 及 び 第 ４ 号 中 「 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ

ー シ ョ ン 従 業 者 」 を 「 医 師 等 の 従 業 者 」 に 改 め 、 同 条 第 13 号 中 「

第 11 号 」 を 「 第 16 号 」 に 改 め 、 同 号 を 同 条 第 18 号 と し 、 同 条 第 12

号 中 「 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 従 業 者 」 を 「 医 師 等 の 従

業 者 」 に 改 め 、 同 号 を 同 条 第 17 号 と し 、 同 条 第 11 号 中 「 介 護 予 防

通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 従 業 者 」 を 「 医 師 等 の 従 業 者 」 に 改 め 、

同 号 を 同 条 第 16 号 と し 、 同 条 第 10 号 中 「 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ

ー シ ョ ン 従 業 者 」 を 「 医 師 等 の 従 業 者 」 に 改 め 、 同 号 を 同 条 第 15

号 と し 、 同 条 中 第 ９ 号 を 第 14 号 と し 、 第 ８ 号 を 第 ９ 号 と し 、 同 号

の 次 に 次 の ４ 号 を 加 え る 。  

  (10)  指 定 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 提 供 に 当 た っ て は

、 当 該 利 用 者 又 は 他 の 利 用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た

め 緊 急 や む を 得 な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ て は な

ら な い 。  

  (11)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 記

録 し な け れ ば な ら な い 。  

  (12)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (13)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。  

  第  113 条 中 第 ７ 号 を 第 ８ 号 と し 、 同 条 第 ６ 号 中 「 第 ５ 号 」 を 「

第 ６ 号 」 に 改 め 、 同 号 を 同 条 第 ７ 号 と し 、 同 条 第 ５ 号 中 「 介 護 予

防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 従 業 者 」 を 「 医 師 等 の 従 業 者 」 に 改 め
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、 同 号 を 同 条 第 ６ 号 と し 、 同 条 第 ４ 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (5)  医 師 等 の 従 業 者 は 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 受 け て い た 医 療

機 関 か ら 退 院 し た 利 用 者 に 係 る 介 護 予 防 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ

ョ ン 計 画 の 作 成 に 当 た っ て は 、 当 該 医 療 機 関 が 作 成 し た リ ハ

ビ リ テ ー シ ョ ン 実 施 計 画 書 等 に よ り 、 当 該 利 用 者 に 係 る リ ハ

ビ リ テ ー シ ョ ン の 情 報 を 把 握 し な け れ ば な ら な い 。  

  第  118 条 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第  124 条 第 １ 項 中 「 身 体 的 拘 束 そ の 他 利 用 者 の 行 動 を 制 限 す る

行 為 （ 以 下 「 身 体 的 拘 束 等 」 と い う 。 ） 」 を 「 身 体 的 拘 束 等 」 に

改 め 、 同 条 第 ２ 項 中 「 そ の 態 様 及 び 時 間 、 そ の 際 の 利 用 者 の 心 身

の 状 況 並 び に 緊 急 や む を 得 な い 理 由 （ 以 下 「 身 体 的 拘 束 等 の 態 様

等 」 と い う 。 ） 」 を 「 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 」 に 改 め 、 同 条 に 次

の １ 項 を 加 え る 。  

 ５  指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 者 は 、 身 体 的 拘 束 等 の 適

正 化 を 図 る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

  (1)  身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を 検 討 す る 委 員 会 （ テ

レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し て 行 う こ と が で き る も の と す る 。 ）

を ３ 月 に １ 回 以 上 開 催 す る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 介

護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。  

  (2)  身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を 整 備 す る こ と 。   

  (3)  介 護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 対 し 、 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の

た め の 研 修 を 定 期 的 に 実 施 す る こ と 。   

  第  127 条 第 ２ 項 中 「 第 ５ 条 」 を 「 第 ５ 条 第 １ 項 」 に 改 め 、 「 担

当 職 員 」 の 次 に 「 及 び 同 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 介 護 支 援 専 門 員 」 を

加 え る 。  

  第  128 条 の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

  （ 利 用 者 の 安 全 並 び に 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び 職 員 の 負 担  

  軽 減 に 資 す る 方 策 を 検 討 す る た め の 委 員 会 の 設 置 ）  

 第  128 条 の ２  指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 者 は 、 当 該 指

定 介 護 予 防 短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 所 に お け る 業 務 の 効 率 化 、 介

護 サ ー ビ ス の 質 の 向 上 そ の 他 の 生 産 性 の 向 上 に 資 す る 取 組 の 促

進 を 図 る た め 、 当 該 指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 所 に お

け る 利 用 者 の 安 全 並 び に 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び 職 員 の 負

担 軽 減 に 資 す る 方 策 を 検 討 す る た め の 委 員 会 （ テ レ ビ 電 話 装 置

等 を 活 用 し て 行 う こ と が で き る も の と す る 。 ） を 定 期 的 に 開 催

し な け れ ば な ら な い 。  

  第  131 条 第 ２ 項 第 １ 号 か ら 第 ５ 号 ま で の 規 定 中 「 に 規 定 す る 」

を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め る 。  

  第  132 条 中 「 第 50 条 の ８ ま で 」 を 「 第 50 条 の ９ ま で （ 同 条 第 ２

項 を 除 く 。 ） 」 に 改 め る 。  
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  第  147 条 中 第 ５ 項 を 第 ６ 項 と し 、 第 ４ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え  

 る 。  

 ５  ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 所 の 管 理 者 は

、 ユ ニ ッ ト 型 施 設 の 管 理 等 に 係 る 研 修 を 受 講 す る よ う 努 め な け

れ ば な ら な い 。  

  第  156 条 第 １ 項 第 ２ 号 を 削 り 、 同 項 第 ３ 号 中 「 （ 前 号 に 該 当 す

る も の を 除 く 。 ） 」 を 削 り 、 同 号 を 同 項 第 ２ 号 と し 、 同 項 第 ４ 号

中 「 前 ２ 号 」 を 「 前 号 」 に 改 め 、 「 及 び 入 院 患 者 」 を 削 り 、 同 号

を 同 項 第 ３ 号 と し 、 同 項 第 ５ 号 を 同 項 第 ４ 号 と す る 。  

  第  157 条 第 １ 項 第 ２ 号 を 削 り 、 同 項 第 ３ 号 中 「（ 指 定 介 護 療 養

型 医 療 施 設 で あ る も の を 除 く 。 ） 」 を 削 り 、 同 号 を 同 項 第 ２ 号 と

し 、 同 項 中 第 ４ 号 を 第 ３ 号 と し 、 第 ５ 号 を 第 ４ 号 と し 、 同 条 第 ２

項 中 「 前 項 第 ３ 号 及 び 第 ４ 号 」 を 「 前 項 第 ２ 号 及 び 第 ３ 号 」 に 改

め る 。  

  第  158 条 中 「 、 診 療 所 」 を 「 又 は 診 療 所 」 に 改 め 、 「 又 は 病 院

の 老 人 性 認 知 症 疾 患 療 養 病 棟 （ 健 康 保 険 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法

律 附 則 第  130 条 の ２ 第 １ 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も

の と さ れ た 介 護 保 険 法 施 行 令 （ 平 成 10 年 政 令 第  412 号 ） 第 ４ 条 第

２ 項 に 規 定 す る 病 床 に よ り 構 成 さ れ る 病 棟 を い う 。 以 下 同 じ 。 ）

」 を 削 る 。  

  第  160 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ５  指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 者 は 、 身 体 的 拘 束 等 の 適

正 化 を 図 る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

  (1)  身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を 検 討 す る 委 員 会 （ テ  

   レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し て 行 う こ と が で き る も の と す る 。 ）  

   を ３ 月 に １ 回 以 上 開 催 す る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 介  

   護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。  

  (2)  身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を 整 備 す る こ と 。  

  (3)  介 護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 対 し 、 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の  

   た め の 研 修 を 定 期 的 に 実 施 す る こ と 。  

  第  162 条 第 ２ 号 中 「 若 し く は 」 を 「 又 は 」 に 改 め 、 「 又 は 老 人

性 認 知 症 疾 患 療 養 病 棟 を 有 す る 病 院 」 を 削 り 、 「 又 は 老 人 性 認 知

症 疾 患 療 養 病 棟 に 係 る 」 を 「 に 係 る 」 に 改 め る 。  

  第  163 条 第 ２ 項 第 １ 号 か ら 第 ５ 号 ま で の 規 定 中 「 に 規 定 す る 」

を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め る 。  

  第  164 条 中 「 、 第 50 条 の ８ 」 を 「 か ら 第 50 条 の ９ ま で （ 同 条 第

２ 項 を 除 く 。 ） 」 に 改 め る 。  

  第  174 条 第 １ 項 中 「 ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 療 養 介 護

の 」 を 「 介 護 老 人 保 健 施 設 で あ る ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 予 防 短 期 入

所 療 養 介 護 の 」 に 、 「 次 の と お り 」 を 「 法 に 規 定 す る 介 護 老 人 保
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健 施 設 と し て 必 要 と さ れ る 施 設 及 び 設 備 （ ユ ニ ッ ト 型 介 護 老 人 保

健 施 設 に 関 す る も の に 限 る 。 ） を 有 す る こ と 」 に 改 め 、 同 項 各 号

を 削 り 、 同 条 第 ２ 項 中 「 第  189 条 第 １ 項 に 規 定 す る 設 備 」 を 「 第  

 189 条 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 に 規 定 す る 設 備 」 に 、 「 前 項 」 を 「 前 ２

項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ３ 項 と し 、 同 条 第 １ 項 の 次 に 次 の １ 項

を 加 え る 。  

 ２  介 護 医 療 院 で あ る ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 療 養 介 護

事 業 所 の 設 備 に 関 す る 基 準 は 、 法 に 規 定 す る 介 護 医 療 院 と し て

必 要 と さ れ る 施 設 及 び 設 備 （ ユ ニ ッ ト 型 介 護 医 療 院 に 関 す る も

の に 限 る 。） を 有 す る こ と と す る 。  

  第  177 条 中 第 ５ 項 を 第 ６ 項 と し 、 第 ４ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え  

 る 。  

 ５  ユ ニ ッ ト 型 指 定 介 護 予 防 短 期 入 所 療 養 介 護 事 業 所 の 管 理 者 は

、 ユ ニ ッ ト 型 施 設 の 管 理 等 に 係 る 研 修 を 受 講 す る よ う 努 め な け

れ ば な ら な い 。  

  第  186 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ９  次 に 掲 げ る 要 件 の い ず れ に も 適 合 す る 場 合 に お け る 第 １ 項 第  

  ２ 号 ア 及 び 第 ２ 項 第 ２ 号 ア の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の  

  規 定 中 「 １ 以 上 」 と あ る の は 、 「  0.9 以 上 」 と す る 。  

  (1)  第  200 条 に お い て 準 用 す る 第  128 条 の ２ に 規 定 す る 委 員 会  

   に お い て 、 利 用 者 の 安 全 並 び に 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び  

   職 員 の 負 担 軽 減 を 図 る た め の 取 組 に 関 す る 次 に 掲 げ る 事 項 に  

   つ い て 必 要 な 検 討 を 行 い 、 及 び 当 該 事 項 の 実 施 を 定 期 的 に 確  

   認 し て い る こ と 。  

   ア  利 用 者 の 安 全 及 び 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保  

   イ  介 護 予 防 特 定 施 設 従 業 者 の 負 担 軽 減 及 び 勤 務 状 況 へ の 配  

    慮  

   ウ  緊 急 時 の 体 制 整 備  

   エ  業 務 の 効 率 化 、 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 向 上 等 に 資 す る 機 器  

    （ 次 号 に お い て 「 介 護 機 器 」 と い う 。） の 定 期 的 な 点 検  

   オ  介 護 予 防 特 定 施 設 従 業 者 に 対 す る 研 修  

  (2)  複 数 の 種 類 の 介 護 機 器 を 活 用 し て い る こ と 。  

  (3)  利 用 者 の 安 全 並 び に 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び 職 員 の 負  

   担 軽 減 を 図 る た め 、 介 護 予 防 特 定 施 設 従 業 者 間 の 適 切 な 役 割  

   分 担 を 行 っ て い る こ と 。  

  (4)  利 用 者 の 安 全 並 び に 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び 職 員 の 負  

   担 軽 減 を 図 る 取 組 に よ り 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び 職 員 の  

   負 担 軽 減 が 行 わ れ て い る と 認 め ら れ る こ と 。  

  第  187 条 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第  193 条 の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  
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  （ 口 腔 衛 生 の 管 理 ）  

 第  193 条 の ２  指 定 介 護 予 防 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 事 業 者 は 、  

  利 用 者 の 口 腔 の 健 康 の 保 持 を 図 り 、 自 立 し た 日 常 生 活 を 営 む こ  

  と が で き る よ う 、 口 腔 衛 生 の 管 理 体 制 を 整 備 し 、 各 利 用 者 の 状  

  態 に 応 じ た 口 腔 衛 生 の 管 理 を 計 画 的 に 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

  第  197 条 中 第 ２ 項 を 第 ７ 項 と し 、 同 条 第 １ 項 の 次 に 次 の ５ 項 を  

 加 え る 。  

 ２  指 定 介 護 予 防 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 事 業 者 は 、 前 項 の 規 定  

  に 基 づ き 協 力 医 療 機 関 を 定 め る に 当 た っ て は 、 次 に 掲 げ る 要 件  

  を 満 た す 協 力 医 療 機 関 を 定 め る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  (1)  利 用 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 に お い て 、 医 師 又 は 看 護 職  

   員 が 相 談 対 応 を 行 う 体 制 を 常 時 確 保 し て い る こ と 。  

  (2)  当 該 指 定 介 護 予 防 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 事 業 者 か ら の 診  

   療 の 求 め が あ っ た 場 合 に お い て 、 診 療 を 行 う 体 制 を 常 時 確 保  

   し て い る こ と 。  

  (3)  利 用 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 に お い て 、 協 力 医 療 機 関 そ  

   の 他 の 医 療 機 関 の 医 師 が 診 療 を 行 い 、 入 院 を 要 す る と 認 め ら  

   れ た 利 用 者 の 入 院 を 原 則 と し て 受 け 入 れ る 体 制 を 確 保 し て い  

   る こ と 。  

 ３  指 定 介 護 予 防 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 事 業 者 は 、 １ 年 に １ 回  

  以 上 、 協 力 医 療 機 関 と の 間 で 、 利 用 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等  

  の 対 応 を 確 認 す る と と も に 、 協 力 医 療 機 関 の 名 称 等 を 市 長 に 届  

  け 出 な け れ ば な ら な い 。  

 ４  指 定 介 護 予 防 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 事 業 者 は 、 感 染 症 の 予  

  防 及 び 感 染 症 の 患 者 に 対 す る 医 療 に 関 す る 法 律 （ 平 成 10 年 法 律  

  第  114 号 ） 第 ６ 条 第 17 項 に 規 定 す る 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 （  

  次 項 に お い て 「 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 」 と い う 。 ） と の 間 で  

  、 新 興 感 染 症 （ 同 条 第 ７ 項 に 規 定 す る 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 感  

  染 症 、 同 条 第 ８ 項 に 規 定 す る 指 定 感 染 症 又 は 同 条 第 ９ 項 に 規 定  

  す る 新 感 染 症 を い う 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） の 発 生 時 等 の 対 応  

  を 取 り 決 め る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

 ５  指 定 介 護 予 防 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 事 業 者 は 、 協 力 医 療 機  

  関 が 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 で あ る 場 合 に お い て は 、 当 該 第 二  

  種 協 定 指 定 医 療 機 関 と の 間 で 、 新 興 感 染 症 の 発 生 時 等 の 対 応 に  

  つ い て 協 議 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

 ６  指 定 介 護 予 防 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 事 業 者 は 、 利 用 者 が 協  

  力 医 療 機 関 そ の 他 の 医 療 機 関 に 入 院 し た 後 に 、 当 該 利 用 者 の 病  

  状 が 軽 快 し 、 退 院 が 可 能 と な っ た 場 合 に お い て は 、 再 び 当 該 指  

  定 介 護 予 防 特 定 施 設 に 速 や か に 入 居 さ せ る こ と が で き る よ う に  

  努 め な け れ ば な ら な い 。  



                     横 浜 市 報    号外第３ 令和６年３月29日 

104 

  第  199 条 第 ２ 項 第 ２ 号 か ら 第 ７ 号 ま で の 規 定 中 「 に 規 定 す る 」  

 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め る 。  

  第  200 条 中 「 第 50 条 の 11 ま で （ 第 50 条 の ９ 第 ２ 項 を 除 く 。 ） 」  

 を 「 第 50 条 の ８ ま で 、 第 50 条 の 10 か ら 第 50 条 の 11 ま で 」 に 改 め 、  

 「 第  108 条 の ４ 」 の 次 に 「 、 第  128 条 の ２ 」 を 加 え る 。  

  第  211 条 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第  216 条 第 ２ 項 第 ２ 号 か ら 第 ９ 号 ま で の 規 定 中 「 に 規 定 す る 」  

 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め る 。  

  第  217 条 中 「 第 50 条 の 11 ま で （ 第 50 条 の ９ 第 ２ 項 を 除 く 。 ） 」  

 を 「 第 50 条 の ８ ま で 、 第 50 条 の 10 か ら 第 50 条 の 11 ま で 」 に 改 め 、  

 「 か ら 第 194 条 ま で 」 を 「 、 第  193 条 、 第  194 条 」 に 改 め る 。  

  第  221 条 第 １ 項 中 「 介 護 保 険 法 施 行 令 」 の 次 に 「（ 平 成 10 年 政  

 令 第 412 号 ）」 を 加 え る 。  

  第  222 条 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第  229 条 の 見 出 し 中 「 掲 示 」 を 「 掲 示 等 」 に 改 め 、 同 条 中 第 ３  

 項 を 第 ４ 項 と し 、 第 ２ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ３  指 定 介 護 予 防 福 祉 用 具 貸 与 事 業 者 は 、 原 則 と し て 、 第 １ 項 に

規 定 す る 重 要 事 項 を 、 市 長 が 定 め る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ

ッ ト を 利 用 す る 方 法 に よ り 周 知 し な け れ ば な ら な い 。  

  第  230 条 第 ２ 項 中 「 第 ６ 号 」 を 「 第 ７ 号 」 に 改 め 、 同 項 第 １ 号

か ら 第 ５ 号 ま で の 規 定 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改

め 、 同 項 第 ６ 号 を 同 項 第 ７ 号 と し 、 同 項 第 ５ 号 の 次 に 次 の １ 号 を

加 え る 。  

  (6)  第  233 条 第 ９ 号 の 規 定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 の 記 録  

  第  233 条 中 第 ７ 号 を 第 12 号 と し 、 第 ６ 号 を 第 ７ 号 と し 、 同 号 の

次 に 次 の ４ 号 を 加 え る 。  

  (8)  指 定 介 護 予 防 福 祉 用 具 貸 与 の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該 利 用

者 又 は 他 の 利 用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急 や む

を 得 な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ て は な ら な い 。  

  (9)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 記

録 し な け れ ば な ら な い 。  

  (10)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (11)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。  

  第  233 条 中 第 ５ 号 を 第 ６ 号 と し 、 第 ４ 号 を 第 ５ 号 と し 、 第 ３ 号
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の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (4)  福 祉 用 具 及 び 法 第 ８ 条 の ２ 第 11 項 に 規 定 す る 特 定 介 護 予 防

福 祉 用 具 の い ず れ に も 該 当 す る 福 祉 用 具 （ 以 下 「 対 象 福 祉 用

具 」 と い う 。 ） に 係 る 指 定 介 護 予 防 福 祉 用 具 貸 与 の 提 供 に 当

た っ て は 、 利 用 者 が 指 定 介 護 予 防 福 祉 用 具 貸 与 又 は 指 定 特 定

介 護 予 防 福 祉 用 具 販 売 の い ず れ か を 選 択 で き る こ と に つ い て

十 分 な 説 明 を 行 っ た 上 で 、 利 用 者 の 当 該 選 択 に 当 た っ て 必 要

な 情 報 を 提 供 す る と と も に 、 医 師 、 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士

、 言 語 聴 覚 士 、 介 護 予 防 サ ー ビ ス 計 画 の 原 案 に 位 置 付 け た 指

定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 の 担 当 者 そ の 他 の 関 係 者 の 意 見 及 び 利

用 者 の 身 体 の 状 況 等 を 踏 ま え 、 提 案 を 行 う も の と す る 。   

  第  234 条 第 １ 項 中 「 期 間 等 」 を 「 期 間 、 第 ５ 項 に 規 定 す る モ ニ

タ リ ン グ を 行 う 時 期 等 」 に 改 め 、 同 条 第 ５ 項 に 次 の た だ し 書 を 加

え る 。  

   た だ し 、 対 象 福 祉 用 具 に 係 る 指 定 介 護 予 防 福 祉 用 具 貸 与 の 提

供 に 当 た っ て は 、 介 護 予 防 福 祉 用 具 貸 与 計 画 に 基 づ く サ ー ビ ス

提 供 の 開 始 時 か ら ６ 月 を 経 過 す る ま で の 間 に 少 な く と も １ 回 モ

ニ タ リ ン グ を 行 い 、 そ の 継 続 の 必 要 性 に つ い て 検 討 を 行 う も の

と す る 。  

  第  237 条 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第  242 条 第 ２ 項 中 「 第 ５ 号 」 を 「 第 ６ 号 」 に 改 め 、 同 項 第 １ 号

か ら 第 ４ 号 ま で の 規 定 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改

め 、 同 項 第 ５ 号 を 同 項 第 ６ 号 と し 、 同 項 第 ４ 号 の 次 に 次 の １ 号 を

加 え る 。  

  (5)  第  245 条 第 ８ 号 の 規 定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 の 記 録  

  第  243 条 中 「 第  229 条 第 ３ 項 」 を 「 第  229 条 第 ４ 項 」 に 改 め る  

 。  

  第  245 条 中 第 ５ 号 を 第 11 号 と し 、 第 ４ 号 を 第 ５ 号 と し 、 同 号 の

次 に 次 の ５ 号 を 加 え る 。  

  (6)  対 象 福 祉 用 具 に 係 る 指 定 特 定 介 護 予 防 福 祉 用 具 販 売 の 提 供

に 当 た っ て は 、 利 用 者 等 か ら の 要 請 等 に 応 じ て 、 販 売 し た 福

祉 用 具 の 使 用 状 況 を 確 認 す る よ う 努 め る と と も に 、 必 要 な 場

合 は 、 使 用 方 法 の 指 導 、 修 理 等 を 行 う よ う 努 め る も の と す る

。  

  (7)  指 定 特 定 介 護 予 防 福 祉 用 具 販 売 の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該

利 用 者 又 は 他 の 利 用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急

や む を 得 な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ て は な ら な い

。  

  (8)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 記

録 し な け れ ば な ら な い 。  
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  (9)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (10)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。  

  第  245 条 中 第 ３ 号 を 第 ４ 号 と し 、 第 ２ 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え  

 る 。  

  (3)  対 象 福 祉 用 具 に 係 る 指 定 特 定 介 護 予 防 福 祉 用 具 販 売 の 提 供

に 当 た っ て は 、 利 用 者 が 指 定 介 護 予 防 福 祉 用 具 貸 与 又 は 指 定

特 定 介 護 予 防 福 祉 用 具 販 売 の い ず れ か を 選 択 で き る こ と に つ

い て 十 分 な 説 明 を 行 っ た 上 で 、 利 用 者 の 当 該 選 択 に 当 た っ て

必 要 な 情 報 を 提 供 す る と と も に 、 医 師 、 理 学 療 法 士 、 作 業 療

法 士 、 言 語 聴 覚 士 、 介 護 予 防 サ ー ビ ス 計 画 の 原 案 に 位 置 付 け

た 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 の 担 当 者 そ の 他 の 関 係 者 の 意 見 及

び 利 用 者 の 身 体 の 状 況 等 を 踏 ま え 、 提 案 を 行 う も の と す る 。  

  第  246 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

 ５  福 祉 用 具 専 門 相 談 員 は 、 対 象 福 祉 用 具 に 係 る 指 定 特 定 介 護 予

防 福 祉 用 具 販 売 の 提 供 に 当 た っ て は 、 特 定 介 護 予 防 福 祉 用 具 販

売 計 画 の 作 成 後 、 当 該 特 定 介 護 予 防 福 祉 用 具 販 売 計 画 に 記 載 し

た 目 標 の 達 成 状 況 の 確 認 を 行 う も の と す る 。  

  第  247 条 第 １ 項 中 「 （ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚

に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て

、 電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の 用 に 供 さ れ る も の を い う 。 ） 」 を

削 る 。  

 （ 横 浜 市 指 定 地 域 密 着 型 介 護 予 防 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 及  

 び 運 営 、 指 定 地 域 密 着 型 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 係 る 介 護 予 防 の た め  

 の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 11 条  横 浜 市 指 定 地 域 密 着 型 介 護 予 防 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設

備 及 び 運 営 、 指 定 地 域 密 着 型 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 係 る 介 護 予 防 の

た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 24 年 12 月

横 浜 市 条 例 第 79 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ７ 条 第 １ 項 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第 10 条 第 ２ 項 中 「 附 則 第  130 条 の ２ 第 １ 項 の 規 定 に よ り な お そ

の 効 力 を 有 す る も の と さ れ た 同 法 」 及 び 「 。 第 45 条 第 ６ 項 に お い

て 同 じ 」 を 削 る 。  

  第 11 条 第 １ 項 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 を 削 る 。  

  第 12 条 第 ２ 項 第 ２ 号 中 「 磁 気 デ ィ ス ク 、 シ ー ・ デ ィ ー ・ ロ ム そ
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の 他 こ れ ら に 準 ず る 方 法 に よ り 一 定 の 事 項 を 確 実 に 記 録 し て お く

こ と が で き る 物 」 を 「 電 磁 的 記 録 媒 体 （ 電 磁 的 記 録 （ 電 子 的 方 式

、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い

方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て 、 電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の 用 に

供 さ れ る も の を い う 。 第 93 条 第 １ 項 に お い て 同 じ 。 ） に 係 る 記 録

媒 体 を い う 。 ） 」 に 改 め る 。  

  第 33 条 の 見 出 し を 「 （ 掲 示 等 ） 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の １ 項 を 加  

 え る 。  

 ３  指 定 介 護 予 防 認 知 症 対 応 型 通 所 介 護 事 業 者 は 、 原 則 と し て 、

第 １ 項 に 規 定 す る 重 要 事 項 を 、 市 長 が 定 め る と こ ろ に よ り 、 イ

ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 す る 方 法 に よ り 周 知 し な け れ ば な ら な い 。  

  第 41 条 第 ２ 項 中 「 第 ６ 号 」 を 「 第 ７ 号 」 に 改 め 、 同 項 第 １ 号 か

ら 第 ４ 号 ま で の 規 定 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め

、 同 項 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (7)  第 43 条 第 11 号 の 規 定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 の 記 録  

  第 43 条 第 14 号 中 「 第 12 号 」 を 「 第 16 号 」 に 改 め 、 同 号 を 同 条 第

18 号 と し 、 同 条 中 第 13 号 を 第 17 号 と し 、 第 10 号 か ら 第 12 号 ま で を

４ 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 ９ 号 の 次 に 次 の ４ 号 を 加 え る 。  

  (10)  指 定 介 護 予 防 認 知 症 対 応 型 通 所 介 護 の 提 供 に 当 た っ て は 、

当 該 利 用 者 又 は 他 の 利 用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め

緊 急 や む を 得 な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 そ の 他 利 用 者 の 行

動 を 制 限 す る 行 為 （ 以 下 「 身 体 的 拘 束 等 」 と い う 。 ） を 行 っ

て は な ら な い 。  

  (11)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 そ の 態 様 及 び 時 間 、 そ の 際

の 利 用 者 の 心 身 の 状 況 並 び に 緊 急 や む を 得 な い 理 由 （ 以 下 「

身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 」 と い う 。 ） を 記 録 し な け れ ば な ら な

い 。  

  (12)  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又 は そ

の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら な い

。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す る こ

と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (13)  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た 場 合

に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。  

  第 45 条 第 ６ 項 の 表 中 「 、 指 定 介 護 療 養 型 医 療 施 設 （ 医 療 法 （ 昭

和 23 年 法 律 第  205 号 ） 第 ７ 条 第 ２ 項 第 ４ 号 に 規 定 す る 療 養 病 床 を

有 す る 診 療 所 で あ る も の に 限 る 。 ） 」 を 削 る 。  

  第 46 条 第 １ 項 た だ し 書 中 「 当 該 指 定 介 護 予 防 小 規 模 多 機 能 型 居

宅 介 護 事 業 所 に 併 設 す る 前 条 第 ６ 項 の 表 の 当 該 指 定 介 護 予 防 小 規
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模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 に 中 欄 に 掲 げ る 施 設 等 の い ず れ か が 併

設 さ れ て い る 場 合 の 項 の 中 欄 に 掲 げ る 施 設 等 の 職 務 、 同 一 敷 地 内

の 指 定 定 期 巡 回 ・ 随 時 対 応 型 訪 問 介 護 看 護 事 業 所 の 職 務 （ 当 該 指

定 定 期 巡 回 ・ 随 時 対 応 型 訪 問 介 護 看 護 事 業 所 に 係 る 指 定 定 期 巡 回

・ 随 時 対 応 型 訪 問 介 護 看 護 事 業 者 （ 同 項 に 規 定 す る 指 定 定 期 巡 回

・ 随 時 対 応 型 訪 問 介 護 看 護 事 業 者 を い う 。 ） が 、 指 定 夜 間 対 応 型

訪 問 介 護 事 業 者 （ 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 基 準 等 条 例 第 48 条 第 １

項 に 規 定 す る 指 定 夜 間 対 応 型 訪 問 介 護 事 業 者 を い う 。 ） 、 指 定 訪

問 介 護 事 業 者 （ 横 浜 市 指 定 居 宅 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 、 運

営 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 76 号 。 以 下

「 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第 ６ 条 第 １ 項 に 規 定

す る 指 定 訪 問 介 護 事 業 者 を い う 。 ） 又 は 指 定 訪 問 看 護 事 業 者 （ 指

定 居 宅 サ ー ビ ス 等 基 準 条 例 第 56 条 第 １ 項 に 規 定 す る 指 定 訪 問 看 護

事 業 者 を い う 。 ） の 指 定 を 併 せ て 受 け 、 一 体 的 な 運 営 を 行 っ て い

る 場 合 に は 、 こ れ ら の 事 業 に 係 る 職 務 を 含 む 。 ） 若 し く は 介 護 予

防 ・ 日 常 生 活 支 援 総 合 事 業 （ 第 １ 号 介 護 予 防 支 援 事 業 を 除 く 。 ）

」 を 「 他 の 事 業 所 、 施 設 等 の 職 務 」 に 改 め る 。  

  第 54 条 第 １ 項 中 「 身 体 的 拘 束 そ の 他 利 用 者 の 行 動 を 制 限 す る 行

為 （ 以 下 「 身 体 的 拘 束 等 」 と い う 。 ） 」 を 「 身 体 的 拘 束 等 」 に 改

め 、 同 条 第 ２ 項 中 「 そ の 態 様 及 び 時 間 、 そ の 際 の 利 用 者 の 心 身 の

状 況 並 び に 緊 急 や む を 得 な い 理 由 （ 以 下 「 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等

」 と い う 。 ） 」 を 「 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 」 に 改 め 、 同 条 中 第 ４

項 を 第 ５ 項 と し 、 第 ３ 項 を 第 ４ 項 と し 、 第 ２ 項 の 次 に 次 の １ 項 を

加 え る 。  

 ３  指 定 介 護 予 防 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 者 は 、 身 体 的 拘 束

等 の 適 正 化 を 図 る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な

い 。  

  (1)  身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を 検 討 す る 委 員 会 （ テ

レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し て 行 う こ と が で き る も の と す る 。 ）

を ３ 月 に １ 回 以 上 開 催 す る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 介

護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。   

  (2)  身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を 整 備 す る こ と 。  

  (3)  介 護 職 員 そ の 他 の 従 業 者 に 対 し 、 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 の

た め の 研 修 を 定 期 的 に 実 施 す る こ と 。  

  第 65 条 の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

  （ 利 用 者 の 安 全 並 び に 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び 職 員 の 負 担  

  軽 減 に 資 す る 方 策 を 検 討 す る た め の 委 員 会 の 設 置 ）  

 第 65 条 の ２  指 定 介 護 予 防 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 者 は 、 当

該 指 定 介 護 予 防 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 に お け る 業 務 の

効 率 化 、 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 向 上 そ の 他 の 生 産 性 の 向 上 に 資 す



                     横 浜 市 報    号外第３ 令和６年３月29日 

109 

る 取 組 の 促 進 を 図 る た め 、 当 該 指 定 介 護 予 防 小 規 模 多 機 能 型 居

宅 介 護 事 業 所 に お け る 利 用 者 の 安 全 並 び に 介 護 サ ー ビ ス の 質 の

確 保 及 び 職 員 の 負 担 軽 減 に 資 す る 方 策 を 検 討 す る た め の 委 員 会

（ テ レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し て 行 う こ と が で き る も の と す る 。

） を 定 期 的 に 開 催 し な け れ ば な ら な い 。  

  第 66 条 第 ２ 項 中 「 、 第 ２ 号 」 を 「 か ら 第 ３ 号 ま で 」 に 、 「 第 ４

号 」 を 「 第 ５ 号 」 に 、 「 第 ３ 号 」 を 「 第 ４ 号 」 に 改 め 、 同 項 中 第

３ 号 を 削 り 、 同 項 第 ４ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に

改 め 、 同 号 を 同 項 第 ３ 号 と し 、 同 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (4)  次 条 に お い て 準 用 す る 第 22 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 提 供 し た  

   具 体 的 な 指 定 介 護 予 防 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 の 内 容 等 の 記  

   録  

  第 66 条 第 ２ 項 第 ５ 号 を 削 り 、 同 項 第 ６ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「

の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ５ 号 と し 、 同 項 第 ７ 号 中 「

に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ６ 号 と し

、 同 項 第 ８ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号

を 同 項 第 ７ 号 と し 、 同 項 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (8)  次 条 に お い て 準 用 す る 第 40 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 報 告 、 評 価  

   、 要 望 、 助 言 等 の 記 録  

  第 74 条 第 １ 項 た だ し 書 中 「 同 一 敷 地 内 に あ る 」 及 び 「 若 し く は

併 設 す る 指 定 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 」 を 削 る 。  

  第 81 条 た だ し 書 中 「 こ れ ら の 事 業 所 、 施 設 等 が 同 一 敷 地 内 に あ

る こ と 等 に よ り 」 を 削 る 。  

  第 85 条 中 第 ３ 項 を 第 ８ 項 と し 、 第 ２ 項 を 第 ７ 項 と し 、 第 １ 項 の

次 に 次 の ５ 項 を 加 え る 。  

 ２  指 定 介 護 予 防 認 知 症 対 応 型 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 前 項 の 規

定 に 基 づ き 協 力 医 療 機 関 を 定 め る に 当 た っ て は 、 次 に 掲 げ る 要

件 を 満 た す 協 力 医 療 機 関 を 定 め る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い

。  

  (1)  利 用 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合 等 に お い て 、 医 師 又 は 看 護 職

員 が 相 談 対 応 を 行 う 体 制 を 常 時 確 保 し て い る こ と 。  

  (2)  当 該 指 定 介 護 予 防 認 知 症 対 応 型 共 同 生 活 介 護 事 業 者 か ら の

診 療 の 求 め が あ っ た 場 合 に お い て 、 診 療 を 行 う 体 制 を 常 時 確

保 し て い る こ と 。  

 ３  指 定 介 護 予 防 認 知 症 対 応 型 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 １ 年 に １

回 以 上 、 協 力 医 療 機 関 と の 間 で 、 利 用 者 の 病 状 が 急 変 し た 場 合

等 の 対 応 を 確 認 す る と と も に 、 協 力 医 療 機 関 の 名 称 等 を 市 長 に

届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

 ４  指 定 介 護 予 防 認 知 症 対 応 型 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 感 染 症 の

予 防 及 び 感 染 症 の 患 者 に 対 す る 医 療 に 関 す る 法 律 （ 平 成 10 年 法



                     横 浜 市 報    号外第３ 令和６年３月29日 

110 

律 第  114 号 ） 第 ６ 条 第 17 項 に 規 定 す る 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関

（ 次 項 に お い て 「 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 」 と い う 。 ） と の 間

で 、 新 興 感 染 症 （ 同 条 第 ７ 項 に 規 定 す る 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等

感 染 症 、 同 条 第 ８ 項 に 規 定 す る 指 定 感 染 症 又 は 同 条 第 ９ 項 に 規

定 す る 新 感 染 症 を い う 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） の 発 生 時 等 の 対

応 を 取 り 決 め る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

 ５  指 定 介 護 予 防 認 知 症 対 応 型 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 協 力 医 療

機 関 が 第 二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 で あ る 場 合 に お い て は 、 当 該 第

二 種 協 定 指 定 医 療 機 関 と の 間 で 、 新 興 感 染 症 の 発 生 時 等 の 対 応

に つ い て 協 議 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

 ６  指 定 介 護 予 防 認 知 症 対 応 型 共 同 生 活 介 護 事 業 者 は 、 利 用 者 が

協 力 医 療 機 関 そ の 他 の 医 療 機 関 に 入 院 し た 後 に 、 当 該 利 用 者 の

病 状 が 軽 快 し 、 退 院 が 可 能 と な っ た 場 合 に お い て は 、 再 び 当 該

指 定 介 護 予 防 認 知 症 対 応 型 共 同 生 活 介 護 事 業 所 に 速 や か に 入 居

さ せ る こ と が で き る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

  第 87 条 第 ２ 項 第 ２ 号 か ら 第 ６ 号 ま で の 規 定 中 「 に 規 定 す る 」 を

「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め る 。  

  第 88 条 中 「 及 び 第 63 条 」 を 「 、 第 63 条 及 び 第 65 条 の ２ 」 に 改 め

る 。  

  第 93 条 第 １ 項 中 「 （ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に

よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て 、

電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の 用 に 供 さ れ る も の を い う 。 ） 」 を 削

る 。  

 （ 横 浜 市 指 定 介 護 予 防 支 援 等 の 事 業 の 人 員 及 び 運 営 、 指 定 介 護 予  

 防 支 援 等 に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 等 の 基 準 に  

 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 12 条  横 浜 市 指 定 介 護 予 防 支 援 等 の 事 業 の 人 員 及 び 運 営 、 指 定 介

護 予 防 支 援 等 に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 等 の 基

準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 26 年 ９ 月 横 浜 市 条 例 第 52 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。  

  第 ５ 条 中 「 指 定 介 護 予 防 支 援 事 業 者 」 を 「 地 域 包 括 支 援 セ ン タ

ー の 設 置 者 で あ る 指 定 介 護 予 防 支 援 事 業 者 」 に 改 め 、 「 （ 以 下 「

指 定 介 護 予 防 支 援 事 業 所 」 と い う 。 ） 」 を 削 り 、 同 条 に 次 の １ 項

を 加 え る 。  

 ２  指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 で あ る 指 定 介 護 予 防 支 援 事 業 者 は 、

当 該 指 定 に 係 る 事 業 所 ご と に １ 以 上 の 員 数 の 指 定 介 護 予 防 支 援

の 提 供 に 当 た る 必 要 な 数 の 介 護 支 援 専 門 員 を 置 か な け れ ば な ら

な い 。  

  第 ６ 条 第 １ 項 中 「 指 定 介 護 予 防 支 援 事 業 所 」 を 「 当 該 指 定 に 係

る 事 業 所 （ 以 下 「 指 定 介 護 予 防 支 援 事 業 所 」 と い う 。 ） 」 に 改 め
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、 同 条 第 ２ 項 中 「 前 項 に 規 定 す る 」 を 「 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー の

設 置 者 で あ る 指 定 介 護 予 防 支 援 事 業 者 が 前 項 の 規 定 に よ り 置 く 」

に 改 め 、 同 条 に 次 の ２ 項 を 加 え る 。  

 ３  指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 で あ る 指 定 介 護 予 防 支 援 事 業 者 が 第

１ 項 の 規 定 に よ り 置 く 管 理 者 は 、 主 任 介 護 支 援 専 門 員 （ 介 護 保

険 法 施 行 規 則 （ 平 成 11 年 厚 生 省 令 第 36 号 ） 第  140 条 の 66 第 １ 号

イ (3) に 規 定 す る 主 任 介 護 支 援 専 門 員 を い う 。 以 下 こ の 項 に お い

て 同 じ 。 ） で な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 主 任 介 護 支 援 専 門 員

の 確 保 が 著 し く 困 難 で あ る 等 や む を 得 な い 理 由 が あ る 場 合 に つ

い て は 、 介 護 支 援 専 門 員 （ 主 任 介 護 支 援 専 門 員 を 除 く 。） を 第

１ 項 に 規 定 す る 管 理 者 と す る こ と が で き る 。  

 ４  第 １ 項 に 規 定 す る 管 理 者 は 、 専 ら そ の 職 務 に 従 事 す る 者 で な

け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 次 に 掲 げ る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い

。  

  (1)  管 理 者 が そ の 管 理 す る 指 定 介 護 予 防 支 援 事 業 所 の 介 護 支 援

専 門 員 の 職 務 に 従 事 す る 場 合  

  (2)  管 理 者 が 他 の 事 業 所 の 職 務 に 従 事 す る 場 合 （ そ の 管 理 す る

指 定 介 護 予 防 支 援 事 業 所 の 管 理 に 支 障 が な い 場 合 に 限 る 。 ）  

  第 ７ 条 第 ２ 項 中 「 あ ら か じ め 」 の 次 に 「 、 利 用 者 又 は そ の 家 族

に 対 し 」 を 加 え 、 同 条 第 ３ 項 中 「 担 当 職 員 」 の 次 に 「（ 指 定 居 宅

介 護 支 援 事 業 者 で あ る 指 定 介 護 予 防 支 援 事 業 者 の 場 合 に あ っ て は

、 介 護 支 援 専 門 員 。 以 下 同 じ 。 ） 」 を 加 え 、 同 条 第 ４ 項 第 ２ 号 中

「 磁 気 デ ィ ス ク 、 シ ー ・ デ ィ ー ・ ロ ム そ の 他 こ れ ら に 準 ず る 方 法

に よ り 一 定 の 事 項 を 確 実 に 記 録 し て お く こ と が で き る 物 」 を 「 電

磁 的 記 録 媒 体 （ 電 磁 的 記 録 （ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の

知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ

っ て 、 電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の 用 に 供 さ れ る も の を い う 。 第

36 条 第 １ 項 に お い て 同 じ 。） に 係 る 記 録 媒 体 を い う 。 ） 」 に 改 め

る 。  

  第 13 条 に 次 の ２ 項 を 加 え る 。  

 ２  指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 で あ る 指 定 介 護 予 防 支 援 事 業 者 は 、

前 項 の 利 用 料 の ほ か 、 利 用 者 の 選 定 に よ り 通 常 の 事 業 の 実 施 地

域 以 外 の 地 域 の 居 宅 を 訪 問 し て 指 定 介 護 予 防 支 援 を 行 う 場 合 に

は 、 そ れ に 要 し た 交 通 費 の 支 払 を 利 用 者 か ら 受 け る こ と が で き

る 。  

 ３  指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 で あ る 指 定 介 護 予 防 支 援 事 業 者 は 、

前 項 に 規 定 す る 費 用 の 額 に 係 る サ ー ビ ス の 提 供 に 当 た っ て は 、

あ ら か じ め 、 利 用 者 又 は そ の 家 族 に 対 し 、 当 該 サ ー ビ ス の 内 容

及 び 費 用 に つ い て 説 明 を 行 い 、 利 用 者 の 同 意 を 文 書 に よ り 得 な

け れ ば な ら な い 。  
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  第 14 条 中 「 前 条 」 を 「 前 条 第 １ 項 」 に 改 め る 。  

  第 15 条 中 「 指 定 介 護 予 防 支 援 事 業 者 」 を 「 地 域 包 括 支 援 セ ン タ

ー の 設 置 者 で あ る 指 定 介 護 予 防 支 援 事 業 者 」 に 改 め 、 同 条 第 １ 号

中 「 （ 平 成 11 年 厚 生 省 令 第 36 号 ） 」 を 削 り 、 同 条 第 ４ 号 中 「 次 章

」 の 次 に 「（ 第 33 条 第 29 号 を 除 く 。 ） 」 を 加 え る 。  

  第 24 条 の 見 出 し を 「 （ 掲 示 等 ） 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の １ 項 を 加  

 え る 。  

 ３  指 定 介 護 予 防 支 援 事 業 者 は 、 原 則 と し て 、 第 １ 項 に 規 定 す る

重 要 事 項 を 、 市 長 が 定 め る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利

用 す る 方 法 に よ り 周 知 し な け れ ば な ら な い 。  

  第 31 条 第 ２ 項 中 「 第 ２ 号 」 を 「 第 ６ 号 」 に 、 「 第 ３ 号 」 を 「 第

２ 号 」 に 改 め 、 同 項 第 １ 号 オ 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る

」 に 改 め 、 同 項 第 ２ 号 を 削 り 、 同 項 第 ３ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「

の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ２ 号 と し 、 同 項 第 ４ 号 中 「

に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ３ 号 と し

、 同 項 第 ５ 号 中 「 に 規 定 す る 」 を 「 の 規 定 に よ る 」 に 改 め 、 同 号

を 同 項 第 ４ 号 と し 、 同 項 に 次 の ２ 号 を 加 え る 。  

  (5)  第 33 条 第 ２ 号 の ３ の 規 定 に よ る 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 の 記    

録  

  (6)  第 33 条 第 14 号 に 規 定 す る 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 事 業 者 と

の 連 絡 調 整 に 関 す る 記 録  

  第 33 条 第 ２ 号 の 次 に 次 の ４ 号 を 加 え る 。  

  (2) の ２  指 定 介 護 予 防 支 援 の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該 利 用 者 又

は 他 の 利 用 者 等 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た め 緊 急 や む を 得

な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 そ の 他 利 用 者 の 行 動 を 制 限 す る

行 為 （ 以 下 「 身 体 的 拘 束 等 」 と い う 。 ） を 行 っ て は な ら な い

。  

  (2) の ３  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 そ の 態 様 及 び 時 間 、 そ

の 際 の 利 用 者 の 心 身 の 状 況 並 び に 緊 急 や む を 得 な い 理 由 （ 以

下 「 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 」 と い う 。 ） を 記 録 し な け れ ば な

ら な い 。  

  (2) の ４  身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 事 前 に 、 当 該 利 用 者 又

は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば な ら

な い 。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 に よ り 事 前 に 当 該 説 明 を す

る こ と が 困 難 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

  (2) の ５  前 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 事 前 に 説 明 を 行 わ な か っ た

場 合 に は 、 当 該 身 体 的 拘 束 等 を 行 っ た 後 速 や か に 、 当 該 利 用

者 又 は そ の 家 族 に 、 身 体 的 拘 束 等 の 態 様 等 を 説 明 し な け れ ば

な ら な い 。  

  第 33 条 第 16 号 ア 中 「 及 び 当 該 指 定 介 護 予 防 支 援 の 評 価 期 間 が 終
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了 す る 月 並 び に 当 該 利 用 者 の 状 況 に 著 し い 変 化 が あ っ た と き は 、

当 該 利 用 者 の 居 宅 を 訪 問 し 」 を 削 り 、 同 号 ウ を 同 号 オ と し 、 同 号

イ 中 「 月 」 の 次 に 「 （ イ た だ し 書 の 規 定 に よ り テ レ ビ 電 話 装 置 等

を 活 用 し て 利 用 者 に 面 接 す る 月 を 除 く 。 ） 」 を 加 え 、 同 号 中 イ を

エ と し 、 ア の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。  

   イ  ア の 規 定 に よ る 面 接 は 、 利 用 者 の 居 宅 を 訪 問 す る こ と に  

よ っ て 行 う こ と 。 た だ し 、 次 の い ず れ に も 該 当 す る 場 合 で

あ っ て 、 サ ー ビ ス の 提 供 を 開 始 す る 月 の 翌 月 か ら 起 算 し て

３ 月 ご と の 期 間 （ 以 下 こ の 号 に お い て 単 に 「 期 間 」 と い う

。 ） に つ い て 、 少 な く と も 連 続 す る ２ 期 間 に １ 回 は 利 用 者

の 居 宅 を 訪 問 し て 面 接 す る と き は 、 利 用 者 の 居 宅 を 訪 問 し

な い 期 間 に お い て は 、 テ レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し て 利 用 者

に 面 接 す る こ と が で き る 。  

    (ア)  テ レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し て 面 接 を 行 う こ と に つ い て  

     、 文 書 に よ り 利 用 者 の 同 意 を 得 て い る こ と 。  

    (イ)  サ ー ビ ス 担 当 者 会 議 等 に お い て 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ  

     い て 主 治 の 医 師 、 担 当 者 そ の 他 の 関 係 者 の 合 意 を 得 て い  

     る こ と 。  

     a  利 用 者 の 心 身 の 状 況 が 安 定 し て い る こ と 。  

     b  利 用 者 が テ レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し て 意 思 疎 通 を 行  

      う こ と が で き る こ と 。  

     ｃ  担 当 職 員 が 、 テ レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し た モ ニ タ リ  

      ン グ で は 把 握 で き な い 情 報 に つ い て 、 担 当 者 か ら 提 供  

      を 受 け る こ と 。  

   ウ  サ ー ビ ス の 評 価 期 間 が 終 了 す る 月 及 び 利 用 者 の 状 況 に 著  

し い 変 化 が あ っ た と き は 、 利 用 者 の 居 宅 を 訪 問 し 、 利 用 者

に 面 接 す る こ と 。  

  第 33 条 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (29)  指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 で あ る 指 定 介 護 予 防 支 援 事 業 者 は

、 法 第  115 条 の 30 の ２ 第 １ 項 の 規 定 に よ り 市 長 か ら 情 報 の 提

供 を 求 め ら れ た 場 合 に は 、 そ の 求 め に 応 じ な け れ ば な ら な い

。  

  第 36 条 第 １ 項 中 「 （ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に

よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て 、

電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の 用 に 供 さ れ る も の を い う 。 ） 」 を 削

る 。  

 （ 横 浜 市 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 の 基 準 等 に  

 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 13 条  横 浜 市 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 の 基 準

等 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 令 和 ３ 年 ３ 月 横 浜 市 条
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例 第 20 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  附 則 第 ２ 項 及 び 第 ３ 項 を 次 の よ う に 改 め る 。  

  （ 虐 待 の 防 止 の 措 置 に 係 る 経 過 措 置 ）  

 ２  こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） か ら 令 和 ９

年 ３ 月 31 日 ま で の 間 、 第 ８ 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 横 浜 市 指 定

居 宅 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基 準 に 関 す る 条 例

（ 以 下 「 新 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第 ３ 条 第 ３

項 （ 新 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第 82 条 第 １ 項 に 規 定 す る 指 定

居 宅 療 養 管 理 指 導 事 業 者 に 適 用 さ れ る 場 合 に 限 る 。 ） 及 び 第 40

条 の ２ （ 新 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第 89 条 に お い て 準 用 す る

場 合 に 限 る 。 ） 並 び に 第 11 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 横 浜 市 指 定

介 護 予 防 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 、 指 定 介 護 予 防

サ ー ビ ス に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 等 の 基 準

に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 新 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 基 準 条 例 」 と い

う 。 ） 第 ３ 条 第 ３ 項 （ 新 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第 80 条

第 １ 項 に 規 定 す る 指 定 介 護 予 防 居 宅 療 養 管 理 指 導 事 業 者 に 適 用

さ れ る 場 合 に 限 る 。 ） 及 び 第 50 条 の 10 の ２ （ 新 指 定 介 護 予 防 サ

ー ビ ス 基 準 条 例 第 85 条 に お い て 準 用 す る 場 合 に 限 る 。） の 規 定

の 適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 講 じ な け れ ば 」 と あ る の

は 「 講 じ る よ う に 努 め な け れ ば 」 と 、 新 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基 準

条 例 第 87 条 及 び 新 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第 83 条 の 規 定

の 適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 、 次 に 」 と あ る の は 「 、

虐 待 の 防 止 の た め の 措 置 に 関 す る 事 項 に 関 す る 規 程 を 定 め て お

く よ う 努 め る と と も に 、 次 に 」 と 、 「 重 要 事 項 」 と あ る の は 「

重 要 事 項 （ 虐 待 の 防 止 の た め の 措 置 に 関 す る 事 項 を 除 く 。 ） 」

と す る 。  

  （ 業 務 継 続 計 画 の 策 定 等 に 係 る 経 過 措 置 ）  

 ３  施 行 日 か ら 令 和 ９ 年 ３ 月 31 日 ま で の 間 、 新 指 定 居 宅 サ ー ビ ス

基 準 条 例 第 32 条 の ２ （ 新 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第 89 条 に お

い て 準 用 す る 場 合 に 限 る 。 ） 及 び 新 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 基 準

条 例 第 50 条 の ２ の ２ （ 新 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第 85 条

に お い て 準 用 す る 場 合 に 限 る 。 ） の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 新

指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第 32 条 の ２ 第 １ 項 及 び 新 指 定 介 護 予

防 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第 50 条 の ２ の ２ 第 １ 項 中 「 講 じ な け れ ば 」

と あ る の は 「 講 ず る よ う 努 め な け れ ば 」 と 、 新 指 定 居 宅 サ ー ビ

ス 基 準 条 例 第 32 条 の ２ 第 ２ 項 及 び 新 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 基 準

条 例 第 50 条 の ２ の ２ 第 ２ 項 中 「 実 施 し な け れ ば 」 と あ る の は 「

実 施 す る よ う 努 め な け れ ば 」 と 、 新 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 条 例

第 32 条 の ２ 第 ３ 項 及 び 新 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第 50 条

の ２ の ２ 第 ３ 項 中 「 行 う 」 と あ る の は 「 行 う よ う 努 め る 」 と す
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る 。  

   附  則  

 ( 施 行 期 日 )  

１  こ の 条 例 は 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各  

 号 に 掲 げ る 規 定 は 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。  

 (1)  第 １ 条 中 横 浜 市 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営

の 基 準 等 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 基 準 等 条

例 」 と い う 。 ） 第 ６ 条 第 ２ 項 第 ２ 号 及 び 第 56 条 第 １ 項 の 改 正 規

定 、 第 ２ 条 中 横 浜 市 介 護 老 人 保 健 施 設 の 人 員 、 施 設 及 び 設 備 並

び に 運 営 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 介 護 老 人 保 健 施 設 基 準 条

例 」 と い う 。 ） 第 ７ 条 第 ２ 項 第 ２ 号 及 び 第 55 条 第 １ 項 の 改 正 規

定 、 第 ３ 条 中 横 浜 市 介 護 医 療 院 の 人 員 、 施 設 及 び 設 備 並 び に 運

営 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 介 護 医 療 院 基 準 条 例 」 と い う 。

） 第 ７ 条 第 ２ 項 第 ２ 号 及 び 第 55 条 第 １ 項 の 改 正 規 定 、 第 ４ 条 中

横 浜 市 養 護 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 以

下 「 養 護 老 人 ホ ー ム 基 準 条 例 」 と い う 。） 第 13 条 第 １ 項 第 ４ 号

ア の 改 正 規 定 、 同 条 第 ２ 項 を 削 る 改 正 規 定 、 同 条 第 ３ 項 の 改 正

規 定 、 同 項 を 同 条 第 ２ 項 と す る 改 正 規 定 、 同 条 第 ４ 項 の 改 正 規

定 、 同 項 を 同 条 第 ３ 項 と す る 改 正 規 定 、 同 条 第 ５ 項 を 同 条 第 ４

項 と し 、 同 条 第 ６ 項 を 削 る 改 正 規 定 、 同 条 第 ７ 項 の 改 正 規 定 、

同 項 た だ し 書 を 削 り 、 同 項 を 同 条 第 ５ 項 と し 、 同 条 第 ８ 項 を 削

る 改 正 規 定 、 同 条 第 ９ 項 の 改 正 規 定 、 同 項 を 同 条 第 ６ 項 と す る

改 正 規 定 、 同 条 第 10 項 の 改 正 規 定 、 同 項 た だ し 書 を 削 り 、 同 項

を 同 条 第 ７ 項 と し 、 同 条 第 11 項 を 同 条 第 ８ 項 と し 、 同 条 第 12 項

を 削 る 改 正 規 定 、 第 23 条 第 ３ 項 を 削 る 改 正 規 定 及 び 別 表 を 削 る

改 正 規 定 、 第 ６ 条 中 横 浜 市 軽 費 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 の 基

準 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 軽 費 老 人 ホ ー ム 基 準 条 例 」 と い う 。 ）

第 ３ 条 第 ３ 項 、 第 13 条 第 ３ 項 第 ２ 号 、 第 33 条 第 ２ 項 、 第 35 条 第

１ 項 及 び 附 則 第 ５ 項 の 改 正 規 定 、 第 ７ 条 中 横 浜 市 指 定 居 宅 サ ー

ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「

指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第 ９ 条 第 ２ 項 第 ２ 号 、

第 53 条 第 １ 項 第 １ 号 、 第 72 条 第 １ 項 第 ２ 号 及 び 第 76 条 の 改 正 規

定 、 同 条 第 ５ 号 の 改 正 規 定 （ 「 理 学 療 法 士 等 を 」 を 「 理 学 療 法

士 、 作 業 療 法 士 、 言 語 聴 覚 士 」 に 改 め る 部 分 に 限 る 。 ） 、 第 77

条 第 １ 項 、 第 ３ 項 及 び 第 ４ 項 の 改 正 規 定 、 第 80 条 の 改 正 規 定 、

第  128 条 第 １ 項 、 第 ３ 項 及 び 第 ４ 項 の 改 正 規 定 並 び に 第  257 条

第 １ 項 の 改 正 規 定 、 第 ８ 条 中 横 浜 市 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス の

事 業 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基 準 等 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 指 定

地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 基 準 等 条 例 」 と い う 。 ） 第 10 条 第 ２ 項 第 ２

号 及 び 第  148 条 第 ２ 項 の 改 正 規 定 、 第  167 条 の ２ の 改 正 規 定 （
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「 入 所 者 の 」 を 「 入 居 者 の 」 に 改 め る 部 分 に 限 る 。 ） 並 び に 第  

 194 条 第 １ 項 の 改 正 規 定 、 第 ９ 条 中 横 浜 市 指 定 居 宅 介 護 支 援 の

事 業 の 人 員 、 運 営 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 指 定 居 宅 介 護

支 援 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第 ７ 条 第 ４ 項 第 ２ 号 及 び 第 33 条 第 １

項 の 改 正 規 定 、 第 10 条 中 横 浜 市 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス の 事 業 の

人 員 、 設 備 及 び 運 営 、 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 係 る 介 護 予 防 の

た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 指 定

介 護 予 防 サ ー ビ ス 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第 46 条 の ２ 第 ２ 項 第 ２

号 、 第 71 条 第 １ 項 第 ２ 号 及 び 第 76 条 の 改 正 規 定 、 第 78 条 の 改 正

規 定 （ 「 理 学 療 法 士 等 が 」 を 「 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 又 は 言

語 聴 覚 士 が 」 に 改 め る 部 分 に 限 る 。 ） 、 同 条 第 １ 号 の 改 正 規 定

（ 「 理 学 療 法 士 等 」 を 「 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 、 言 語 聴 覚 士

」 に 改 め る 部 分 に 限 る 。 ） 、 同 条 第 ２ 号 、 第 ４ 号 、 第 ５ 号 及 び

第 10 号 か ら 第 13 号 ま で の 改 正 規 定 、 第  113 条 第 ２ 号 か ら 第 ５ 号

ま で 及 び 第 10 号 か ら 第 12 号 ま で の 改 正 規 定 並 び に 第  132 条 、 第  

 164 条 及 び 第  247 条 第 １ 項 の 改 正 規 定 、 第 11 条 中 横 浜 市 指 定 地

域 密 着 型 介 護 予 防 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 、 指 定

地 域 密 着 型 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な

支 援 の 方 法 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 指 定 地 域 密 着 型 介 護

予 防 サ ー ビ ス 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第 12 条 第 ２ 項 第 ２ 号 及 び 第

93 条 第 １ 項 の 改 正 規 定 並 び に 第 12 条 中 横 浜 市 指 定 介 護 予 防 支 援

等 の 事 業 の 人 員 及 び 運 営 、 指 定 介 護 予 防 支 援 等 に 係 る 介 護 予 防

の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 指

定 介 護 予 防 支 援 等 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第 ７ 条 第 ４ 項 第 ２ 号 及

び 第 36 条 第 １ 項 の 改 正 規 定  公 布 の 日  

 (2)  第 ７ 条 中 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第 57 条 第 １ 項 た だ し 書 の

改 正 規 定 、 第 63 条 の 改 正 規 定 、 第 69 条 第 ２ 項 の 改 正 規 定 、 第 72

条 第 ３ 項 の 改 正 規 定 、 同 項 を 同 条 第 ４ 項 と し 、 同 条 第 ２ 項 の 次

に １ 項 を 加 え る 改 正 規 定 、 第 76 条 第 ５ 号 の 改 正 規 定 （ 「 理 学 療

法 士 等 」 を 「 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 、 言 語 聴 覚 士 」 に 改 め る

部 分 を 除 く 。 ） 、 同 号 を 同 条 第 ９ 号 と し 、 同 条 中 第 ４ 号 を 第 ８

号 と し 、 第 ３ 号 を 第 ７ 号 と し 、 第 ２ 号 の 次 に ４ 号 を 加 え る 改 正

規 定 、 第 77 条 第 ５ 項 の 改 正 規 定 、 同 項 を 同 条 第 ６ 項 と し 、 同 条

第 ４ 項 を 同 条 第 ５ 項 と し 、 同 条 第 ３ 項 の 次 に １ 項 を 加 え る 改 正

規 定 、 第 79 条 第 ２ 項 の 改 正 規 定 、 第 86 条 の 改 正 規 定 、 第 88 条 第

２ 項 の 改 正 規 定 、 第  124 条 第 ５ 項 の 改 正 規 定 、 同 項 を 同 条 第 ６

項 と し 、 同 条 第 ４ 項 の 次 に １ 項 を 加 え る 改 正 規 定 、 第  127 条 の

改 正 規 定 、 第  128 条 第 ６ 項 の 改 正 規 定 、 同 項 を 同 条 第 ７ 項 と し

、 同 条 第 ５ 項 を 同 条 第 ６ 項 と す る 改 正 規 定 、 同 条 第 ４ 項 を 同 条

第 ５ 項 と し 、 同 条 第 ３ 項 の 次 に １ 項 を 加 え る 改 正 規 定 及 び 第 13  
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2 条 第 ２ 項 の 改 正 規 定 並 び に 第 10 条 中 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 基

準 条 例 第 57 条 第 １ 項 た だ し 書 の 改 正 規 定 、 第 65 条 第 ２ 項 の 改 正

規 定 、 第 68 条 の 改 正 規 定 、 第 69 条 第 ４ 項 の 改 正 規 定 、 第 71 条 第

３ 項 の 改 正 規 定 、 同 項 を 同 条 第 ４ 項 と し 、 同 条 第 ２ 項 の 次 に １

項 を 加 え る 改 正 規 定 、 第 75 条 第 ２ 項 の 改 正 規 定 、 第 78 条 第 14 号

の 改 正 規 定 、 同 号 を 同 条 第 19 号 と す る 改 正 規 定 、 同 条 第 13 号 を

同 条 第 18 号 と す る 改 正 規 定 、 同 条 第 12 号 を 同 条 第 17 号 と す る 改

正 規 定 、 同 条 第 11 号 を 同 条 第 16 号 と す る 改 正 規 定 、 同 条 第 10 号

を 同 条 第 15 号 と し 、 同 条 中 第 ９ 号 を 第 14 号 と し 、 第 ８ 号 を 第 ９

号 と し 、 同 号 の 次 に ４ 号 を 加 え る 改 正 規 定 、 同 条 中 第 ７ 号 を 第

８ 号 と す る 改 正 規 定 、 同 条 第 ６ 号 の 改 正 規 定 、 同 号 を 同 条 第 ７

号 と す る 改 正 規 定 、 同 条 第 ５ 号 を 同 条 第 ６ 号 と し 、 同 条 第 ４ 号

の 次 に １ 号 を 加 え る 改 正 規 定 、 第 84 条 第 ２ 項 の 改 正 規 定 、 第 87

条 の 改 正 規 定 、 第  105 条 第 ５ 項 の 改 正 規 定 、 同 項 を 同 条 第 ６ 項

と し 、 同 条 第 ４ 項 の 次 に １ 項 を 加 え る 改 正 規 定 、 第  110 条 第 ２

項 の 改 正 規 定 、 第  113 条 第 13 号 の 改 正 規 定 、 同 号 を 同 条 第 18 号

と す る 改 正 規 定 、 同 条 第 12 号 を 同 条 第 17 号 と す る 改 正 規 定 、 同

条 第 11 号 を 同 条 第 16 号 と す る 改 正 規 定 、 同 条 第 10 号 を 同 条 第 15

号 と し 、 同 条 中 第 ９ 号 を 第 14 号 と し 、 第 ８ 号 を 第 ９ 号 と し 、 同

号 の 次 に ４ 号 を 加 え る 改 正 規 定 、 同 条 中 第 ７ 号 を 第 ８ 号 と す る

改 正 規 定 、 同 条 第 ６ 号 の 改 正 規 定 、 同 号 を 同 条 第 ７ 号 と す る 改

正 規 定 及 び 同 条 第 ５ 号 を 同 条 第 ６ 号 と し 、 同 条 第 ４ 号 の 次 に １

号 を 加 え る 改 正 規 定  令 和 ６ 年 ６ 月 １ 日  

 （ 重 要 事 項 の 掲 示 等 に 係 る 経 過 措 置 ）  

２  こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） か ら 令 和 ７ 年

３ 月 31 日 ま で の 間 、 第 １ 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 指 定 介 護 老 人 福

祉 施 設 基 準 等 条 例 （ 以 下 「 新 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 基 準 等 条 例 」

と い う 。 ） 第 34 条 第 ３ 項 （ 新 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 基 準 等 条 例 第

54 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、

同 項 中 「 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 は 、 原 則 と し て 、 第 １ 項 に 規 定 す

る 重 要 事 項 を 、 市 長 が 定 め る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利

用 す る 方 法 に よ り 周 知 し な け れ ば な ら な い 。 」 と あ る の は 「 削 除

」 と 、 第 ２ 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 介 護 老 人 保 健 施 設 基 準 条 例 （

以 下 「 新 介 護 老 人 保 健 施 設 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第 35 条 第 ３ 項 （

新 介 護 老 人 保 健 施 設 基 準 条 例 第 54 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む

。 ） の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 介 護 老 人 保 健 施 設 は 、 原

則 と し て 、 第 １ 項 に 規 定 す る 重 要 事 項 を 、 市 長 が 定 め る と こ ろ に

よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 す る 方 法 に よ り 周 知 し な け れ ば な ら

な い 。 」 と あ る の は 「 削 除 」 と 、 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 介

護 医 療 院 基 準 条 例 （ 以 下 「 新 介 護 医 療 院 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第
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35 条 第 ３ 項 （ 新 介 護 医 療 院 基 準 条 例 第 54 条 に お い て 準 用 す る 場 合

を 含 む 。 ） の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 介 護 医 療 院 は 、 原

則 と し て 、 第 １ 項 に 規 定 す る 重 要 事 項 を 、 市 長 が 定 め る と こ ろ に

よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 す る 方 法 に よ り 周 知 し な け れ ば な ら

な い 。 」 と あ る の は 「 削 除 」 と 、 第 ６ 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 軽

費 老 人 ホ ー ム 基 準 条 例 （ 以 下 「 新 軽 費 老 人 ホ ー ム 基 準 条 例 」 と い

う 。 ） 第 29 条 第 ３ 項 （ 新 軽 費 老 人 ホ ー ム 基 準 条 例 附 則 第 30 項 に お

い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「

軽 費 老 人 ホ ー ム は 、 原 則 と し て 、 第 １ 項 に 規 定 す る 重 要 事 項 を 、

市 長 が 定 め る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 す る 方 法 に よ

り 周 知 し な け れ ば な ら な い 。 」 と あ る の は 「 削 除 」 と 、 第 ７ 条 の

規 定 に よ る 改 正 後 の 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 条 例 （ 以 下 「 新 指 定 居

宅 サ ー ビ ス 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第 34 条 第 ３ 項 （ 新 指 定 居 宅 サ ー

ビ ス 基 準 条 例 第 42 条 の ４ 、 第 54 条 、 第 70 条 、 第 80 条 、 第 89 条 、 第  

 104 条 、 第  107 条 、 第  133 条 、 第  157 条 （ 新 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基

準 条 例 第  170 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第  170 条 の ４

、 第  186 条 （ 新 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第  198 条 に お い て 準 用

す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第  219 条 及 び 第  230 条 に お い て 準 用 す る 場

合 を 含 む 。 ） の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 指 定 訪 問 介 護 事

業 者 は 、 原 則 と し て 、 第 １ 項 に 規 定 す る 重 要 事 項 を 、 市 長 が 定 め

る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 す る 方 法 に よ り 周 知 し な

け れ ば な ら な い 。 」 と あ る の は 「 削 除 」 と 、 新 指 定 居 宅 サ ー ビ ス

基 準 条 例 第  243 条 第 ３ 項 （ 新 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第  256 条

に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項

中 「 指 定 福 祉 用 具 貸 与 事 業 者 は 、 原 則 と し て 、 第 １ 項 に 規 定 す る

重 要 事 項 を 、 市 長 が 定 め る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用

す る 方 法 に よ り 周 知 し な け れ ば な ら な い 。 」 と あ る の は 「 削 除 」

と 、 第 ８ 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 基 準 等

条 例 （ 以 下 「 新 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 基 準 等 条 例 」 と い う 。 ）

第 35 条 第 ３ 項 （ 新 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 基 準 等 条 例 第 60 条 、 第

60 条 の 20 、 第 60 条 の 20 の ４ 、 第 60 条 の 38 、 第 81 条 、 第  110 条 、 第  

 130 条 、 第  151 条 、 第  179 条 及 び 第  192 条 に お い て 準 用 す る 場 合

を 含 む 。 ） の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 指 定 定 期 巡 回 ・ 随

時 対 応 型 訪 問 介 護 看 護 事 業 者 は 、 原 則 と し て 、 第 １ 項 に 規 定 す る

重 要 事 項 を 、 市 長 が 定 め る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用

す る 方 法 に よ り 周 知 し な け れ ば な ら な い 。 」 と あ る の は 「 削 除 」

と 、 第 ９ 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 指 定 居 宅 介 護 支 援 基 準 条 例 第 25

条 第 ３ 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 指 定 居 宅 介 護 支 援 事

業 者 は 、 原 則 と し て 、 第 １ 項 に 規 定 す る 重 要 事 項 を 、 市 長 が 定 め

る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 す る 方 法 に よ り 周 知 し な
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け れ ば な ら な い 。 」 と あ る の は 「 削 除 」 と 、 第 10 条 の 規 定 に よ る

改 正 後 の 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 基 準 条 例 （ 以 下 「 新 指 定 介 護 予 防

サ ー ビ ス 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第 50 条 の ４ 第 ３ 項 （ 新 指 定 介 護 予

防 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第 66 条 、 第 76 条 、 第 85 条 、 第  111 条 、 第  132  

条 （ 新 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第  149 条 に お い て 準 用 す る

場 合 を 含 む 。 ） 、 第  154 条 の ４ 、 第  164 条 （ 新 指 定 介 護 予 防 サ ー

ビ ス 基 準 条 例 第  179 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第  200  

条 及 び 第  217 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 の 適 用 に

つ い て は 、 同 項 中 「 指 定 介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 事 業 者 は 、 原 則 と

し て 、 第 １ 項 に 規 定 す る 重 要 事 項 を 、 市 長 が 定 め る と こ ろ に よ り

、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 す る 方 法 に よ り 周 知 し な け れ ば な ら な い

。 」 と あ る の は 「 削 除 」 と 、 新 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第  

 229 条 第 ３ 項 （ 新 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第  243 条 に お い

て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 指

定 介 護 予 防 福 祉 用 具 貸 与 事 業 者 は 、 原 則 と し て 、 第 １ 項 に 規 定 す

る 重 要 事 項 を 、 市 長 が 定 め る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利

用 す る 方 法 に よ り 周 知 し な け れ ば な ら な い 。 」 と あ る の は 「 削 除

」 と 、 第 11 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 指 定 地 域 密 着 型 介 護 予 防 サ ー

ビ ス 基 準 条 例 （ 以 下 「 新 指 定 地 域 密 着 型 介 護 予 防 サ ー ビ ス 基 準 条

例 」 と い う 。 ） 第 33 条 第 ３ 項 （ 新 指 定 地 域 密 着 型 介 護 予 防 サ ー ビ

ス 基 準 条 例 第 67 条 及 び 第 88 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の

規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 指 定 介 護 予 防 認 知 症 対 応 型 通 所

介 護 事 業 者 は 、 原 則 と し て 、 第 １ 項 に 規 定 す る 重 要 事 項 を 、 市 長

が 定 め る と こ ろ に よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 す る 方 法 に よ り 周

知 し な け れ ば な ら な い 。 」 と あ る の は 「 削 除 」 と 、 第 12 条 の 規 定

に よ る 改 正 後 の 指 定 介 護 予 防 支 援 等 基 準 条 例 （ 以 下 「 新 指 定 介 護

予 防 支 援 等 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第 24 条 第 ３ 項 （ 新 指 定 介 護 予 防

支 援 等 基 準 条 例 第 35 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 の

適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 指 定 介 護 予 防 支 援 事 業 者 は 、 原 則 と し

て 、 第 １ 項 に 規 定 す る 重 要 事 項 を 、 市 長 が 定 め る と こ ろ に よ り 、

イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 す る 方 法 に よ り 周 知 し な け れ ば な ら な い 。

」 と あ る の は 「 削 除 」 と す る 。  

 （ 身 体 的 拘 束 等 の 適 正 化 に 係 る 経 過 措 置 ）  

３  施 行 日 か ら 令 和 ７ 年 ３ 月 31 日 ま で の 間 、 新 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基

準 条 例 第  142 条 第 ８ 項 （ 新 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第  170 条 の

４ に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第  163 条 第 10 項 、 第  176 条

第 ８ 項 及 び 第  191 条 第 10 項 、 新 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 基 準 等 条

例 第 93 条 第 ７ 号 及 び 第  187 条 第 ７ 号 、 新 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 基

準 条 例 第  124 条 第 ５ 項 （ 新 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第  149 

条 及 び 第  154 条 の ４ に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 第  160 
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条 第 ５ 項 （ 新 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第  179 条 に お い て 準

用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 並 び に 新 指 定 地 域 密 着 型 介 護 予 防 サ ー ビ ス

基 準 条 例 第 54 条 第 ３ 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 中

「 講 じ な け れ ば 」 と あ る の は 、 「 講 ず る よ う 努 め な け れ ば 」 と す

る 。  

 （ 利 用 者 の 安 全 並 び に 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 確 保 及 び 職 員 の 負 担 軽  

 減 に 資 す る 方 策 を 検 討 す る た め の 委 員 会 の 設 置 に 係 る 経 過 措 置 ）  

４  施 行 日 か ら 令 和 ９ 年 ３ 月 31 日 ま で の 間 、 新 指 定 介 護 老 人 福 祉 施

設 基 準 等 条 例 第 40 条 の ３ （ 新 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 基 準 等 条 例 第

54 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 新 介 護 老 人 保 健 施 設 基 準

条 例 第 40 条 の ３ （ 新 介 護 老 人 保 健 施 設 基 準 条 例 第 54 条 に お い て 準

用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 新 介 護 医 療 院 基 準 条 例 第 40 条 の ３ （ 新 介

護 医 療 院 基 準 条 例 第 54 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 ５

条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 横 浜 市 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運

営 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 新 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 基 準 条 例 」

と い う 。 ） 第 32 条 の ３ （ 新 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 基 準 条 例 第 43 条 及

び 第 49 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 新 指 定 居 宅 サ ー ビ ス

基 準 条 例 第  153 条 の ２ （ 新 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第  170 条 、

第  170 条 の ４ 、 第  186 条 （ 新 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第  198 条

に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 第  219 条 に お い て 準 用 す る

場 合 を 含 む 。 ） 、 新 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 基 準 等 条 例 第  108 条

の ２ （ 新 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 基 準 等 条 例 第  130 条 、 第  151 条

、 第  179 条 及 び 第  192 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 新 指

定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第  128 条 の ２ （ 新 指 定 介 護 予 防 サ ー

ビ ス 基 準 条 例 第  149 条 、 第  154 条 の ４ 、 第  164 条 （ 新 指 定 介 護 予

防 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第  179 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及

び 第  200 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 新 指 定 地 域 密 着

型 介 護 予 防 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第 65 条 の ２ （ 新 指 定 地 域 密 着 型 介 護

予 防 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第 88 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の

規 定 の 適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 開 催 し な け れ ば 」 と あ

る の は 、 「 開 催 す る よ う 努 め な け れ ば 」 と す る 。  
   くう  

 （ 口 腔 衛 生 の 管 理 に 係 る 経 過 措 置 ）  

５  施 行 日 か ら 令 和 ９ 年 ３ 月 31 日 ま で の 間 、 新 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基

準 条 例 第  210 条 の ２ （ 新 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 条 例 第  230 条 に お

い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 新 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 基 準 条

例 第 193 条 の ２ の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 行 わ

な け れ ば 」 と あ る の は 、 「 行 う よ う 努 め な け れ ば 」 と す る 。  

 （ 協 力 医 療 機 関 と の 連 携 に 関 す る 経 過 措 置 ）  

６  施 行 日 か ら 令 和 ９ 年 ３ 月 31 日 ま で の 間 、 新 指 定 介 護 老 人 福 祉 施

設 基 準 等 条 例 第 33 条 第 １ 項 （ 新 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 基 準 等 条 例



                     横 浜 市 報    号外第３ 令和６年３月29日 

121 

第 54 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 新 介 護 老 人 保 健 施 設 基

準 条 例 第 34 条 第 １ 項 （ 新 介 護 老 人 保 健 施 設 基 準 条 例 第 54 条 に お い

て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 新 介 護 医 療 院 基 準 条 例 第 34 条 第 １ 項

（ 新 介 護 医 療 院 基 準 条 例 第 54 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ）

、 第 ４ 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 養 護 老 人 ホ ー ム 基 準 条 例 第 26 条 第

１ 項 、 新 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 基 準 条 例 第 28 条 第 １ 項 （ 新 特 別 養 護

老 人 ホ ー ム 基 準 条 例 第 43 条 及 び 第 49 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含

む 。 ） 及 び 新 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 基 準 等 条 例 第  174 条 第 １ 項

の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 定 め て お か な け れ ば

」 と あ る の は 、 「 定 め て お く よ う 努 め な け れ ば 」 と す る 。  

 



                     横 浜 市 報    号外第３ 令和６年３月29日 

122 

横 浜 市 条 例 第 24 号  

   横 浜 市 会 委 員 会 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 横 浜 市 会 委 員 会 条 例 （ 昭 和 43 年 ５ 月 横 浜 市 条 例 第 28 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 ２ 条 第 １ 号 を 次 の よ う に 改 め る 。  

 (1)  政 策 経 営 ・ 総 務 ・ 財 政 委 員 会  11 人  

   政 策 経 営 局 、 総 務 局 、 デ ジ タ ル 統 括 本 部 、 財 政 局 、 会 計 室 、

選 挙 管 理 委 員 会 、 人 事 委 員 会 、 監 査 委 員 及 び 議 会 局 の 所 管 に 属

す る 事 項  

 第 ２ 条 第 ６ 号 を 次 の よ う に 改 め る 。  

 (6)  脱 炭 素 ・  GREEN × EXPO 推 進 ・ み ど り 環 境 ・ 資 源 循 環 委 員 会   

  10 人  

   脱 炭 素 ・  GREEN × EXPO 推 進 局 、 み ど り 環 境 局 、 資 源 循 環 局 及  

  び 農 業 委 員 会 の 所 管 に 属 す る 事 項  

 第 ２ 条 第 ８ 号 を 次 の よ う に 改 め る 。  

 (8)  下 水 道 河 川 ・ 水 道 ・ 交 通 委 員 会  10 人  

   下 水 道 河 川 局 、 水 道 局 及 び 交 通 局 の 所 管 に 属 す る 事 項  

 第 ９ 条 の ２ 第 １ 項 中 「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 そ の 他 の 重 大 な

感 染 症 の ま ん 延 又 は 災 害 等 の 発 生 等 」 を 「 大 規 模 な 災 害 等 の 発 生 等

又 は 重 大 な 感 染 症 の ま ん 延 」 に 改 め 、 「 委 員 を 」 の 次 に 「 当 該 」 を

加 え 、 同 条 第 ３ 項 中 「 参 加 し た 」 を 「 参 加 す る 」 に 、 「 委 員 会 に 出

席 し た も の と み な し て 、 こ の 条 例 の 規 定 を 適 用 す る 」 を 「 こ の 条 例

の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 当 該 委 員 会 に 出 席 し て い る も の と み な す

」 に 改 め る 。  

 第 15 条 の 見 出 し 中 「 申 し 出 」 を 「 申 出 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の １ 項

を 加 え る 。  

２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項 の 規 定 に よ る 申 出 は 、 委 員 長 が

定 め る と こ ろ に よ り 、 委 員 長 が 定 め る 電 子 情 報 処 理 組 織 （ 委 員 会

の 使 用 に 係 る 電 子 計 算 機 （ 入 出 力 装 置 を 含 む 。 以 下 こ の 項 に お い

て 同 じ 。 ） と そ の 通 知 の 相 手 方 の 使 用 に 係 る 電 子 計 算 機 と を 電 気

通 信 回 線 で 接 続 し た 電 子 情 報 処 理 組 織 を い う 。 第 19 条 に お い て 同

じ 。 ） を 使 用 す る 方 法 に よ り 行 う こ と が で き る 。  

 第 16 条 第 ３ 項 中 「 、 オ ン ラ イ ン に よ る 方 法 を 活 用 し た 委 員 会 で な

い 場 合 に お い て も 」 を 削 り 、 同 条 第 ４ 項 中 「 参 加 し た 」 を 「 参 加 す

る 」 に 、 「 公 聴 会 に 出 席 し た も の と み な し て 、 こ の 条 例 の 規 定 を 適

用 す る 」 を 「 こ の 条 例 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 当 該 公 聴 会 に 出 席

し て い る も の と み な す 」 に 改 め る 。  

 第 19 条 を 次 の よ う に 改 め る 。  

 （ 代 理 人 又 は 文 書 等 に よ る 意 見 の 陳 述 ）  

第 19 条  公 述 人 は 、 代 理 人 に 意 見 を 述 べ さ せ 、 又 は 文 書 若 し く は 電
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子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 す る 方 法 に よ り 意 見 を 提 示 す る こ と が で き

な い 。 た だ し 、 委 員 会 が 許 可 し た 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

 第 20 条 第 ４ 項 中 「 、 オ ン ラ イ ン に よ る 方 法 を 活 用 し た 委 員 会 で な

い 場 合 に お い て も 」 を 削 り 、 同 条 第 ５ 項 中 「 参 加 し た 」 を 「 参 加 す

る 」 に 、 「 委 員 会 に 出 席 し た も の と み な し て 、 こ の 条 例 の 規 定 を 適

用 す る 」 を 「 こ の 条 例 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 当 該 委 員 会 に 出 席

し て い る も の と み な す 」 に 改 め る 。  

 第 21 条 の 見 出 し 中 「 等 」 を 削 り 、 同 条 第 １ 項 中 「 委 員 会 記 録 に は

、 」 を 「 委 員 長 は 、 書 記 を し て 」 に 、 「 記 載 し 」 を 「 記 載 し た 委 員

会 記 録 を 作 成 さ せ 」 に 改 め 、 「 委 員 長 が 」 を 削 り 、 同 条 第 ２ 項 を 次

の よ う に 改 め る 。  

２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項 の 委 員 会 記 録 の 作 成 は 、 議 長 が

定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 委 員 会 記 録 に 係 る 電 磁 的 記 録 （ 電 子 的

方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き

な い 方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て 、 電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の

用 に 供 さ れ る も の を い う 。 ） に よ り 行 う こ と が で き る 。 こ の 場 合

に お い て 、 同 項 の 規 定 に よ る 署 名 に つ い て は 、 同 項 の 規 定 に か か

わ ら ず 、 氏 名 又 は 名 称 を 明 ら か に す る 措 置 で あ っ て 議 長 が 定 め る

も の を も っ て 代 え る こ と が で き る 。  

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に こ の 条 例 に よ る 改 正 前 の 横 浜 市 会 委 員

会 条 例 第 ２ 条 の 規 定 に よ る 次 表 の 左 欄 に 掲 げ る 常 任 委 員 会 の 委 員

、 委 員 長 又 は 副 委 員 長 に 選 任 さ れ て い る 者 は 、 そ れ ぞ れ 、 こ の 条

例 に よ る 改 正 後 の 横 浜 市 会 委 員 会 条 例 第 ２ 条 の 規 定 に よ る 同 表 の

右 欄 に 掲 げ る 常 任 委 員 会 の 委 員 、 委 員 長 又 は 副 委 員 長 に 選 任 さ れ

た も の と み な す 。  

政 策 ・ 総 務 ・ 財 政 委 員 会  政 策 経 営 ・ 総 務 ・ 財 政 委 員 会  

温 暖 化 対 策 ・ 環 境 創 造 ・ 資 源

循 環 委 員 会  

脱 炭 素 ・  GREEN × EXPO 推 進 ・

み ど り 環 境 ・ 資 源 循 環 委 員 会  

水 道 ・ 交 通 委 員 会  下 水 道 河 川 ・ 水 道 ・ 交 通 委 員

会  

３  こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に こ の 条 例 に よ る 改 正 前 の 横 浜 市 会 委 員

会 条 例 第 ２ 条 の 規 定 に よ る 常 任 委 員 会 に お い て 継 続 審 査 中 の 事 件

に つ い て は 、 そ れ ぞ れ 、 こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 横 浜 市 会 委 員 会

条 例 第 ２ 条 の 規 定 に よ り そ の 事 件 を 所 管 す る こ と と な る 常 任 委 員

会 に 付 議 さ れ た 継 続 事 件 と み な す 。  

 （ 横 浜 市 市 会 議 員 の 議 員 報 酬 、 費 用 弁 償 及 び 期 末 手 当 に 関 す る 条  
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 例 の 一 部 改 正 ）  

４  横 浜 市 市 会 議 員 の 議 員 報 酬 、 費 用 弁 償 及 び 期 末 手 当 に 関 す る 条

例 （ 昭 和 31 年 ８ 月 横 浜 市 条 例 第 30 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。  

  第 ５ 条 第 ３ 項 中 「 出 席 し た も の 」 を 「 出 席 し て い る も の 」 に 改

め る 。  
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横 浜 市 条 例 第 25 号  

   横 浜 市 情 報 通 信 技 術 を 活 用 し た 行 政 の 推 進 等 に 関 す る 条  

   例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 横 浜 市 情 報 通 信 技 術 を 活 用 し た 行 政 の 推 進 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成

16 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 67 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 ２ 条 第 １ 号 中 「 規 則 （ 」 の 次 に 「 議 長 の 定 め る 規 程 、 」 を 加 え

、 同 条 第 ２ 号 ア 中 「 （ 議 会 を 除 く 。 ） 」 を 削 る 。  

 第 10 条 中 「 執 行 機 関 」 の 次 に 「 、 議 長 」 を 加 え る 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 


